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議第109号は、会計年度任用職員の給与の改善の成果が見られない。また、地域密着型サービス施設の今
後の対応策が出ていない。
議第115号は、目玉政策が見当たらない。子育てや自治会活性化の面でも特筆すべきものがない。学校給
食費も国が支援する小学校無償化に留まり、中学校への拡大が見られない。

議第109号の地域密着型サービスと整備事業の予算は特定財源であり使えるものは限られており、何でも
使える訳ではない。また、会計年度任用職員の給与の遡及についても、議会内でも十分に協議を行っている。
議第115号では、小学校の給食費の無償化は着実に進んでおり、中学校体育館の空調整備、こども園を集
約化して建設するなど目玉政策はたくさんある。

委
員
会
で
細
か
く
審
議
！

予算決算
特別委員会

�
付託案件
2件

　一般会計予算は前年度当初予算より12億５千万円（11.7%）増加となる119億円の
過去最大規模の予算が提案されました。
　委員会では提案のあった新こども園整備にかかる用地取得や実施設計委託、小学
校の給食費無償化、日野中学校体育館空調設備整備などの子育て施策、道路・橋梁な
どの生活基盤整備、日野菜をはじめとする特産品振興、自治会活動への支援など多
岐に渡る分野について、それぞれ分野ごとに説明を受け、慎重な審議を行いました。

◦幼児教育・保育施設、教育施設の持続可能な体制整備への取り組み
◦子育てしやすい町を目指した子育て支援の推進

◦ふるさと納税制度を通じた地元の特産品振興、地域に根差した地場産業の発展
◦��住宅リフォーム助成制度の継続等による地域内経済循環の推進と魅力ある商店
づくりの促進

◦公共交通の充実による住民の利便性の向上、わたむき自動車プロジェクトの推進
◦近江鉄道の活性化に向けた、県や沿線自治体と一体となった支援の推進

◦時代に合わせた持続可能な地域づくりを目指した自治会への支援の充実
●日野のたからである文化財の保存・継承・活用の推進

◦地域密着型サービスの推進

◦議第109号　令和７年度日野町一般会計補正予算（第８号）�
◦議第115号　令和８年度日野町一般会計予算

◦�高齢者や障がいのある方を含め、誰もが地域で居場所を持ち、安心して暮らせ
るための重層的支援の推進
◦「環境と調和する持続可能な社会」の実現に向けた循環型社会および環境共生の推進

問

問

答

答

新規事業の「子育て支援おむつ支援事業」は保護者の経済的負担軽減だけでな
く相談も目的としているとのことだが、どのように相談につなげていくのか。

学校給食の無償化について、小学校で令和８年度から始まる無償化の対象
拡大に向けたロードマップが必要だと思うがいかがか。

昨今の養育環境の変化により、子育ての不安を一人で抱え込む家庭が増えてい
るため、この事業をきっかけに子どもと一緒に「つどいのひろば　ぽけっと」に
足を運んでもらい、他の保護者や保育士と接することで、自然な声掛けや遊び
方を体験し、少しでも子育ての不安を軽減してもらうことを目的としている。

中学校や幼稚園などを無償化対象としたロードマップは持ち合わせていな
い。学校給食においては地元産野菜の活用や子どもたちに給食の匂いを届
けること、食育にきちんと取り組むことを大切にしたいと考えている。

問

答

「ふるさと応援寄附事業」の寄付額が大幅な増となる根拠は何か。

ふるさと納税は、令和７年度から中間事業者を変更し、寄附しやすい低価格
帯の返礼品を充実させたことで、前年度から約1.5倍の伸びがあり、令和８
年度の寄付額も同様の伸びを想定している。なお、令和８年度も新たな地場
産品を開発する予定である。

問

問

答

答

令和８年度からの町営バスの運行について、どのような変更があるのか。

チャレンジ活動支援事業補助金は、総合計画の進取のまちづくりのめざす姿
の達成に大きく寄与するものと考えるが、今後どのように利用促進を図って
いくのか。

町営バスは４台（うち１台はジャンボタクシー車両）で運行中の１台を４月か
ら減らすこととなり、主に平子西明寺線のダイヤが大きく減便となる。減便の
分については西大路地区へのチョイソコひのの運行拡大により対応する。

この事業は人と人とのつながりづくり、顔の見える関係の中で、暮らしやす
い地域をつくっていく取組を応援するものである。まちづくりを進めていく
活動に対して、幅広いテーマの中で活用できる補助金であり、地域での自主
的な活動団体にも届くよう広く周知していきたい。

問

答

重層的支援体制整備事業への移行により、町にとって具体的にどのような
変化があるのか。窓口は一本化されるのか。

これまで各事業でバラバラに対応していた支援を、一体的かつ重層的に実
施する仕組みとなり、具体的には生活支援体制整備事業では、高齢者に特化
せず多世代交流など全世代を対象とした地域づくりを推進していく。なお、
窓口は現状のままである。

１．未来を担うひとづくり

２．暮らしを支えるしごとづくり

４．住みたくなる都市基盤づくり

５．みんなではぐくむ地域づくり

３．安心、助け合いのくらしづくり

令和7年度　日野町一般会計補正予算（第８号）の審査について

問

答

地域密着型サービス施設等整備事業補助金の4,060万円の多額の減額について、整備を断念された経過
と今後の見通しを聞く。

この事業については県と調整のうえ本年の１～２月に公募したが応募がなかったため、当面は既存の訪
問看護や訪問介護等の活用により必要なサービスを提供できるように努める。
現在、医療・介護の人材確保が難しい状況に加え物価高騰の影響も続いているため、直ちに再公募はせず
に具体的な見通しが立った段階で対応を検討していきたい。

賛
成
討
論

反
対
討
論

令和８年度当初予算

１１９億円
時代の変化に対応し
	 日野の未来を育てる予算

3 2議会だより
日野町議会

議会だより
日野町議会

2026.５.15 2026.５.15 2議会だより
日野町議会

2026.５.15
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議第109号は、会計年度任用職員の給与の改善の成果が見られない。また、地域密着型サービス施設の今
後の対応策が出ていない。
議第115号は、目玉政策が見当たらない。子育てや自治会活性化の面でも特筆すべきものがない。学校給
食費も国が支援する小学校無償化に留まり、中学校への拡大が見られない。

議第109号の地域密着型サービスと整備事業の予算は特定財源であり使えるものは限られており、何でも
使える訳ではない。また、会計年度任用職員の給与の遡及についても、議会内でも十分に協議を行っている。
議第115号では、小学校の給食費の無償化は着実に進んでおり、中学校体育館の空調整備、こども園を集
約化して建設するなど目玉政策はたくさんある。

委
員
会
で
細
か
く
審
議
！

予算決算
特別委員会

�
付託案件
2件

　一般会計予算は前年度当初予算より12億５千万円（11.7%）増加となる119億円の
過去最大規模の予算が提案されました。
　委員会では提案のあった新こども園整備にかかる用地取得や実施設計委託、小学
校の給食費無償化、日野中学校体育館空調設備整備などの子育て施策、道路・橋梁な
どの生活基盤整備、日野菜をはじめとする特産品振興、自治会活動への支援など多
岐に渡る分野について、それぞれ分野ごとに説明を受け、慎重な審議を行いました。

◦幼児教育・保育施設、教育施設の持続可能な体制整備への取り組み
◦子育てしやすい町を目指した子育て支援の推進

◦ふるさと納税制度を通じた地元の特産品振興、地域に根差した地場産業の発展
◦��住宅リフォーム助成制度の継続等による地域内経済循環の推進と魅力ある商店
づくりの促進

◦公共交通の充実による住民の利便性の向上、わたむき自動車プロジェクトの推進
◦近江鉄道の活性化に向けた、県や沿線自治体と一体となった支援の推進

◦時代に合わせた持続可能な地域づくりを目指した自治会への支援の充実
●日野のたからである文化財の保存・継承・活用の推進

◦地域密着型サービスの推進

◦議第109号　令和７年度日野町一般会計補正予算（第８号）�
◦議第115号　令和８年度日野町一般会計予算

◦�高齢者や障がいのある方を含め、誰もが地域で居場所を持ち、安心して暮らせ
るための重層的支援の推進

◦「環境と調和する持続可能な社会」の実現に向けた循環型社会および環境共生の推進

問

問

答

答

新規事業の「子育て支援おむつ支援事業」は保護者の経済的負担軽減だけでな
く相談も目的としているとのことだが、どのように相談につなげていくのか。

学校給食の無償化について、小学校で令和８年度から始まる無償化の対象
拡大に向けたロードマップが必要だと思うがいかがか。

昨今の養育環境の変化により、子育ての不安を一人で抱え込む家庭が増えてい
るため、この事業をきっかけに子どもと一緒に「つどいのひろば　ぽけっと」に
足を運んでもらい、他の保護者や保育士と接することで、自然な声掛けや遊び
方を体験し、少しでも子育ての不安を軽減してもらうことを目的としている。

中学校や幼稚園などを無償化対象としたロードマップは持ち合わせていな
い。学校給食においては地元産野菜の活用や子どもたちに給食の匂いを届
けること、食育にきちんと取り組むことを大切にしたいと考えている。

問

答

「ふるさと応援寄附事業」の寄付額が大幅な増となる根拠は何か。

ふるさと納税は、令和７年度から中間事業者を変更し、寄附しやすい低価格
帯の返礼品を充実させたことで、前年度から約1.5倍の伸びがあり、令和８
年度の寄付額も同様の伸びを想定している。なお、令和８年度も新たな地場
産品を開発する予定である。

問

問

答

答

令和８年度からの町営バスの運行について、どのような変更があるのか。

チャレンジ活動支援事業補助金は、総合計画の進取のまちづくりのめざす姿
の達成に大きく寄与するものと考えるが、今後どのように利用促進を図って
いくのか。

町営バスは４台（うち１台はジャンボタクシー車両）で運行中の１台を４月か
ら減らすこととなり、主に平子西明寺線のダイヤが大きく減便となる。減便の
分については西大路地区へのチョイソコひのの運行拡大により対応する。

この事業は人と人とのつながりづくり、顔の見える関係の中で、暮らしやす
い地域をつくっていく取組を応援するものである。まちづくりを進めていく
活動に対して、幅広いテーマの中で活用できる補助金であり、地域での自主
的な活動団体にも届くよう広く周知していきたい。

問

答

重層的支援体制整備事業への移行により、町にとって具体的にどのような
変化があるのか。窓口は一本化されるのか。

これまで各事業でバラバラに対応していた支援を、一体的かつ重層的に実
施する仕組みとなり、具体的には生活支援体制整備事業では、高齢者に特化
せず多世代交流など全世代を対象とした地域づくりを推進していく。なお、
窓口は現状のままである。

１．未来を担うひとづくり

２．暮らしを支えるしごとづくり

４．住みたくなる都市基盤づくり

５．みんなではぐくむ地域づくり

３．安心、助け合いのくらしづくり

令和7年度　日野町一般会計補正予算（第８号）の審査について

問

答

地域密着型サービス施設等整備事業補助金の4,060万円の多額の減額について、整備を断念された経過
と今後の見通しを聞く。

この事業については県と調整のうえ本年の１～２月に公募したが応募がなかったため、当面は既存の訪
問看護や訪問介護等の活用により必要なサービスを提供できるように努める。
現在、医療・介護の人材確保が難しい状況に加え物価高騰の影響も続いているため、直ちに再公募はせず
に具体的な見通しが立った段階で対応を検討していきたい。

賛
成
討
論

反
対
討
論

令和８年度当初予算

１１９億円
時代の変化に対応し
	 日野の未来を育てる予算

3 2議会だより
日野町議会

議会だより
日野町議会

2026.５.15 2026.５.153 議会だより
日野町議会

2026.５.15



職員の特殊勤務手当・旅費支給の改正は適切か?
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北朝鮮による日本人拉致問題に対する理解を深めるための広報啓発を推
進する決議(案)
審査の結果、全会一致で決議案を提出すべきものと決しました。

総務常任
常任委員会

付託案件
４件

内容

内容

問

問

答

答

下水道待機手当を1,000円から1,500円に改定

日当を廃止し、宿泊手当を新設。食卓料は廃止

改定の根拠と他の特殊勤務手当を見直しされなかった理由は？

出張の際、公共交通か公用車の利用かは職員の判断か？

特殊勤務手当全体を検討したが、他の手当は県内市町と比べて見劣りしな
いので改定には至らなかった。下水道待機手当は他市町と比較し検討の結
果1,500円とした。

公共交通か公用車の利用については、最も効率的で、かつ経済的に安価であ
るようにしている。

ピックアップ �職員の特殊勤務手当の改正

ピックアップ �職員等旅費支給条例等の改正

提出された議案と結果 〇賛成　×反対

1月臨時会議（1月26日）
●全員賛成とした案件

番号 町 長 提 出 議 案

議第94号

令和７年度日野町一般会計補正予算（第７号）

予算総額　117億3,596万3千円(歳入歳出それぞれ5億4,505万6千円追加) 
　◦物価高騰の影響を受ける生活者や子育て世帯への支援を行うための経費 
　◦防災、減災、国土強靭化を推進するための公共事業に要する経費　など

3月定例会議（3月2日～23日） 議案審査を付託された委員会
【予算決算】予算決算特別委員会�【総務】総務常任委員会
【産建】産業建設常任委員会� 【厚生】厚生常任委員会●全員賛成とした案件

番号 町 長 提 出 議 案 付託先
議第95号 日野町情報公開・個人情報保護審査会委員の委嘱について －

議第96号 日野町情報公開・個人情報保護審査会委員の委嘱について －

議第97号 日野町情報公開・個人情報保護審査会委員の委嘱について －

議第98号 日野町情報公開・個人情報保護審査会委員の委嘱について －

議第99号 日野町情報公開・個人情報保護審査会委員の委嘱について －

議第100号
日野町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づ
く個人番号の利用および特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

総務

議第101号 日野町印鑑条例および日野町手数料徴収条例の一部を改正する条例の一部を改正する条
例の制定について 厚生

議第102号 日野町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総務

議第103号 日野町職員等旅費支給条例等の一部を改正する条例の制定について 総務

議第104号 日野町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 厚生

議第106号 日野町環境美化に関する条例の一部を改正する条例の制定について 厚生

議第107号 日野町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 産建

議第108号 日野町特別用途地区建築条例の一部を改正する条例の制定について 産建

議第110号 令和７年度日野町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 厚生

議第111号 令和７年度日野町介護保険特別会計補正予算（第３号） 厚生

議第112号 令和７年度日野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 厚生

議第113号 令和７年度日野町水道事業会計補正予算（第３号） 厚生

議第114号 令和７年度日野町下水道事業会計補正予算（第２号） 産建

議第117号 令和８年度日野町介護保険特別会計予算 厚生

議第118号 令和８年度日野町後期高齢者医療特別会計予算 厚生

議第119号 令和８年度日野町西山財産区会計予算 総務

議第120号 令和８年度日野町水道事業会計予算 厚生

議第121号 令和８年度日野町下水道事業会計予算 産建

議第122号 令和７年度日野町一般会計補正予算（第９号） －

＊議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ「議長採決」として表明します。

番号 議 員 提 出議案　　

議第123号

日野町会計年度任用職員の給与および費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
本条例は令和7年12月定例会議では可決したものの議会から付帯決議を付けた案件で、今回の
議案では、町の会計年度任用職員の給与等を改正しようとする場合の適用（遡及するか、しな
いか）については、その都度、議会での審査を経るように改正しました。

議第124号 日野町議会議員の議員報酬および費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

決議案第2号 北朝鮮による日本人拉致問題に対する理解を深めるための広報啓発を推進する決議について
※決議の内容は二次元コードからご覧いただけます

●賛否が分かれた案件
番号 町 長 提 出 議 案 付託先 結　果 錦

戸
福
永
谷
口
松
田
柚
木
川
東
野
矢
山
本
髙
橋
加
藤
後
藤
中
西
西
澤
＊
杉
浦

議第105号 日野町国民健康保険税条例の一部
を改正する条例の制定について 厚生 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ／

議第109号 令和７年度日野町一般会計補正予
算（第８号） 予算決算 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ／

議第115号 令和８年度日野町一般会計予算 予算決算 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ／

議第116号 令和８年度日野町国民健康保険
特別会計予算 厚生 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ／

内容

内容

決
議
の
審
査

5 4議会だより
日野町議会

議会だより
日野町議会

2026.５.15 2026.５.15 4議会だより
日野町議会

2026.５.15
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は
▼

委
員
会
か
ら
の
報
告

職員の特殊勤務手当・旅費支給の改正は適切か?

次
ペ
ー
ジ
は
▼

委
員
会
か
ら
の
報
告

北朝鮮による日本人拉致問題に対する理解を深めるための広報啓発を推
進する決議(案)
審査の結果、全会一致で決議案を提出すべきものと決しました。

総務常任
常任委員会

付託案件
４件

内容

内容

問

問

答

答

下水道待機手当を1,000円から1,500円に改定

日当を廃止し、宿泊手当を新設。食卓料は廃止

改定の根拠と他の特殊勤務手当を見直しされなかった理由は？

出張の際、公共交通か公用車の利用かは職員の判断か？

特殊勤務手当全体を検討したが、他の手当は県内市町と比べて見劣りしな
いので改定には至らなかった。下水道待機手当は他市町と比較し検討の結
果1,500円とした。

公共交通か公用車の利用については、最も効率的で、かつ経済的に安価であ
るようにしている。

ピックアップ �職員の特殊勤務手当の改正

ピックアップ �職員等旅費支給条例等の改正

提出された議案と結果 〇賛成　×反対

1月臨時会議（1月26日）
●全員賛成とした案件

番号 町長提出議案

議第94号

令和７年度日野町一般会計補正予算（第７号）

予算総額　117億3,596万3千円(歳入歳出それぞれ5億4,505万6千円追加) 
　◦物価高騰の影響を受ける生活者や子育て世帯への支援を行うための経費 
　◦防災、減災、国土強靭化を推進するための公共事業に要する経費　など

3月定例会議（3月2日～23日） 議案審査を付託された委員会
【予算決算】予算決算特別委員会�【総務】総務常任委員会
【産建】産業建設常任委員会� 【厚生】厚生常任委員会●全員賛成とした案件

番号 町長提出議案 付託先
議第95号 日野町情報公開・個人情報保護審査会委員の委嘱について －

議第96号 日野町情報公開・個人情報保護審査会委員の委嘱について －

議第97号 日野町情報公開・個人情報保護審査会委員の委嘱について －

議第98号 日野町情報公開・個人情報保護審査会委員の委嘱について －

議第99号 日野町情報公開・個人情報保護審査会委員の委嘱について －

議第100号
日野町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づ
く個人番号の利用および特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

総務

議第101号 日野町印鑑条例および日野町手数料徴収条例の一部を改正する条例の一部を改正する条
例の制定について 厚生

議第102号 日野町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総務

議第103号 日野町職員等旅費支給条例等の一部を改正する条例の制定について 総務

議第104号 日野町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 厚生

議第106号 日野町環境美化に関する条例の一部を改正する条例の制定について 厚生

議第107号 日野町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 産建

議第108号 日野町特別用途地区建築条例の一部を改正する条例の制定について 産建

議第110号 令和７年度日野町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 厚生

議第111号 令和７年度日野町介護保険特別会計補正予算（第３号） 厚生

議第112号 令和７年度日野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 厚生

議第113号 令和７年度日野町水道事業会計補正予算（第３号） 厚生

議第114号 令和７年度日野町下水道事業会計補正予算（第２号） 産建

議第117号 令和８年度日野町介護保険特別会計予算 厚生

議第118号 令和８年度日野町後期高齢者医療特別会計予算 厚生

議第119号 令和８年度日野町西山財産区会計予算 総務

議第120号 令和８年度日野町水道事業会計予算 厚生

議第121号 令和８年度日野町下水道事業会計予算 産建

議第122号 令和７年度日野町一般会計補正予算（第９号） －

＊議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ「議長採決」として表明します。

番号 議 員 提 出 議 案 　 　

議第123号

日野町会計年度任用職員の給与および費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
本条例は令和7年12月定例会議では可決したものの議会から付帯決議を付けた案件で、今回の
議案では、町の会計年度任用職員の給与等を改正しようとする場合の適用（遡及するか、しな
いか）については、その都度、議会での審査を経るように改正しました。

議第124号 日野町議会議員の議員報酬および費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

決議案第2号 北朝鮮による日本人拉致問題に対する理解を深めるための広報啓発を推進する決議について
※決議の内容は二次元コードからご覧いただけます

●賛否が分かれた案件
番号 町長提出議案 付託先 結　果 錦

戸
福
永
谷
口
松
田
柚
木
川
東
野
矢
山
本
髙
橋
加
藤
後
藤
中
西
西
澤
＊
杉
浦

議第105号 日野町国民健康保険税条例の一部
を改正する条例の制定について 厚生 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ／

議第109号 令和７年度日野町一般会計補正予
算（第８号） 予算決算 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ／

議第115号 令和８年度日野町一般会計予算 予算決算 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ／

議第116号 令和８年度日野町国民健康保険
特別会計予算 厚生 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ／

内容

内容

決
議
の
審
査

5 4議会だより
日野町議会

議会だより
日野町議会

2026.５.15 2026.５.155 議会だより
日野町議会

2026.５.15
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一
般
質
問

地域振興
対　策
特別委員会

産業建設
常任委員会

議員間討議を積極的に行い、議会を活性化！ 子ども・子育て支援金の
国保税への上乗せの是非を問う！

仕事と子育ての観点でさらに困りごとを具体化! 重要なインフラである下水道事業の
令和８年度の方向性は？

付託案件
4件

厚　生
常任委員会

付託案件
12件

日野町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例
の制定について

ピックアップ �令和８年度日野町下水道事業会計予算

内容

問

答

�子ども・子育て支援金分の課税額を定めるための条例改正
それを反映した当初予算

電柱・ガス・雨水排水管等で道路管理者に支払う占用料の改定

市町村が管理する「家庭、工場の汚水・雨水排水処理」の令和８年度事業

今回の改正は、令和８年度から子ども・子育て支援金分が上乗せとなるが、
他の医療分や介護分等は据え置きということでよいか。また、支援金を上
乗せすることにより更なる滞納者を招かないか。

今回の改定の目的は？

令和８年度の雨水排水工事予定とその財源は？

子ども・子育て支援金分のみの改正でその他は据え置きである。国保税が
増えるため滞納者への影響は否定できないが、国からは社会保障制度の安
定に寄与するものとして理解を求められている。

近年の地価水準や固定資産税評価額の変動を踏まえた「適正な価格」への
改定で、数年ごとの国全体の見直しを受けて町も改正するものである。

国からの社会資本整備総合交付金を主な財源とし計画を立てている。
令和８年度は町内市街地区域周辺での工事や、日野地区の野田川周辺や木
津地先での設計委託を予定している。

内容

内容

問

問

答

答

ピックアップ

日野町の都市計画の現状とこれからについて調査研究

　今回は子育て世代の方にアプリ等を
通じアンケートを依頼し、103名から
頂いた回答を基にペルソナを作成しま
した。それを参考に３班に分かれグル
ープワークを行い、当事者目線で困り
ごとを出し合い、その解決のために必
要なことは何かを話し合いました。

　今後は、今回整理された課題や方向性をもとに、総合計画との整合を図りながら既存施策の分析を進めると
ともに、住民との意見交換も視野に入れ、具体的な政策提言へとつなげてまいります。

※ペルソナとは
年齢や価値観、悩み
などを詳細に設定し、
実在する一人の人間
のように描き出した
『理想の顧客モデル』

議会力
向　上
特別委員会

日野町議会業務継続計画(BCP)の改定実施日野町議会業務継続計画(BCP)の改定実施
　大規模災害等の発生の際に、議会機能を継続させるために令和３年５月に
策定しており、今回、議長に事故あるときに職務の代理者を設けることなど
追加改訂をしました。

スタートした取り組み
・��議員のなり手不足改善への取り組み�
　女性議員が働きやすい環境に向けて

・�委員会報告等の分かりやすい議事録作成
・決算資料様式の改定を提案

今後の取り組み・課題
・�住民の皆さんとの意見交換会・議会報告会
・�令和8年度に報酬審議会へ要望を申し入れる
・広報や広聴の更なる充実（継続）
・令和8年度も外部講師を招き研修会（継続）

国保加入者の平均年齢は54.2歳と高く、所得は1人当たり平均96万円と、他の保険（協会けんぽ175
万円、組合健保245万円）に比べて圧倒的に低くなっている。これは政府も認める「構造的な問題」だが、
その解決の見通しが立たないまま、さらに上乗せを行うことは容認できない。町単独で解決できる問
題ではないが「仕方ないから賛成する」訳にはいかない。

これは国レベルの制度設計の話であり、違う形で議論されるべきものである。日野町としてどうこう
できる問題ではない。

ワークショップで出た主な課題
・町内で選べる仕事が少ない
・休みにくさや収入への不安がある
・�多様な働き方やキャリアの情報に触れる
機会が少ない

・急なときに子どもを預けにくい
・家族や地域の支えが弱く、孤立しやすい
・核家族化により、精神的経済的負担が大きい
・人とのつながりや相談相手が少ない

考えられる解決策
・�病児保育や一時預かりなど、柔軟な支援の充実
・�公民館など地域の場を使いやすくし、人と人がつなが
れる環境づくり
・�キャリア教育や多様な働き方を知る機会の充実
・在宅ワークなど新しい働き方の検討
・�教育の中で、地域とのつながりや町で暮らすイメージ
を育てること
・�都市形成、交通、買い物環境も含めたまちづくりの視
点が必要

日野町議会と兵庫県日野町議会と兵庫県養養
や ぶや ぶ

父父市議会との合同研修会を実施　市議会との合同研修会を実施　※P23に報告記事あり※P23に報告記事あり

　地方議会の更なる活性化を図り、これまで以上に議会の責任と役割を果たしていくため、双方が取り組んでき
た成果と課題を共有し、議会機能を一層推進させていくことを目的に、同じ人口規模、地域性の養父市議会との
合同研修会を３月30日に実施しました。

政策立案、提言に向けての研修会（全4回開催しました）政策立案、提言に向けての研修会（全4回開催しました）
　今年度、第４回目の研修会を３月４日に行いました。今回においても講師を招き、予算資料と日野町総合計画
との関連性を学習し、「議会が行うべき予算審査／審議について」を学びました。グループワーク形式で意見交換、
各グループで発表しながら進めました。

賛成
討論

反対 
討論

委
員
会
で
細
か
く
審
議
！

議第105号�日野町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定
議第116号�令和8年度日野町国民健康保険特別会計予算ピックアップ

7 6議会だより
日野町議会

議会だより
日野町議会

2026.５.15 2026.５.15 6議会だより
日野町議会

2026.５.15
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一
般
質
問

地域振興
対　策
特別委員会

産業建設
常任委員会

議員間討議を積極的に行い、議会を活性化！ 子ども・子育て支援金の
国保税への上乗せの是非を問う！

仕事と子育ての観点でさらに困りごとを具体化! 重要なインフラである下水道事業の
令和８年度の方向性は？

付託案件
4件

厚　生
常任委員会

付託案件
12件

日野町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例
の制定について

ピックアップ �令和８年度日野町下水道事業会計予算

内容

問

答

�子ども・子育て支援金分の課税額を定めるための条例改正
それを反映した当初予算

電柱・ガス・雨水排水管等で道路管理者に支払う占用料の改定

市町村が管理する「家庭、工場の汚水・雨水排水処理」の令和８年度事業

今回の改正は、令和８年度から子ども・子育て支援金分が上乗せとなるが、
他の医療分や介護分等は据え置きということでよいか。また、支援金を上
乗せすることにより更なる滞納者を招かないか。

今回の改定の目的は？

令和８年度の雨水排水工事予定とその財源は？

子ども・子育て支援金分のみの改正でその他は据え置きである。国保税が
増えるため滞納者への影響は否定できないが、国からは社会保障制度の安
定に寄与するものとして理解を求められている。

近年の地価水準や固定資産税評価額の変動を踏まえた「適正な価格」への
改定で、数年ごとの国全体の見直しを受けて町も改正するものである。

国からの社会資本整備総合交付金を主な財源とし計画を立てている。
令和８年度は町内市街地区域周辺での工事や、日野地区の野田川周辺や木
津地先での設計委託を予定している。

内容

内容

問

問

答

答

ピックアップ

日野町の都市計画の現状とこれからについて調査研究

　今回は子育て世代の方にアプリ等を
通じアンケートを依頼し、103名から
頂いた回答を基にペルソナを作成しま
した。それを参考に３班に分かれグル
ープワークを行い、当事者目線で困り
ごとを出し合い、その解決のために必
要なことは何かを話し合いました。

　今後は、今回整理された課題や方向性をもとに、総合計画との整合を図りながら既存施策の分析を進めると
ともに、住民との意見交換も視野に入れ、具体的な政策提言へとつなげてまいります。

※ペルソナとは
年齢や価値観、悩み
などを詳細に設定し、
実在する一人の人間
のように描き出した
『理想の顧客モデル』

議会力
向　上
特別委員会

日野町議会業務継続計画(BCP)の改定実施日野町議会業務継続計画(BCP)の改定実施
　大規模災害等の発生の際に、議会機能を継続させるために令和３年５月に
策定しており、今回、議長に事故あるときに職務の代理者を設けることなど
追加改訂をしました。

スタートした取り組み
・��議員のなり手不足改善への取り組み�
　女性議員が働きやすい環境に向けて
・�委員会報告等の分かりやすい議事録作成
・決算資料様式の改定を提案

今後の取り組み・課題
・�住民の皆さんとの意見交換会・議会報告会
・�令和8年度に報酬審議会へ要望を申し入れる
・広報や広聴の更なる充実（継続）
・令和8年度も外部講師を招き研修会（継続）

国保加入者の平均年齢は54.2歳と高く、所得は1人当たり平均96万円と、他の保険（協会けんぽ175
万円、組合健保245万円）に比べて圧倒的に低くなっている。これは政府も認める「構造的な問題」だが、
その解決の見通しが立たないまま、さらに上乗せを行うことは容認できない。町単独で解決できる問
題ではないが「仕方ないから賛成する」訳にはいかない。

これは国レベルの制度設計の話であり、違う形で議論されるべきものである。日野町としてどうこう
できる問題ではない。

ワークショップで出た主な課題
・町内で選べる仕事が少ない
・休みにくさや収入への不安がある
・�多様な働き方やキャリアの情報に触れる
機会が少ない

・急なときに子どもを預けにくい
・家族や地域の支えが弱く、孤立しやすい
・核家族化により、精神的経済的負担が大きい
・人とのつながりや相談相手が少ない

考えられる解決策
・�病児保育や一時預かりなど、柔軟な支援の充実
・�公民館など地域の場を使いやすくし、人と人がつなが
れる環境づくり
・�キャリア教育や多様な働き方を知る機会の充実
・在宅ワークなど新しい働き方の検討
・�教育の中で、地域とのつながりや町で暮らすイメージ
を育てること
・�都市形成、交通、買い物環境も含めたまちづくりの視
点が必要

日野町議会と兵庫県日野町議会と兵庫県養養
や ぶや ぶ

父父市議会との合同研修会を実施　市議会との合同研修会を実施　※P23に報告記事あり※P23に報告記事あり

　地方議会の更なる活性化を図り、これまで以上に議会の責任と役割を果たしていくため、双方が取り組んでき
た成果と課題を共有し、議会機能を一層推進させていくことを目的に、同じ人口規模、地域性の養父市議会との
合同研修会を３月30日に実施しました。

政策立案、提言に向けての研修会（全4回開催しました）政策立案、提言に向けての研修会（全4回開催しました）
　今年度、第４回目の研修会を３月４日に行いました。今回においても講師を招き、予算資料と日野町総合計画
との関連性を学習し、「議会が行うべき予算審査／審議について」を学びました。グループワーク形式で意見交換、
各グループで発表しながら進めました。

賛成
討論

反対 
討論

委
員
会
で
細
か
く
審
議
！

議第105号�日野町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定
議第116号�令和8年度日野町国民健康保険特別会計予算ピックアップ
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令和令和８８年年３３月月
一般質問内容一般質問内容およびおよび発言順序発言順序

町政全般に関する方針や事業について、町政全般に関する方針や事業について、
13人の議員が一般質問を行いました。13人の議員が一般質問を行いました。

議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、
スペースの関係で〇のついた番号の質問と答スペースの関係で〇のついた番号の質問と答
弁を掲載しています。弁を掲載しています。
本会議の模様をインターネットで配信しています。本会議の模様をインターネットで配信しています。
（ライブ中継・録画中継）（ライブ中継・録画中継）
�一般質問において議員が使用した資料をイン�一般質問において議員が使用した資料をイン
ターネットでご覧いただけます。ターネットでご覧いただけます。

一般質問の一般質問の
録画視聴ができます録画視聴ができます

一般質問の配付資料を一般質問の配付資料を
ご覧いただけますご覧いただけます

発言順序・氏名 質　　問　　内　　容 ページ

１ 谷
たに
口
ぐち
　智
とも
哉
や

１	 �「チョイソコひの」を発展させていくためにはどのような視
点が必要か

2	 �デジタル活用による町民参画型生物調査は「環境共生」の実
感につながるのか

３	 �総合計画の実現の為にも職員がやりがいを感じることは重
要ではないか

P.9

２ 後
ご
藤
とう
　勇
ゆう
樹
き

1	 時代に合った文化財保護のあり方を問う P.10

３ 福
ふく
永
なが
　晃
あき
仁
ひと 1	 シニアが輝けるまち日野町のこれから

2	 日野町の農業と非農家の役割 P.11

４ 西
にし
澤
ざわ
　正
まさ
治
はる

1	 日野町の水田農業の担い手の育成強化について P.21

５ 川
かわ
東
ひがし
　昭
あき
男
お

1	 持続可能な公民館運営について P.12

６ 松
まつ
田
だ
　洋
よう
子
こ 1	 オーガニックビレッジ宣言をして何をするのか

2	 少子化・こども未来戦略の施策は P.13

７ 錦
にしき
戸
ど
　由

ゆ
佳
か 1	 子どもの熱中症対策について

2	 公民館開放事業「ひのっこルーム」について P.14

８ 髙
たか
橋
はし
　源
げん
三
ざぶ
郎
ろう 1	 大谷公園のプール跡地を体力作りの場として活用できないか

2	 集落内の住宅空き地に繁茂した雑草の除去について P.15

９ 山
やま
本
もと
　秀
ひで
喜
き 1	 中山間地の農業を持続可能にしていくには

2	 町の公共施設に「施設マネジメント」を取り入れてはどうか P.16

10 柚
ゆの
木
き
　記

き
久
く
雄
お

1	 会津若松市交流市町災害時相互支援協定について
2	 �甲賀市から供給を受ける南比都佐地区の上水道の区域外	
供給について（その2）

P.17

11 中
なか
西
にし
　佳
けい
子
こ 1	 地域公共交通の活性化施策について

2	 災害に備えた対応策の整備について P.18

12 加
か とう
　和
かず
幸
ゆき 1	 会計年度任用職員にも人事院勧告の遡及を

2	 除雪･除草に見る高齢化と集落のあり方は P.19

13 野
の
矢
や
　貴
たか
之
ゆき

1	 中高生以降に地域と関われる仕組みは十分にあるか P.20
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一 質般 問

「チョイソコひの」を発展させていくためには
どのような視点が必要か
「チョイソコひの」は人と人のつながりをつくるツールであると考えている

一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
は
▼

谷
たに

口
ぐち

 智
とも

哉
や

 議員

①「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ

の
」を
今
後
ど
の
よ

う
な
公
共
交
通
と
し
て
育
て

て
い
き
た
い
の
か
、ど
の
よ

う
な
存
在
に
し
て
い
き
た
い

の
か
を
伺
う
。

②
6
月
の
一
般
質
問
で
は

「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ
の
」は
手
段

で
あ
り
、い
か
に
有
効
に
活

用
し
て
い
く
か
が
重
要
だ
と

答
弁
が
あ
っ
た
が
、高
齢
者

の
外
出
支
援
や
社
会
参
加
、

認
知
症
予
防
と
い
っ
た
健
康

づ
く
り
へ
の
具
体
策
を
現
段

階
で
検
討
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、保
険
事
業
や
介
護
予

防
事
業
と「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ

の
」を
組
み
合
わ
せ
た
取
り

組
み
を
今
後
ど
の
よ
う
に
広

げ
て
い
く
考
え
な
の
か
伺
う
。

③
現
在
利
用
し
て
い
な
い
町

民
に
も
、介
護
予
防
等
の
観
点

か
ら
利
用
を
促
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

④「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ
の
」を
単

な
る
移
動
手
段
に
と
ど
め
ず
、

町
民
の
暮
ら
し
や
健
康
、社

会
参
加
を
支
え
る
仕
組
み
と

し
て
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、

町
と
し
て
大
切
に
す
べ
き
視

点
は
何
だ
と
考
え
て
い
る
か
。

①
町
で
は「
日
野
町

地
域
公
共
交
通
計

画
」を
策
定
し
て
、若
い
人
も

高
齢
者
も
、親
子
連
れ
も
来

訪
者
も
、だ
れ
も
が
利
用
し

や
す
い
公
共
交
通
を
み
ん
な

が
利
用
し
て
い
る
ま
ち
・
日

野
町
を
将
来
像
と
掲
げ
、利

便
性
の
向
上
に
必
要
な
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ
の
」が
あ

り
、高
齢
者
の
外
出
機
会
の

創
出
に
よ
る
健
康
維
持
、ま

た
免
許
返
納
後
の
移
動
、介

護
予
防
事
業
や
生
涯
学
習
事

業
な
ど
と
の
さ
ら
な
る
連
携

を
図
り
、人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
つ
く
る
な
ど
、移
動

を
通
じ
た
多
面
的
な
効
果
を

生
み
出
す
役
割
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

②
県
、運
行
業
者
、関
係
課
等

で
構
成
す
る「
チ
ョ
イ
ソ
コ

ひ
の
」ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
で
協
議
し
て
い
る
。今
年

度
は
生
涯
学
習
課
と
連
携
し

て
、公
民
館
の
ス
マ
ホ
教
室

の
際
に
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ
の
」を
予

約
す
る
事
業
を
行
っ
た
。今

後
も
効
果
的
な
事
業
が
開
催

で
き
る
よ
う
、引
き
続
き
関

係
課
等
と
横
断
的
に
検
討
を

進
め
て
い
く
。

③
長
寿
福
祉
課
の
窓
口
や
出

前
講
座
で
も
紹
介
し
て
い
る

が
、民
生
委
員
児
童
委
員
や

社
会
福
祉
協
議
会
と
も
連
携

し
て
、高
齢
者
を
は
じ
め
移

動
ニ
ー
ズ
の
あ
る
方
に
進
め

て
い
く
素
地
を
今
以
上
に
作

っ
て
い
く
事
が
利
用
促
進
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。

④
総
合
計
画
や
地
域
交
通
計

画
に
掲
げ
る
大
切
な
移
動
手

段
で
あ
り
、人
と
人
の
つ
な

が
り
を
つ
く
る
ツ
ー
ル
と
考

え
て
い
る
。

総
合
計
画
の
実
現
の
為
に
も
職
員
が
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
は
重
要
で
は
な
い
か

①
行
政
の
仕
事
は
住

民
福
祉
の
向
上
の
た

め
に
住
民
福
祉
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
し
て

い
く
事
で
あ
り
、そ
の
際
の

判
断
や
方
向
性
を
基
準
と
し

て
第
6
次
日
野
町
総
合
計
画

が
あ
る
も
の
と
理
解
し
て
い

る
。そ
の
う
え
で
、職
員
一
人

ひ
と
り
が
住
民
目
線
に
立
っ

て
業
務
に
取
り
組
み
、自
ら
の

仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
ら

れ
る
こ
と
も
重
要
だ
と
思
う

が
町
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

②
総
合
計
画
を
現
場
で
具
体

化
し
て
い
く
仕
事
は
、単
に

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
と

ど
ま
ら
ず
、そ
の
過
程
で
、職

員
が
専
門
的
な
知
識
を
蓄
積

し
た
り
、住
民
の
皆
さ
ん
と

の
信
頼
関
係
を
築
い
た
り
し

て
い
く
こ
と
も
、住
民
福
祉

の
向
上
や
総
合
計
画
の
達
成

に
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
と

思
う
が
職
場
と
し
て
は「
仕

事
の
価
値
」と
し
て
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
伺
い

た
い
。

①
職
員
が
町
の
課
題

解
決
や
そ
の
た
め
の

政
策
立
案
を
通
じ
て
、自
分

の
仕
事
が
ま
ち
づ
く
り
の
一

助
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
、や
り
が
い
を
持
つ
こ

と
も
大
切
で
あ
り
、そ
う
い

っ
た
や
り
が
い
が
総
合
計
画

に
掲
げ
る
将
来
像
に
向
け
た

推
進
力
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

②
業
務
の
積
み
重
ね
に
よ
っ

て
生
ま
れ
る
知
識
や
住
民
の

皆
さ
ん
と
の
関
係
構
築
と
い

っ
た
点
も
、総
合
計
画
の
達

成
に
向
け
た
大
切
な
プ
ロ
セ

ス
と
し
て
価
値
が
あ
る
も
の

で
あ
り
、併
せ
て
、職
員
自
ら

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
成
長
の

機
会
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

指
標
に
す
る
こ
と
は
難
し
い

が
本
人
の
目
標
と
達
成
の
振

り
返
り
に
よ
っ
て
プ
ロ
セ

ス
・
積
み
重
ね
の
努
力
も
評

価
・
共
有
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ひ
の
」

関
連
ペ
ー
ジ
▼ 職

員
の
や
り
が
い
が
総
合
計
画
に
掲
げ
る
将
来
像
に
向
け
た

推
進
力
に
な
る
と
考
え
て
い
る
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県
内
の
ク
マ
出
没
状
況
と
日
野
町
の
現
状・対
策
を
伺
う

　
ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定

税
率（
25
・
１
円
／

ℓ
）は
２
０
２
５
年
12
月
31

日
で
廃
止
さ
れ
、軽
油
の
暫

定
税
率（
17
・
１
円
／
ℓ
）も

26
年
４
月
１
日
で
廃
止
さ
れ

ま
す
。こ
れ
に
よ
り
日
野
町

な
ど
１
人
１
台
の
車
所
有
が

当
た
り
前
の
地
域
で
は
、世

帯
あ
た
り
年
間
数
万
円
の
負

担
軽
減
に
な
る
と
試
算
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
一
方
、暫
定
税
率
に
は
地

方
揮
発
油
税
の
上
乗
せ
分
が

含
ま
れ
、そ
れ
が
地
方
揮
発

油
譲
与
税
と
し
て
市
町
村
に

配
分
さ
れ
て
お
り
、暫
定
税

率
廃
止
で
こ
の
上
乗
せ
が
な

く
な
る
こ
と
か
ら
、地
方
全

体
で
年
間
約
５
千
億
円
、日

野
町
だ
と
年
間
１
，６
０
０

～
２
，７
０
０
万
円
規
模
の

減
収
と
な
る
可
能
性
が
高
く
、

も
し
国
が
恒
久
財
源
で
完
全

補
填
し
な
い
場
合
は
、道
路

舗
装
修
繕
や
除
草
・
側
溝
清

掃
な
ど
の
維
持
費
に
じ
わ
じ

わ
効
い
て
く
る
と
い
う
心
配

が
あ
り
ま
す
。道
路
整
備
や

草
刈
り
、橋
梁
長
寿
命
化
等

へ
の
影
響
を
伺
い
ま
す
。

　

ご
指
摘
通
り
直
接

影
響
を
受
け
る
の
が

地
方
揮
発
油
譲
与
税
の
減
額

で
あ
る
。
令
和
６
年
度
決
算

で
は
１
，
９
４
５
万
４
千
円

を
収
入
し
て
い
る
が
暫
定
税

率
廃
止
で
３
０
０
万
円
の
減

収
が
見
込
ま
れ
る
。
国
や
県

　
滋
賀
県
に
は
約
７

０
０
頭
の
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
が
生
息
し
て
い
る
と
推

定
さ
れ
て
お
り
、
里
山
や
住

宅
地
へ
の
出
没
も
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
８

月
末
時
点
で
県
内
の
目
撃
件

数
は
61
件
で
、
近
年
は
人
里

近
く
で
の
出
没
が
多
い
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。
長
浜
市

で
は
住
宅
敷
地
内
で
女
性
が

ク
マ
に
腕
を
噛
ま
れ
重
傷
を

負
う
人
的
被
害
も
起
き
て
お

り
、
県
全
体
の
令
和
７
年
通

年
の
最
終
件
数
は
、
以
前
と

比
べ
て
も
高
水
準
に
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
現
時
点
で

の
日
野
町
内
に
お
け
る
ク
マ

の
出
没
状
況
、
確
認
さ
れ
た

場
合
の
対
応
や
対
策
に
つ
い

て
、
緊
急
銃
猟
で
の
猟
友
会

な
ど
と
の
協
定
、
費
用
負
担

等
を
伺
い
ま
す
。

　

町
で
は
12
月
11
日

現
在
、
明
確
な
ク
マ

目
撃
情
報
は
確
認
で
き
て
い

な
い
が
、
情
報
提
供
が
あ
っ

た
場
合
は
職
員
が
姿
や
痕
跡

の
確
認
を
行
い
、
町
長
ら
に

よ
る
庁
内
対
策
会
議
、
県
、

警
察
と
の
情
報
共
有
を
行
う

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
住
民

へ
の
情
報
提
供
は
日
野
め
～

る
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
、
避
難
が
必
要
な
場
合
は

こ
れ
以
外
に
も
広
報
車
や
警

察
、
消
防
団
に
よ
る
周
知
を

行
う
。
ク
マ
出
没
抑
制
策
と

し
て
は
、
集
落
に
近
い
里
山

の
間
伐
や
下
刈
り
、
不
要
果

樹
伐
採
等
が
効
果
的
で
あ

る
。
児
童
生
徒
へ
の
対
応
で

は
11
月
５
日
付
の
滋
賀
県
教

育
委
員
会
事
務
局
保
健
体
育

課
長
か
ら
「
ク
マ
の
出
没
に

対
す
る
学
校
及
び
登
下
校
の

安
全
確
保
に
つ
い
て
」
の
通

知
を
受
け
、
各
校
長
、
園
長

に
「
ク
マ
の
出
没
に
対
す
る

対
応
に
つ
い
て
」
の
通
知
を

発
出
す
る
と
と
も
に
、
町
内

の
小
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保

育
園
、
こ
ど
も
園
の
保
護
者

に
対
し
、
県
か
ら
提
供
の
あ

っ
た
「
ク
マ
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
保
護
者
連
絡
用
ア
プ

リ
「
す
ぐ
ー
る
」
に
て
送
信

し
注
意
喚
起
を
図
っ
た
。
ま

た
園
児
、
児
童
、
生
徒
に
対

し
て
も
ク
マ
と
の
遭
遇
予

防
、
遭
遇
時
の
身
の
守
り
方

等
の
指
導
を
び
了
承
を
得
て

い
る
が
、
費
用
負
担
に
つ
い

て
は
議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

町
内
で
の
確
認
情
報
は
な
い
が
情
報
共
有
な
ど
対
策
を
徹
底
す
る

ガソリン等暫定税率廃止。暮らしと町行政への影響は？

暮らしにはプラスだが税収減の影響は注視が必要
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ガガソソリリンン、、軽軽油油暫暫定定税税率率廃廃止止にによよるる日日野野町町のの影影響響予予想想  
 
RR66 決決算算資資料料かからら  
⚫ 地地方方揮揮発発油油譲譲与与税税  1199,,445544 千千円円  
 
日日野野町町のの減減収収見見込込みみ額額  暫暫定定税税率率分分のの割割合合（（00..88//55..22））をを適適用用  
→→00..115544((1155..44%%))  

地地方方揮揮発発油油譲譲与与税税のの減減収収  ==    22,,999966 千千円円（（約約 330000 万万円円//年年））（（最最低低ラライインン））  
約 300 万円／年  

 
これは決算上に明記の“町に直接入る暫定部分“のみ。実際には以下も暫定税率由来で影響を受ける 
① 国国補補助助のの道道路路財財源源（（防防災災・・安安全全交交付付金金等等））  

国庫支出金は、「財務書類 4 表」によれば 
→ 国庫支出金：1,679,214 千円（= 16 億 7,921 万円） 
この中には道路整備系補助金が潜在しているが、内訳が分解されていない。一般的には 道路補助金
の 10〜20％が暫定税率由来財源と言われる 
仮に道路補助金を年間 1 億円前後と仮置きすると、その暫定部分は約 10〜20％で 
→→  11,,000000 万万〜〜22,,000000 万万円円  のの減減収収相相当当 
 

②  町町のの道道路路維維持持費費（（工工事事負負担担金金））のの増増加加 
国・県側の減収は、補助率低下・町負担金の増加という形で跳ね返る。日野町の「維持補修費」は R6
財政指標より 7,612 万円。このうち道路関連は半分（約 4,000 万円）とすると、補助率が 1 割下が
るだけで 
→→  440000 万万円円のの町町負負担担増増  がが発発生生  

 
総総合合すするるとと、、日日野野町町のの““事事実実上上のの減減収収・・負負担担増増””はは？？  
道路系の財源を総合すると以下の通り 
 
財財源源項項目目        町町のの減減収収規規模模  
地方揮発油譲与税（暫定分）  約 300 万円 
国の道路補助金（暫定税率由来分） 約 1,000〜2,000 万円 
町負担増（補助率低下）   約 300〜400 万円 
 

▼▼合合計計（（推推計計レレンンジジ））  
約約 11,,660000 万万〜〜22,,770000 万万円円／／年年  

クマは販売されている煙硝鉄砲
や、爆竹などの音を怖がると言
われています

の
収
入
も
大
幅
減
収
と
な
る

こ
と
か
ら
国
庫
・
県
支
出
金

へ
の
影
響
が
考
後
の
影
響
を

注
視
し
て
い
く
。

▲一般質問で
使用した資料
が見られます

一 質般 問

　
一
般
質
問
で
文
化

財
の
保
護
振
興
に
つ

い
て
問
う
の
は
９
回
目
と
な

る
が
、当
町
に
お
け
る
官
民

協
働
で
の
文
化
財
発
掘
、文

化
の
継
承
、そ
の
担
い
手
育

成
等
の
取
り
組
み
は
称
賛
に

値
す
る
と
感
じ
る
。し
か
し

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、

生
活
様
式
の
変
化
な
ど
は
、

今
後
の
取
り
組
み
へ
の
不
安

要
素
で
あ
る
こ
と
か
ら
次
の

点
を
質
問
、提
案
す
る
。

①
行
政
が
関
与
す
る
文
化
財

（
91
件
）の
管
理
体
制
を
伺
う
。

ま
た
国
指
定
重
要
文
化
財
で

あ
る
正
明
寺
本
堂
・
檜ひ

わ
だ
ぶ
き

皮
葺

大
屋
根
改
修
を
は
じ
め
と

し
た
文
化
財
保
護
修
繕
等

の
補
助
金
に
つ
い
て
、現
在

５
０
０
万
円
と
す
る
要
綱
上

限
を
ひ
き
あ
げ
ら
れ
な
い
か
。

②
令
和
４
～
５
年
に
開
催
さ

れ
た
各
地
区
で
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
は
、景
観
や
小
動

物
等
ま
で
を
も
文
化
財
と
認

識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。こ
れ
ら
の
保
全
に
各

課
横
断
的
な
取
り
組
み
は
し

て
い
る
か
。

③
小
中
学
校
で
の「
日
野
の

文
化
」教
育
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。次
世
代
に
向
け
た

文
化
継
承
の
担
い
手
と
し
て

の
自
覚
形
成
は
行
わ
れ
て
い

る
か
。ま
た
教
員
へ
の
研
修

や
指
導
体
制
は
ど
う
か
。

④
当
町
で
は
日
野
祭
囃
子
や

コ
ー
ラ
ス
、雅
楽
、絵
画
、写

真
等
、多
彩
な
文
化
活
動
が

根
付
い
て
お
り
、町
民
の
理

解
も
深
い
。町
外
へ
の
発
信

力
を
強
化
す
れ
ば
、文
化
芸

術
愛
好
家
に
向
け
た
移
住
定

住
促
進
の
一
助
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

⑤「
日
野
の
た
か
ら
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」受
講
者
の

状
況
、修
了
者
の
今
後
の
活

動
や
そ
の
支
援
体
制
を
伺
う
。

⑥
バ
ス
や
乗
り
合
い
タ
ク
シ

ー
に
よ
る
町
内
文
化
財
周
遊

コ
ー
ス
の
設
定
、多
賀
大
社

や
太
郎
坊
宮
拝
観
等
と
連
携

す
る
よ
う
な
、近
江
鉄
道
沿

線
自
治
体
間
の
協
力
推
進
、

寺
社
の
境
内
や
厨く

り
等
を
利
用

し
た
祭
囃
子
や
雅
楽
等
の
演

奏
会
、写
真
や
絵
画
展
等
の

開
催
等
、文
化
財
と
観
光
誘

致
の
連
携
を
図
れ
な
い
か
。

を
研
究
し
た
い
。

⑤
日
野
の
た
か
ら
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
へ
は
７
年

度（
全
８
回
）39
人
、の
べ

２
３
７
人
に
受
講
い
た
だ
い

た
。修
了
者
に
は
文
化
財
の

調
査
、事
業
の
企
画
や
運
営

等
で
活
躍
し
て
い
た
だ
く
予

定
で
、支
援
体
制
も
整
え
た

い
。

⑥
令
和
９
年
度
末
の
完
成
を

目
指
し
、日
野
の
歴
史
文
化

発
信
の
総
合
情
報
サ
イ
ト

「
日
野
の
た
か
ら
デ
ジ
タ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」の
制
作
を

進
め
て
い
る
。ま
た
令
和
９

年
度
に
は
Ｊ
Ｒ
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。役
場

各
課
、日
野
観
光
協
会
、近
江

鉄
道
や
J
R
等
の
交
通
事
業

者
等
と
連
携
し
て
公
共
交
通

を
活
用
し
た
文
化
財
周
遊
ル

ー
ト
を
考
案
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
寺
社
に
お
け
る
演
奏
会
、

展
示
会
開
催
は
ユ
ニ
ー
ク
ベ

ニ
ュ
ー
と
し
て
文
化
庁
で
も

推
奨
さ
れ
て
い
る
。観
光
客

は
も
と
よ
り
、町
民
が
文
化

財
に
触
れ
る
格
好
の
機
会
と

し
て
検
討
し
た
い
。

時代に合った文化財保護のあり方を問う

文化財保護への人材育成とその環境整備を進めたい
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な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

③
農
業
等
を
関
係
人
口
創
出

や
少
子
化
対
策
と
結
び
つ
け

た
施
策
に
つ
い
て
は
、
田
舎

暮
ら
し
や
農
あ
る
暮
ら
し
を

求
め
て
お
ら
れ
る
方
と
地
域

と
の
間
に
継
続
的
な
関
わ
り

を
生
み
出
す
有
効
な
手
段
に

な
り
得
る
と
考
え
ま
す
。
農

業
お
よ
び
農
地
保
全
活
動
は

生
産
活
動
で
あ
る
と
同
時
に

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成

す
る
基
盤
で
も
あ
り
、
今
後

ど
う
い
っ
た
施
策
が
有
効
か

研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
シ
ニ
ア
世
代
の
皆

さ
ん
の
経
験
と
知
恵

は
当
町
に
と
っ
て
大
き
な
財

産
で
す
。
一
方
で
、
時
代
の

変
化
と
と
も
に
民
間
企
業
や

各
種
団
体
に
属
し
な
が
ら
社

会
参
加
を
続
け
て
お
ら
れ
る

現
状
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

で
重
要
な
の
は
、
支
え
ら
れ

る
存
在
と
し
て
の
高
齢
者
像

で
は
な
く
「
支
え
手
」
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
こ
ら

れ
た
経
験
や
能
力
を
活
か

し
、
次
世
代
へ
知
識
・
技

能
・
価
値
観
を
伝
え
、
と
も

に
歩
む
こ
と
が
で
き
る
環
境

整
備
こ
そ
が
「
シ
ニ
ア
世
代

が
輝
け
る
町
」
だ
と
考
え
、

町
の
施
策
を
４
つ
の
観
点
か

ら
お
聞
き
し
ま
す
。

①
福
祉
部
門
で
は

「
出
番
」や「
役
割
」を

創
り
出
し
て
い
く
こ
と
を
意

識
し
、老
人
ク
ラ
ブ
や
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
を
含
め
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

②
地
域
共
生
部
門
で
は
社
会

福
祉
協
議
会
に
委
託
実
施
し

て
い
る「
地
域
づ
く
り
事
業
」

地
区
担
当
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配

置
を
含
め
て
、「
お
互
い
さ

ま
」の
関
係
性
を
築
く
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

③
学
校
教
育
の
現
場
で
は
、ふ

る
さ
と
絆
支
援
員
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
に
よ
る
地
域
学
校

協
働
活
動
の
展
開
。社
会
教
育

の
観
点
か
ら
は
各
地
区
公
民

館
活
動
な
ど
を
通
じ
た
取
り

組
み
の
中
で
社
会
参
加
の
機

会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

④
ま
ち
づ
く
り
部
門
で
は
自

治
会
の
こ
れ
か
ら
の
在
り
方

を
考
え
る
上
で
、シ
ニ
ア
世

代
の
経
験
や
知
恵
を
活
か
し

た
取
り
組
み
を
含
め
て
、活

躍
い
た
だ
け
る
機
会
を
積
極

的
に
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
土

台
を
担
っ
て
き
た
農

業
。
従
事
者
の
高
年
齢
化
や

担
い
手
不
足
が
進
む
中
、
草

刈
り
や
水
路
管
理
な
ど
基
盤

的
作
業
の
継
続
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
農
業

従
事
者
の
「
次
世
代
の
担
い

手
」
創
出
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

に
加
え
、非
農
家
や
会
社
員
、

子
育
て
世
代
も
含
め
た
「
支

え
手
」
を
増
や
す
仕
組
み
づ

く
り
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

伺
い
ま
す
。

①
農
業
が
果
た
し
て
き
た
役

割
と
重
要
性
、現
在
の
課
題

を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

②
非
農
家
や
働
く
世
代
で
も

参
加
し
や
す
い
登
録
制・マ
ッ

チ
ン
グ
型
の
保
全
活
動
の
仕

組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、今
後

検
討
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

③
農
業
お
よ
び
農
地
保
全
活

動
へ
の
参
画
を
、関
係
人
口
の

創
出
や
少
子
化
対
策・と
連
動

さ
せ
る
可
能
性
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

福
ふく
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日
野
町
の
農
業
と
非
農
家
の
役
割

農
業
＝
生
活
基
盤
を
意
識
し
、地
域
全
体
で
守
る
風
土
づ
く
り
を
進
め
ま
す

シニアが輝けるまち日野町のこれから
シニア世代の活躍の機会を積極的につくっていきます

　
現
状
を
踏
ま
え
て

①
食
料
提
供
と
い
う

基
本
的
な
役
割
に
加
え
、
地

域
経
済
の
基
盤
形
成
、
農
地

の
保
全
に
よ
る
防
災
機
能
、

景
観
や
文
化
の
維
持
な
ど
多

面
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
現

在
の
問
題
点
と
し
て
は
農
業

従
事
者
の
高
年
齢
化
等
に
よ

る
担
い
手
不
足
、
鳥
獣
被
害

や
農
地
の
健
全
な
維
持
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

②
か
つ
て
集
落
で
多
数
を
占

め
て
い
た
農
家
が
減
少
し
、

非
農
家
の
役
割
を
含
め
て
多

様
な
主
体
が
参
画
す
る
仕
組

み
づ
く
り
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
世
代
を
つ
な
ぐ
農
村
ま

る
ご
と
保
全
向
上
対
策
（
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
制

度
）
の
活
用
。
国
や
県
と
の

連
携
を
踏
ま
え
た
民
間
開
発

の
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
の
周

知
。
農
業
分
野
に
お
け
る
ス

ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
用
に
つ
い

て
の
研
究
を
含
め
て
多
面
的

①
指
定
文
化
財
は
大

雨
や
台
風
、地
震
等

発
生
直
後
に
点
検
し
て
い
る
。

修
繕
費
は
原
則
、所
有
者
の

負
担
で
あ
る
が
国
、県
、町
の

補
助
が
つ
く
事
業
も
あ
る
。

町
要
綱
は
法
的
拘
束
力
を
持

た
な
い
こ
と
か
ら
、状
況
を

見
な
が
ら
の
補
助
上
限
変
更

も
否
定
し
な
い
。

②
河
川
へ
の
魚
道
設
置
、町

道
西
大
路
鎌
掛
線
改
良
工
事

で
の
法
面
へ
の
植
生
工
法
採

用
等
、生
態
系
保
全
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

③
小
中
学
校
で
は「
ふ
る
さ

と
日
野
学
習
」を
実
施
し
、学

校
、保
護
者
、地
域
、行
政
が

連
携
し
て
自
然
、歴
史
、産
業
、

伝
統
文
化
へ
の
学
び
を
深
め
、

小
６
生
で
は
地
域
課
題
を
見

つ
け「
た
か
ら
」を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
提
案
を
行
っ
て

い
る
。教
員
へ
は
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
迎
え
た
現

地
研
修
の
他
、隔
年
で
新
任

者
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

④
町
外
へ
の
発
信
力
強
化
は
、

ご
指
摘
通
り
交
流
人
口
拡
大
、

移
住
定
住
促
進
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。周
知
、発
信
方
法

三
日
月
知
事
、
堀
江
町
長
、
安
田
教
育
長
に
文
化
財
修
繕
等
の
早
期
着

手
、
補
助
支
援
等
に
向
け
た
要
望
書
を
関
係
者
と
と
も
に
提
出
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲シニアライフ総研®独自の６つのカテゴライズ
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一 質般 問

人
口
減
少
率
は
県
内
で
も
高

く
、
出
生
数
も
減
少
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
問
題

に
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
に

基
づ
掲
げ
時
代
の
変
化
に
対

応
し
、
人
口
減
少
カ
ー
ブ
の

緩
和
に
努
め
つ
つ
、
次
世
代

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

日
野
町
の
教
育

「
知
・
徳
・
体
」
16

年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
今
年
制

定
さ
れ
た
「
ひ
の
っ
こ
宣

言
」
も
含
め
て
、
教
育
関
係

者
だ
け
で
は
な
く
各
分
野
に

お
い
て
横
断
的
、
重
層
的
に

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
成

果
が
出
て
い
る
。
一
方
で
本

質
的
な
学
び
を
阻
害
し
て
い

る
要
素
が
ス
マ
ホ
や
S
N
S

を
含
め
た
現
代
社
会
の
ツ
ー

ル
や
シ
ス
テ
ム
の
中
に
あ
る

と
考
え
ま
す
。
直
近
で
は
、

愛
知
県
豊
明
市
で
「
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
の
適
正
使
用
の

推
進
に
関
す
る
条
例
」
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
現
在
の
当
町
の

現
状
を
伺
い
ま
す
。

①
ス
マ
ホ
・
S
N
S
の
利
点

と
欠
点
を
ど
う
認
識
し
て

る
か
。

②
町
内
に
お
い
て
子
ど
も
を

取
り
巻
く
ス
マ
ホ
・
S
N
S

の
問
題
と
現
状
。
そ
の
検

証
・
分
析
を
行
っ
て
い
る

か
。

③
教
育
行
政
が
把
握
、
対
策

で
き
る
範
囲
と
保
護
者
の
監

督
責
任
を
ど
う
考
え
る
か
。

④
関
係
条
例
を
制
定
す
る
必

要
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。　

現
状
を
踏
ま
え
て

①
利
点
と
し
て
は
、

知
り
た
い
情
報
が
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
端
末
を
通
じ
て
容

易
に
得
れ
る
こ
と
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
範

囲
が
大
き
く
広
が
る
こ
と
で

す
。
欠
点
と
し
て
大
き
く
は

健
康
へ
の
影
響
（
睡
眠
不

足
・
依
存
症
・
集
中
力
低
下

な
ど
）
や
リ
ア
ル
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
希
薄
化
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

②
ス
マ
ホ
・
S
N
S
等
が
関

係
し
た
誹
謗
・
中
傷
な
ど
の

事
例
、
依
存
に
よ
る
睡
眠
不

足
が
原
因
の
集
中
力
低
下
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。現
在
、

生
活
ア
ン
ケ
組
み
を
粘
り
強

く
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

④
大
変
重
要
な
事
柄
で
あ
る

と
考
え
ま
す
が
、機
器
を
使

用
す
る
権
利
や
他
市
町
村
の

事
例
も
踏
ま
え
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　
第
６
次
日
野
町
総

合
計
画
基
本
計
画
の

中
で
前
期
基
本
計
画
5
年
間

の
最
終
年
度
と
な
る
令
和
7

年
度
。
令
和
8
年
度
か
ら
は

新
た
な
計
画
で
5
年
先
の
令

和
12
年
（
2
0
3
0
年
）
を

目
指
し
ま
す
。「
人
口
減
少

社
会
」
を
認
識
し
た
中
で
、

減
少
カ
ー
ブ
を
緩
や
か
に
維

持
す
る
た
め
、
で
き
る
限
り

の
対
策
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
今
回
は
結
婚
・

出
産
支
援
、
男
女
の
出
会
い

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
必
要
性
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

①
こ
の
5
年
間
の
当
町
の
出

生
率
（
出
生
数
）
の
現
状
と

課
題
を
ど
う
認
識
し
て
い
る

か
。

②
現
在
、
町
が
取
り
組
ん
で

い
る
結
婚
支
援
・
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
内
容
と
そ
の

効
果
は
ど
う
か
。

③
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

全
般
に
お
い
て
、
少
子
化
対

策
の
優
先
順
位
と
緊
急
性
を

福
ふく
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少
子
化
対
策
、令
和
８
年
か
ら
先
を
見
据
え
て

現
政
策
を
踏
ま
え
、出
会
い
の
場
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す

スマホ・SNSと教育
適正使用に向け、連携した取り組みを進めます

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

か
。

①
当
町
の
出
生
数
の

推
移
を
見
て
み
る
と

令
和
２
年
が
１
４
２
人
、
令

和
６
年
は
１
０
４
人
と
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
若
年
層

の
町
外
流
出
や
未
婚
率
の
高

さ
が
少
子
化
に
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。

②
現
在
、
町
が
取
り
組
む
結

婚
支
援
・
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

の
内
容
は
地
域
住
民
が
主
体

と
な
り
実
施
す
る
婚
活
事
業

へ
の
補
助
や
結
婚
新
生
活
支

援
補
助
、
滋
賀
県
が
設
置
し

た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
「
し

が
結
（
し
が
ゆ
い
）
」
へ
の

登
録
料
の
一
部
補
助
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
男
女
の
交
流
の
促
進
お
よ

び
町
内
定
住
へ
の
動
き
が
少

し
ず
つ
進
ん
で
い
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

③
町
の
こ
れ
か
ら
に
お
い
て

最
も
重
要
で
緊
急
性
の
高
い

課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一 質般 問

　
一
般
質
問
で
文
化

財
の
保
護
振
興
に
つ

い
て
問
う
の
は
９
回
目
と
な

る
が
、当
町
に
お
け
る
官
民

協
働
で
の
文
化
財
発
掘
、文

化
の
継
承
、そ
の
担
い
手
育

成
等
の
取
り
組
み
は
称
賛
に

値
す
る
と
感
じ
る
。し
か
し

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、

生
活
様
式
の
変
化
な
ど
は
、

今
後
の
取
り
組
み
へ
の
不
安

要
素
で
あ
る
こ
と
か
ら
次
の

点
を
質
問
、提
案
す
る
。

①
行
政
が
関
与
す
る
文
化
財

（
91
件
）の
管
理
体
制
を
伺
う
。

ま
た
国
指
定
重
要
文
化
財
で

あ
る
正
明
寺
本
堂
・
檜ひ

わ
だ
ぶ
き

皮
葺

大
屋
根
改
修
を
は
じ
め
と

し
た
文
化
財
保
護
修
繕
等

の
補
助
金
に
つ
い
て
、現
在

５
０
０
万
円
と
す
る
要
綱
上

限
を
ひ
き
あ
げ
ら
れ
な
い
か
。

②
令
和
４
～
５
年
に
開
催
さ

れ
た
各
地
区
で
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
は
、景
観
や
小
動

物
等
ま
で
を
も
文
化
財
と
認

識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。こ
れ
ら
の
保
全
に
各

課
横
断
的
な
取
り
組
み
は
し

て
い
る
か
。

③
小
中
学
校
で
の「
日
野
の

文
化
」教
育
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。次
世
代
に
向
け
た

文
化
継
承
の
担
い
手
と
し
て

の
自
覚
形
成
は
行
わ
れ
て
い

る
か
。ま
た
教
員
へ
の
研
修

や
指
導
体
制
は
ど
う
か
。

④
当
町
で
は
日
野
祭
囃
子
や

コ
ー
ラ
ス
、雅
楽
、絵
画
、写

真
等
、多
彩
な
文
化
活
動
が

根
付
い
て
お
り
、町
民
の
理

解
も
深
い
。町
外
へ
の
発
信

力
を
強
化
す
れ
ば
、文
化
芸

術
愛
好
家
に
向
け
た
移
住
定

住
促
進
の
一
助
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

⑤「
日
野
の
た
か
ら
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」受
講
者
の

状
況
、修
了
者
の
今
後
の
活

動
や
そ
の
支
援
体
制
を
伺
う
。

⑥
バ
ス
や
乗
り
合
い
タ
ク
シ

ー
に
よ
る
町
内
文
化
財
周
遊

コ
ー
ス
の
設
定
、多
賀
大
社

や
太
郎
坊
宮
拝
観
等
と
連
携

す
る
よ
う
な
、近
江
鉄
道
沿

線
自
治
体
間
の
協
力
推
進
、

寺
社
の
境
内
や
厨く

り
等
を
利
用

し
た
祭
囃
子
や
雅
楽
等
の
演

奏
会
、写
真
や
絵
画
展
等
の

開
催
等
、文
化
財
と
観
光
誘

致
の
連
携
を
図
れ
な
い
か
。

を
研
究
し
た
い
。

⑤
日
野
の
た
か
ら
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
へ
は
７
年

度（
全
８
回
）39
人
、の
べ

２
３
７
人
に
受
講
い
た
だ
い

た
。修
了
者
に
は
文
化
財
の

調
査
、事
業
の
企
画
や
運
営

等
で
活
躍
し
て
い
た
だ
く
予

定
で
、支
援
体
制
も
整
え
た

い
。

⑥
令
和
９
年
度
末
の
完
成
を

目
指
し
、日
野
の
歴
史
文
化

発
信
の
総
合
情
報
サ
イ
ト

「
日
野
の
た
か
ら
デ
ジ
タ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」の
制
作
を

進
め
て
い
る
。ま
た
令
和
９

年
度
に
は
Ｊ
Ｒ
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。役
場

各
課
、日
野
観
光
協
会
、近
江

鉄
道
や
J
R
等
の
交
通
事
業

者
等
と
連
携
し
て
公
共
交
通

を
活
用
し
た
文
化
財
周
遊
ル

ー
ト
を
考
案
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
寺
社
に
お
け
る
演
奏
会
、

展
示
会
開
催
は
ユ
ニ
ー
ク
ベ

ニ
ュ
ー
と
し
て
文
化
庁
で
も

推
奨
さ
れ
て
い
る
。観
光
客

は
も
と
よ
り
、町
民
が
文
化

財
に
触
れ
る
格
好
の
機
会
と

し
て
検
討
し
た
い
。

時代に合った文化財保護のあり方を問う

文化財保護への人材育成とその環境整備を進めたい

後
ご

藤
とう

 勇
ゆう

樹
き

 議員

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

③
農
業
等
を
関
係
人
口
創
出

や
少
子
化
対
策
と
結
び
つ
け

た
施
策
に
つ
い
て
は
、
田
舎

暮
ら
し
や
農
あ
る
暮
ら
し
を

求
め
て
お
ら
れ
る
方
と
地
域

と
の
間
に
継
続
的
な
関
わ
り

を
生
み
出
す
有
効
な
手
段
に

な
り
得
る
と
考
え
ま
す
。
農

業
お
よ
び
農
地
保
全
活
動
は

生
産
活
動
で
あ
る
と
同
時
に

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成

す
る
基
盤
で
も
あ
り
、
今
後

ど
う
い
っ
た
施
策
が
有
効
か

研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
シ
ニ
ア
世
代
の
皆

さ
ん
の
経
験
と
知
恵

は
当
町
に
と
っ
て
大
き
な
財

産
で
す
。
一
方
で
、
時
代
の

変
化
と
と
も
に
民
間
企
業
や

各
種
団
体
に
属
し
な
が
ら
社

会
参
加
を
続
け
て
お
ら
れ
る

現
状
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

で
重
要
な
の
は
、
支
え
ら
れ

る
存
在
と
し
て
の
高
齢
者
像

で
は
な
く
「
支
え
手
」
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
こ
ら

れ
た
経
験
や
能
力
を
活
か

し
、
次
世
代
へ
知
識
・
技

能
・
価
値
観
を
伝
え
、
と
も

に
歩
む
こ
と
が
で
き
る
環
境

整
備
こ
そ
が
「
シ
ニ
ア
世
代

が
輝
け
る
町
」
だ
と
考
え
、

町
の
施
策
を
４
つ
の
観
点
か

ら
お
聞
き
し
ま
す
。

①
福
祉
部
門
で
は

「
出
番
」や「
役
割
」を

創
り
出
し
て
い
く
こ
と
を
意

識
し
、老
人
ク
ラ
ブ
や
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
を
含
め
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

②
地
域
共
生
部
門
で
は
社
会

福
祉
協
議
会
に
委
託
実
施
し

て
い
る「
地
域
づ
く
り
事
業
」

地
区
担
当
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配

置
を
含
め
て
、「
お
互
い
さ

ま
」の
関
係
性
を
築
く
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

③
学
校
教
育
の
現
場
で
は
、ふ

る
さ
と
絆
支
援
員
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
に
よ
る
地
域
学
校

協
働
活
動
の
展
開
。社
会
教
育

の
観
点
か
ら
は
各
地
区
公
民

館
活
動
な
ど
を
通
じ
た
取
り

組
み
の
中
で
社
会
参
加
の
機

会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

④
ま
ち
づ
く
り
部
門
で
は
自

治
会
の
こ
れ
か
ら
の
在
り
方

を
考
え
る
上
で
、シ
ニ
ア
世

代
の
経
験
や
知
恵
を
活
か
し

た
取
り
組
み
を
含
め
て
、活

躍
い
た
だ
け
る
機
会
を
積
極

的
に
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
土

台
を
担
っ
て
き
た
農

業
。
従
事
者
の
高
年
齢
化
や

担
い
手
不
足
が
進
む
中
、
草

刈
り
や
水
路
管
理
な
ど
基
盤

的
作
業
の
継
続
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
農
業

従
事
者
の
「
次
世
代
の
担
い

手
」
創
出
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

に
加
え
、非
農
家
や
会
社
員
、

子
育
て
世
代
も
含
め
た
「
支

え
手
」
を
増
や
す
仕
組
み
づ

く
り
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

伺
い
ま
す
。

①
農
業
が
果
た
し
て
き
た
役

割
と
重
要
性
、現
在
の
課
題

を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

②
非
農
家
や
働
く
世
代
で
も

参
加
し
や
す
い
登
録
制・マ
ッ

チ
ン
グ
型
の
保
全
活
動
の
仕

組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、今
後

検
討
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

③
農
業
お
よ
び
農
地
保
全
活

動
へ
の
参
画
を
、関
係
人
口
の

創
出
や
少
子
化
対
策・と
連
動

さ
せ
る
可
能
性
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

福
ふく

永
なが

 晃
あき

仁
ひと

 議員

日
野
町
の
農
業
と
非
農
家
の
役
割

農
業
＝
生
活
基
盤
を
意
識
し
、地
域
全
体
で
守
る
風
土
づ
く
り
を
進
め
ま
す

シニアが輝けるまち日野町のこれから
シニア世代の活躍の機会を積極的につくっていきます

　
現
状
を
踏
ま
え
て

①
食
料
提
供
と
い
う

基
本
的
な
役
割
に
加
え
、
地

域
経
済
の
基
盤
形
成
、
農
地

の
保
全
に
よ
る
防
災
機
能
、

景
観
や
文
化
の
維
持
な
ど
多

面
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
現

在
の
問
題
点
と
し
て
は
農
業

従
事
者
の
高
年
齢
化
等
に
よ

る
担
い
手
不
足
、
鳥
獣
被
害

や
農
地
の
健
全
な
維
持
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

②
か
つ
て
集
落
で
多
数
を
占

め
て
い
た
農
家
が
減
少
し
、

非
農
家
の
役
割
を
含
め
て
多

様
な
主
体
が
参
画
す
る
仕
組

み
づ
く
り
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
世
代
を
つ
な
ぐ
農
村
ま

る
ご
と
保
全
向
上
対
策
（
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
制

度
）
の
活
用
。
国
や
県
と
の

連
携
を
踏
ま
え
た
民
間
開
発

の
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
の
周

知
。
農
業
分
野
に
お
け
る
ス

ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
用
に
つ
い

て
の
研
究
を
含
め
て
多
面
的

①
指
定
文
化
財
は
大

雨
や
台
風
、地
震
等

発
生
直
後
に
点
検
し
て
い
る
。

修
繕
費
は
原
則
、所
有
者
の

負
担
で
あ
る
が
国
、県
、町
の

補
助
が
つ
く
事
業
も
あ
る
。

町
要
綱
は
法
的
拘
束
力
を
持

た
な
い
こ
と
か
ら
、状
況
を

見
な
が
ら
の
補
助
上
限
変
更

も
否
定
し
な
い
。

②
河
川
へ
の
魚
道
設
置
、町

道
西
大
路
鎌
掛
線
改
良
工
事

で
の
法
面
へ
の
植
生
工
法
採

用
等
、生
態
系
保
全
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

③
小
中
学
校
で
は「
ふ
る
さ

と
日
野
学
習
」を
実
施
し
、学

校
、保
護
者
、地
域
、行
政
が

連
携
し
て
自
然
、歴
史
、産
業
、

伝
統
文
化
へ
の
学
び
を
深
め
、

小
６
生
で
は
地
域
課
題
を
見

つ
け「
た
か
ら
」を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
提
案
を
行
っ
て

い
る
。教
員
へ
は
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
迎
え
た
現

地
研
修
の
他
、隔
年
で
新
任

者
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

④
町
外
へ
の
発
信
力
強
化
は
、

ご
指
摘
通
り
交
流
人
口
拡
大
、

移
住
定
住
促
進
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。周
知
、発
信
方
法

三
日
月
知
事
、
堀
江
町
長
、
安
田
教
育
長
に
文
化
財
修
繕
等
の
早
期
着

手
、
補
助
支
援
等
に
向
け
た
要
望
書
を
関
係
者
と
と
も
に
提
出
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲シニアライフ総研®独自の６つのカテゴライズ
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日
野
町
の
農
村
地

域
の
現
状
を
、い
ま
、

改
め
て
見
る
と
、
生
産
者
米

価
が
大
幅
に
値
上
が
り
し
、

よ
う
や
く
農
業
者
が
報
わ
れ

た
と
、
一
時
（
い
っ
と
き
）

の
安
堵
感
に
包
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
一
方
で
、
農
業
者
の

構
成
な
ど
を
見
て
み
る
と
、

離
農
は
後
を
絶
た
ず
、
農
家

は
減
る
一
方
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
昔
か
ら
日

本
の
農
村
地
域
は
田
ん
ぼ
に

囲
ま
れ
て
生
活
し
、
農
業
と

と
も
に
人
間
関
係
を
構
築
し

て
き
ま
し
た
。
農
業
は
単
に

ひ
と
つ
の
生
業
（
な
り
わ

い
）
で
は
な
く
、
地
域
の
祭

り
や
行
事
な
ど
と
密
接
に
関

連
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
町
の
農
業
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
の
考

え
、
な
ら
び
に
町
が
ど
の
よ

う
な
対
策
を
し
て
、
農
業
と

密
接
に
関
係
す
る
地
域
を
ど

の
よ
う
に
持
続
さ
せ
よ
う
と

考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
を
伺

い
ま
す
。

①
令
和
７
年
の
農
林
業
セ
ン

サ
ス
の
調
査
で
の
農
家
数
、

農
業
者
の
平
均
年
齢
、
農
業

者
一
人
あ
た
り
の
耕
作
面
積

を
伺
い
ま
す
。

②
同
様
に
集
落
営
農
組
織
の

組
織
数
、
構
成
員
の
平
均
年

齢
を
伺
い
ま
す
。

③
仮
に
活
力
を
失
っ
た
時
に

地
域
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に

町
は
ど
の
よ
う
な
施
策
を
実

施
し
て
も
ら
え
る
の
か
伺
い

ま
す
。

①
令
和
７
年
度
調
査

に
つ
き
、
概
算
値
と

な
り
ま
す
が
、
農
家
数
は

５
７
７
者
、
平
均
年
齢
は

71
・
８
歳
、
農
業
者
一
人
当

た
り
の
耕
作
面
積
は
２
・
４

h
a
で
し
た
。

②
集
落
営
農
組
織
は
調
査
上

整
理
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

農
事
組
合
法
人
は
令
和
７
年

度
の
概
数
値
で
11
団
体
。
構

成
員
の
平
均
年
齢
も
調
査
項

目
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
町
の
独
自
調
査
で
は

69
・
５
歳
で
し
た
。

③
農
業
は
地
域
の
文
化
や
自

治
会
活
動
と
も
密
接
に
関
わ

る
重
要
な
基
盤
で
す
が
、
農

町の農業の現状と課題、対策、地域づくりについて

西
にし

澤
ざわ

 正
まさ

治
はる

 議員

村
集
落
に
お
け
る
人
口
減
少

や
高
齢
化
に
よ
る
人
材
不
足

は
町
内
共
通
の
課
題
で
す
。

　

町
で
は
地
域
運
営
組
織
や

自
治
会
の
主
体
的
な
活
動
を

支
援
し
て
い
く
た
め
、
情
報

提
供
な
ど
多
角
的
な
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

移
住
者
や
若
者
、
女
性
が

地
域
に
参
画
し
や
す
い
環
境

の
整
備
や
次
代
を
担
う
世
代

の
育
成
を
推
進
し
、
地
域
活

性
化
に
寄
与
す
る
施
策
を
推

進
し
て
い
け
る
よ
う
、
今
後

も
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
応
じ

た
支
援
を
行
い
、
地
域
の
皆

様
と
と
も
に
課
題
解
決
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

地域活性化の施策を推進し、それぞれの実情に応じた支援を行う

会
かいけいねんどにんようしょくいん

計年度任用職員 
地方公共団体に雇用される非常勤の公務員。パートタイマーの
ような働き方ができ、ボーナスが出たり休暇が取れたりします。
もちろん公務員としての義務も守る必要があり日野町には約
300人の会計年度任用職員が働いています。

遡
そきゅう

及
さかのぼって効力を及ぼすという意味です。職員の給与やボー
ナスが上がるという条例が12月に可決された場合、条文に「令
和7年4月1日から適用する」とあれば4月分の給与からさかの
ぼって適用され、その差額分が支払われます。

付
ふ た い け つ ぎ

帯決議
議案を可決する際に、その議案の執行にあたって「こうしてほしい」「こうあるべきだ」という議会の要望
や注意点を付け加える議決のことです。法的拘束力はありませんが、行政は政治的にこれを尊重し、今
後の施策や運用に反映させるべきという議会からの強い期待が込められています。

知ってもらいたい

知知りたいりたいもっともっと

日野町議会日野町議会

一 質般 問

　
去
る
２
月
12
日

「
各
地
区
公
民
館
長・

運
営
委
員
長
と
日
野
町
議
会

総
務
常
任
委
員
会
と
の
意
見

交
換
会
」が
必
佐
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。公
民
館

側
14
名
、議
員
８
名
そ
れ
ぞ

れ
全
員
が
出
席
の
も
と「
持

続
可
能
な
公
民
館
運
営
に
つ

い
て
」意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、

７
つ
の
地
区
公
民
館
運
営
や

将
来
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、

町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

①
中
央
公
民
館
の
役
割
・
活

動・体
制
は
ど
う
か
。

②
人
口
減
少・少
子
化・超
高

齢
化
の
中
、持
続
可
能
な
公

民
館
運
営
を
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
て
い
く
の
か
。

③
公
民
館
運
営
経
費
へ
の
補

助
金
の
増
額
及
び
地
区
協
力

金
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な

見
解
を
も
っ
て
い
る
か
。

④
公
民
館
主
事
の
正
規
職
員

配
置
の
要
望
に
つ
い
て
の
見

解
は
。

⑤
災
害
時
の
避
難
所
で
あ
る

公
民
館
の
場
所
は
適
切
か
。

必
要
な
機
能
は
整
っ
て
い
る

か
。小
学
校
な
ど
他
の
避
難

所
と
の
棲
み
分
け
は
。訓
練

な
ど
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

⑥「
日
野
町
立
地
区
公
民
館

長
寿
命
化
計
画
」に
つ
い
て
、

計
画
か
ら
５
年
が
経
過
し
、

各
館
は
全
て
30
年
を
経
過
し

て
い
ま
す
。現
状
に
お
い
て
、

各
公
民
館
の
施
設
の
状
態
の

評
価
と
対
策
は
。

①
中
央
公
民
館
は
、

地
区
公
民
館
の
活
動

を
支
援
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
機
能
と
考
え
る
。中
央
公

民
館
主
事
は
、現
在
は
配
置

し
て
い
な
い
。令
和
８
年
度

は
公
民
館
大
会
を
30
年
ぶ
り

に
開
催
す
る
。

②
地
域
の
核
と
し
て
引
き
続

き
、学
習
の
場
だ
け
で
は
な

地区公民館は、引き続き地域の「核」として、学習の場だけでなく、地域福祉、 
防犯・防災や自治会活動などの、住民の活動拠点として位置づける

持続可能な公民館運営について

川
かわ

東
ひがし

 昭
あき

男
お

 議員

く
、地
域
福
祉
、防
犯
・
防
災

や
自
治
会
活
動
な
ど
の
、住

民
の
活
動
拠
点
と
し
て
位
置

づ
け
る
。

③
町
補
助
金
は
、公
民
館
の
運

営
状
況
や
人
件
費
等
を
毎
年

度
見
直
し
、交
付
し
て
い
る
。

地
区
協
力
金
は
、各
地
区
で
協

議
し
決
定
さ
れ
て
い
る
。

町
と
し
て
は
、令
和
８
年
度
に

向
け
、事
業
費
と
別
に
加
算
型

補
助
金
を
創
設
し
、新
た
に
各

地
区
の
特
色
を
生
か
し
た
事

業
に
補
助
を
す
る
予
定
。

④
主
事
の
正
規
職
員
化
は
、

町
の
限
ら
れ
た
職
員
数
の
中

で
、多
く
の
行
政
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
て
い
る
。国
の
施
策

を
活
用
し
た「
集
落
支
援
員

制
度
」の
導
入
な
ど
を
含
め
、

ど
の
よ
う
な
配
置
が
可
能
か
、

今
後
、組
織
全
体
で
検
討
し

て
い
く
。

⑤
立
地
に
つ
い
て
は
、ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
き
概
ね

適
切
と
判
断
。機
能
は
、空
調

設
備
、初
動
対
応
の
た
め
の
、

飲
料
水
、ア
ル
フ
ァ
米
、日
野

町
防
災
ア
プ
リ
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
配
備
し
て
い
る
。

小
学
校
等
と
の
棲
み
分
け
は
、

大
勢
を
受
け
入
れ
る
小
学
校

体
育
館
に
対
し
、公
民
館
は

「
地
区
全
体
の
と
り
ま
と
め

拠
点
」と
位
置
づ
け
て
い
る
。

訓
練
は
、昨
年
の
11
月
に
実

施
し
た
。避
難
所
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
対
策
は
、避
難
所
運

営
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
見
直
し
、職
員
の
研
修
を

進
め
、円
滑
な
運
営
を
目
指

す
。

⑥
公
民
館
施
設
が
築
30
年
を

超
え
、経
年
劣
化
が
進
行
し

て
い
る
。特
に
、建
物
の
空
調

設
備
の
老
朽
化
や
電
気
設
備

の
更
新
、照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

な
ど
付
帯
設
備
に
お
い
て
は
、

老
朽
化
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。

町
全
体
の
公
共
施
設
の
優
先

◇
要
望
と
し
て

　
率
直
に
申
し
上
げ
る
と

「
人
口
減
少
」で
、町
が
小
さ

く
な
っ
て
い
く
の
に
公
民

館
は
７
つ
必
要
か
。「
少
子

化
・
超
高
齢
化
」、「
役
員
の

な
り
手
不
足
」の
中
、ど
の

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
の
か
。日
野
町
の
将
来

を
見
据
え
た
財
政
事
情
は

ど
う
か
。今
後
、日
野
町
の

公
共
施
設
す
べ
て
を
維
持

で
き
る
の
か
。こ
う
し
た
不

安
が
あ
り
ま
す
。

　
町
長
が
想
う
、今
後
の

「
日
野
町
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
中
で
、地
区
公
民
館
を
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。が
、

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考

え
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
公
民
館
の

歴
史
は
、日
野
町
の「
宝
」だ

と
思
い
ま
す
。是
非
、公
民

館
を
核
と
し
た
、生
涯
学

習
・
社
会
教
育
の
拠
点
・
自

主
的
な
自
治
会
の
課
題
解

決
を
図
る
場
と
し
て
持
続

可
能
な
公
民
館
運
営
を
し

て
頂
き
た
い
。

　
そ
の
為
に
も
、公
民
館
主

事
の
正
規
職
員
化
を
図
っ
て

い
く
時
期
に
来
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

度
や
緊
急
性
を
踏
ま
え
、順

次
改
修
・
更
新
工
事
を
進
め

て
い
る
。

　
令
和
８
年
１
月
17

日
に「
環
境
と
の
調

和
を
目
指
す
日
野
町
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク・フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
林

業
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
、

堀
江
町
長
が
そ
こ
で「
日
野

町
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

宣
言
」を
さ
れ
ま
し
た
。

①
日
野
町
が
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を
し
て
何
を

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

②
有
機
J
A
S
の
認
証
取
得

や
認
証
更
新
の
費
用
援
助
は

し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

①
生
産
者
は
も
と
よ

り
消
費
者
も
含
め
、

町
に
お
け
る
有
機
農
業
の
取

組
を
広
く
発
信
し
、
有
機
農

業
に
対
す
る
理
解
を
広
め
て

い
く
。
化
学
合
成
肥
料
か
ら

有
機
質
肥
料
へ
の
転
換
を
図

る
こ
と
で
、
更
な
る
地
域
資

源
の
活
用
を
目
指
し
、
環
境

負
荷
低
減
に
取
組
む
。
流
通

や
消
費
の
分
野
で
は
、
慣
行

米
と
の
差
別
化
し
た
販
路
の

開
拓
や
公
共
調
達
に
お
け
る

活
用
に
つ
い
て
も
検
討
を
進

め
る
。
現
在
、
有
機
農
業
に

少
子
化・こ
ど
も
未
来
戦
略
の
施
策
は

病
児
保
育
事
業
利
用
者
支
援
・
見
守
り
を
兼
ね
た
お
む
つ
配
布
等

①
令
和
６
年
９
月
議

会
で
「
少
子
化
対
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
」
と
い
う
一
般
質
問
に
対

し
「
令
和
６
年
５
月
１
日
に

設
置
し
た
日
野
町
少
子
化
対

策
・
こ
ど
も
未
来
戦
略
会
議

で
の
検
討
を
踏
ま
え
、
少
子

化
対
策
と
子
育
て
支
援
の
充

実
に
努
め
る
」
と
回
答
さ
れ

て
、
２
年
近
く
も
経
過
し
て

い
る
が
こ
の
間
に
議
論
し
て

き
た
具
体
的
な
内
容
を
伺
い

ま
す
。

②
令
和
10
年
度
か
ら
新
こ
ど

も
園
で
は
、
病
後
児
保
育
が

実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、

病
児
保
育
と
病
後
児
保
育
の

違
い
を
伺
い
ま
す
。

③
日
野
町
内
で
も
病
児
保
育

を
実
施
す
る
予
定
が
あ
る
か

伺
い
ま
す
。

④
日
野
町
で
は
都
市
計
画
に

よ
り
、
市
街
化
区
域
と
市
街

化
調
整
区
域
が
あ
り
、
調
整

区
域
で
家
を
建
て
ら
れ
な
い

か
ら
、
日
野
町
内
か
ら
町
外

に
家
を
建
て
る
と
い
う
話
を

聞
く
が
、
町
と
し
て
住
む
と

こ
ろ
の
確
保
を
す
る
と
い
う

こ
と
に
関
し
て
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。①

令
和
7
年
度
か
ら

の
取
組
み
は
、
L
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N
E
を
活
用
し
た
子
育
て
情

報
の
発
信
・
雨
天
や
暑
い
日

の
公
民
館
や
図
書
館
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
の
開
放
事
業
、
８

年
度
か
ら
は
病
児
保
育
事
業

所
利
用
者
支
援
・
見
守
り
を

兼
ね
た
お
む
つ
の
配
布
・
遠

方
の
分
娩
取
扱
施
設
へ
の
交

通
費
お
よ
び
宿
泊
費
補
助
・

不
妊
治
療
費
助
成
な
ど
を
予

定
し
て
い
る
。

②
病
児
保
育
は
、
風
邪
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
発
熱
し
て

い
る
、
感
染
症
等
医
療
的
管

理
が
必
要
な
子
ど
も
さ
ん
が

対
象
で
す
。
病
後
児
保
育
は

病
気
の
回
復
期
に
あ
り
、
集

団
保
育
が
困
難
な
乳
幼
児
が

対
象
で
す
。

③
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業

計
画
の
中
に
も
、
病
児
保
育

の
実
施
を
計
画
と
し
て
上
げ

て
い
る
。

④
市
街
化
調
整
区
域
に
家
が

建
て
ら
れ
な
い
の
で
は
な
く
、

市
街
化
区
域
よ
り
市
街
化
調

整
区
域
の
方
が
家
な
ど
建
物

を
建
て
る
た
め
の
条
件
が
厳

し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
町

と
し
て
は
令
和
７
年
度
に
、

調
整
区
域
で
も
誰
も
が
家
を

建
て
ら
れ
る
よ
う
規
制
緩
和

を
知
事
に
要
望
し
て
い
る
。

慣行農業と有機農業との調和を大切にしながら持続可能な農業の実現
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取
り
組
ま
れ
て
い
る
生
産
者

が
少
な
い
の
で
、生
産
者
数
、

取
組
面
積
を
増
す
た
め
関
係

機
関
と
連
携
し
助
言
や
サ
ポ

ー
ト
な
ど
を
進
め
る
。
町
の

農
業
を
守
っ
て
い
く
に
は
従

来
か
ら
の
慣
行
農
業
、
環
境

こ
だ
わ
り
農
業
も
非
常
に
大

切
な
も
の
と
捉
え
て
お
り
、

有
機
農
業
と
の
調
和
を
大
切

に
し
て
持
続
可
能
な
農
業
の

実
現
を
し
て
い
く
。

②
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
推
進
交
付
金
を
活
用
し

て
令
和
７
年
度
よ
り
支
援
し
、

令
和
８
年
度
も
実
施
す
る
。

オーガニックビレッジ宣言をして何をするのか

オーガニックビレッジとは
有機農業の生産から消費まで一貫し、
農業者のみならず事業者や地域内外の
住民を巻き込んだ地域ぐるみの取り組
みを進める自治体のこと

一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
は
▼
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一 質般 問

　
い
ま
、日
本
中
で

起
こ
っ
て
い
る「
ク

マ
の
出
没
」・「
森
林
火
災
」は
、

住
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を

与
え
、ま
た
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。日
野

町
の
森
林
・
林
業
行
政
の
現

状
を
再
確
認
し
、こ
れ
ら
を

取
り
巻
く
情
勢
と
課
題
を
町

民
の
皆
さ
ん
と
も
共
有
し
た

く
、以
下
質
問
し
ま
す
。

①
森
林
組
合
の
合
併
に
よ
り

日
野
町
の
森
林
管
理
は
。

②
町
内
４
つ
の
生
産
森
林
組

合
の
運
営
状
況
は
。

③
滋
賀
県
造
林
公
社
が
、多

額
の
債
務
の
返
済
の
め
ど
が

立
た
な
い
こ
と
か
ら
解
散
す

る
方
針
が
明
ら
か
に
な
っ
た

が
当
町
へ
の
影
響
は
。

④
高
齢
化
の
進
展
で
、「
山
の

境
界
が
分
か
ら
な
い
」「
相
続

が
出
来
な
い
」問
題
に
つ
い
て
。

⑤
動
物
に
よ
る
被
害
で
、植

林
し
て
も
木
が
育
た
な
い
、

立
木
も
皮
を
剥（
む
）か
れ
て

育
た
な
い
問
題
に
つ
い
て
。

⑥
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
た
町
の
取
組
み
に
つ
い
て
。

⑦「
ク
マ
の
出
没
」に
つ
い
て
。

⑧「
森
林
火
災
」の
町
の
取
組

み
に
つ
い
て
。

以
上
町
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

①
滋
賀
県
森
林
組
合

は
、旧
組
合
の

各
事
業
所（
日
野
支
所
）

が
森
林
管
理
、相
談
や

委
託
し
や
す
い
関
係
を

合
併
前
と
同
様
に
維
持

さ
れ
て
い
る
。

②
各
生
産
森
林
組
合
は
、

長
期
的
な
木
材
価
格
の

低
迷
に
よ
り
、木
材
販

売
だ
け
で
は
安
定
し
た

収
入
確
保
は
難
し
い
。

③
滋
賀
県
造
林
公
社
は
、

基
本
的
に
森
林
所
有
者

と
の
合
意
解
約
を
検
討
さ
れ

て
い
る
。引
き
続
き
情
報
収

集
に
努
め
る
。

④
山
の
境
界
が
分
か
ら
な
い

原
因
は
、
世
代
交
代
、
未
登

記
、
不
在
村
、
山
へ
の
関
心

　
４
つ
の
生
産
森
林

組
合
で
構
成
す
る

「
日
野
町
森
林
組
合
連
絡
協

議
会
の
要
望
の
内
、①
森
林

環
境
譲
与
税
を
含
め
た
補
助

金
の
増
額
に
つ
い
て
②
水
木

森林境界明確化、森林経営管理制度の実施など推進する

日野町の森林・林業について

川
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の
低
下
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
現
地
立
会
が
省
略
で

き
、
広
範
囲
の
森
林
を
対
象

に
で
き
る
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ

ン
グ
技
術
を
活
用
し
た
手
法

の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

⑤
動
物
被
害
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
問
題
が
あ
り
懸
念
し

て
い
る
が
、
日
野
町
で
は
伊

吹
山
の
よ
う
な
シ
カ
の
食
害

に
よ
る
「
裸
地
化
（
ら
ち

か
）
」
ま
で
は
進
ん
で
い
な

い
。

⑥
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
国

が
法
律
で
定
め
る
施
策
と
し

て
、
森
林
の
境
界
明
確
化
、

里
山
整
備
、
公
共
施
設
の
木

質
化
、
森
林
組
合
の
機
械
導

入
支
援
な
ど
に
活
用
し
て
い

る
。

⑦
ク
マ
問
題
は
、
現
在
日
野

町
で
は
目
撃
や
痕
跡
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
が
、
安
心
で

き
る
状
況
で
は
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。
庁
内
の
連
絡
体

制
や
※
「
緊
急
銃
猟
」
を
行

う
手
順
、
猟
友
会
等
と
の
連

携
な
ど
を
主
監
課
長
会
で
も

共
有
し
た
。
引
き
続
き
情
報

収
集
に
努
め
る
。

⑧
森
林
火
災
の
防
止
に
つ
い

て
は
、
生
産
森
林
組
合
お
よ

び
滋
賀
県
森
林
組
合
等
に
よ

る
啓
発
看
板
の
設
置
、
パ
ト

ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
て
い
る
。

町
は
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や

森
林
保
険
へ
の
加
入
経
費
の

支
援
を
し
て
い
る
。

※「
緊
急
銃
猟
」と
は
、自
治
体
の
判

断
で
、銃
器
に
よ
る
ク
マ
な
ど
の
駆

除
が
可
能
に
な
る
仕
組
み
で
、鳥
獣

保
護
管
理
法
に
基
づ
き
令
和
７
年
９

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

谷
林
道
の
落
石
防
止
対
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
補
助
金
の
増
額

は
、
森
林
環
境
譲
与

税
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
、

効
果
的
な
支
援
を
検
討
し
て

い
る
。

模
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
効

果
的
で
効
率
的
な
対
策
を
県

や
関
係
者
と
協
議
し
て
い
き

た
い
。

◇
要
望
と
し
て

　

い
ま
、日
野
町
の
森
林
・

林
業
は
、高
齢
化
に
よ
る
境

界
問
題
や
相
続
、動
物
被
害
、

ク
マ
の
出
没
、森
林
火
災
、

木
材
価
格
の
下
落
等
々
大

変
困
っ
て
い
ま
す
。町
が
主

導
し
、滋
賀
県
森
林
組
合
と

４
つ
の
生
産
森
林
組
合
と

の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
を

お
願
い
し
た
い
。

　

ま
た
、「
緑
の
羽
根
募
金
」

や「
森
林
環
境
税
」な
ど
の

周
知
の
際
に
、森
林
の
多
面

的
な
機
能
や
町
の
取
組
み

を
町
民
の
皆
さ
ん
に
知
ら

せ
て
頂
く
よ
う
お
願
い
し

た
い
。

一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一 質般 問

　
去
る
２
月
12
日

「
各
地
区
公
民
館
長・

運
営
委
員
長
と
日
野
町
議
会

総
務
常
任
委
員
会
と
の
意
見

交
換
会
」が
必
佐
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。公
民
館

側
14
名
、議
員
８
名
そ
れ
ぞ

れ
全
員
が
出
席
の
も
と「
持

続
可
能
な
公
民
館
運
営
に
つ

い
て
」意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、

７
つ
の
地
区
公
民
館
運
営
や

将
来
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、

町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

①
中
央
公
民
館
の
役
割
・
活

動・体
制
は
ど
う
か
。

②
人
口
減
少・少
子
化・超
高

齢
化
の
中
、持
続
可
能
な
公

民
館
運
営
を
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
て
い
く
の
か
。

③
公
民
館
運
営
経
費
へ
の
補

助
金
の
増
額
及
び
地
区
協
力

金
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な

見
解
を
も
っ
て
い
る
か
。

④
公
民
館
主
事
の
正
規
職
員

配
置
の
要
望
に
つ
い
て
の
見

解
は
。

⑤
災
害
時
の
避
難
所
で
あ
る

公
民
館
の
場
所
は
適
切
か
。

必
要
な
機
能
は
整
っ
て
い
る

か
。小
学
校
な
ど
他
の
避
難

所
と
の
棲
み
分
け
は
。訓
練

な
ど
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

⑥「
日
野
町
立
地
区
公
民
館

長
寿
命
化
計
画
」に
つ
い
て
、

計
画
か
ら
５
年
が
経
過
し
、

各
館
は
全
て
30
年
を
経
過
し

て
い
ま
す
。現
状
に
お
い
て
、

各
公
民
館
の
施
設
の
状
態
の

評
価
と
対
策
は
。

①
中
央
公
民
館
は
、

地
区
公
民
館
の
活
動

を
支
援
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
機
能
と
考
え
る
。中
央
公

民
館
主
事
は
、現
在
は
配
置

し
て
い
な
い
。令
和
８
年
度

は
公
民
館
大
会
を
30
年
ぶ
り

に
開
催
す
る
。

②
地
域
の
核
と
し
て
引
き
続

き
、学
習
の
場
だ
け
で
は
な

地区公民館は、引き続き地域の「核」として、学習の場だけでなく、地域福祉、 
防犯・防災や自治会活動などの、住民の活動拠点として位置づける

持続可能な公民館運営について

川
かわ

東
ひがし

 昭
あき

男
お

 議員

く
、地
域
福
祉
、防
犯
・
防
災

や
自
治
会
活
動
な
ど
の
、住

民
の
活
動
拠
点
と
し
て
位
置

づ
け
る
。

③
町
補
助
金
は
、公
民
館
の
運

営
状
況
や
人
件
費
等
を
毎
年

度
見
直
し
、交
付
し
て
い
る
。

地
区
協
力
金
は
、各
地
区
で
協

議
し
決
定
さ
れ
て
い
る
。

町
と
し
て
は
、令
和
８
年
度
に

向
け
、事
業
費
と
別
に
加
算
型

補
助
金
を
創
設
し
、新
た
に
各

地
区
の
特
色
を
生
か
し
た
事

業
に
補
助
を
す
る
予
定
。

④
主
事
の
正
規
職
員
化
は
、

町
の
限
ら
れ
た
職
員
数
の
中

で
、多
く
の
行
政
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
て
い
る
。国
の
施
策

を
活
用
し
た「
集
落
支
援
員

制
度
」の
導
入
な
ど
を
含
め
、

ど
の
よ
う
な
配
置
が
可
能
か
、

今
後
、組
織
全
体
で
検
討
し

て
い
く
。

⑤
立
地
に
つ
い
て
は
、ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
き
概
ね

適
切
と
判
断
。機
能
は
、空
調

設
備
、初
動
対
応
の
た
め
の
、

飲
料
水
、ア
ル
フ
ァ
米
、日
野

町
防
災
ア
プ
リ
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
配
備
し
て
い
る
。

小
学
校
等
と
の
棲
み
分
け
は
、

大
勢
を
受
け
入
れ
る
小
学
校

体
育
館
に
対
し
、公
民
館
は

「
地
区
全
体
の
と
り
ま
と
め

拠
点
」と
位
置
づ
け
て
い
る
。

訓
練
は
、昨
年
の
11
月
に
実

施
し
た
。避
難
所
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
対
策
は
、避
難
所
運

営
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
見
直
し
、職
員
の
研
修
を

進
め
、円
滑
な
運
営
を
目
指

す
。

⑥
公
民
館
施
設
が
築
30
年
を

超
え
、経
年
劣
化
が
進
行
し

て
い
る
。特
に
、建
物
の
空
調

設
備
の
老
朽
化
や
電
気
設
備

の
更
新
、照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

な
ど
付
帯
設
備
に
お
い
て
は
、

老
朽
化
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。

町
全
体
の
公
共
施
設
の
優
先

◇
要
望
と
し
て

　
率
直
に
申
し
上
げ
る
と

「
人
口
減
少
」で
、町
が
小
さ

く
な
っ
て
い
く
の
に
公
民

館
は
７
つ
必
要
か
。「
少
子

化
・
超
高
齢
化
」、「
役
員
の

な
り
手
不
足
」の
中
、ど
の

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
の
か
。日
野
町
の
将
来

を
見
据
え
た
財
政
事
情
は

ど
う
か
。今
後
、日
野
町
の

公
共
施
設
す
べ
て
を
維
持

で
き
る
の
か
。こ
う
し
た
不

安
が
あ
り
ま
す
。

　
町
長
が
想
う
、今
後
の

「
日
野
町
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
中
で
、地
区
公
民
館
を
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。が
、

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考

え
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
公
民
館
の

歴
史
は
、日
野
町
の「
宝
」だ

と
思
い
ま
す
。是
非
、公
民

館
を
核
と
し
た
、生
涯
学

習
・
社
会
教
育
の
拠
点
・
自

主
的
な
自
治
会
の
課
題
解

決
を
図
る
場
と
し
て
持
続

可
能
な
公
民
館
運
営
を
し

て
頂
き
た
い
。

　
そ
の
為
に
も
、公
民
館
主

事
の
正
規
職
員
化
を
図
っ
て

い
く
時
期
に
来
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

度
や
緊
急
性
を
踏
ま
え
、順

次
改
修
・
更
新
工
事
を
進
め

て
い
る
。

　
令
和
８
年
１
月
17

日
に「
環
境
と
の
調

和
を
目
指
す
日
野
町
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク・フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
林

業
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
、

堀
江
町
長
が
そ
こ
で「
日
野

町
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

宣
言
」を
さ
れ
ま
し
た
。

①
日
野
町
が
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を
し
て
何
を

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

②
有
機
J
A
S
の
認
証
取
得

や
認
証
更
新
の
費
用
援
助
は

し
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

①
生
産
者
は
も
と
よ

り
消
費
者
も
含
め
、

町
に
お
け
る
有
機
農
業
の
取

組
を
広
く
発
信
し
、
有
機
農

業
に
対
す
る
理
解
を
広
め
て

い
く
。
化
学
合
成
肥
料
か
ら

有
機
質
肥
料
へ
の
転
換
を
図

る
こ
と
で
、
更
な
る
地
域
資

源
の
活
用
を
目
指
し
、
環
境

負
荷
低
減
に
取
組
む
。
流
通

や
消
費
の
分
野
で
は
、
慣
行

米
と
の
差
別
化
し
た
販
路
の

開
拓
や
公
共
調
達
に
お
け
る

活
用
に
つ
い
て
も
検
討
を
進

め
る
。
現
在
、
有
機
農
業
に

少
子
化・こ
ど
も
未
来
戦
略
の
施
策
は

病
児
保
育
事
業
利
用
者
支
援
・
見
守
り
を
兼
ね
た
お
む
つ
配
布
等

①
令
和
６
年
９
月
議

会
で
「
少
子
化
対
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
」
と
い
う
一
般
質
問
に
対

し
「
令
和
６
年
５
月
１
日
に

設
置
し
た
日
野
町
少
子
化
対

策
・
こ
ど
も
未
来
戦
略
会
議

で
の
検
討
を
踏
ま
え
、
少
子

化
対
策
と
子
育
て
支
援
の
充

実
に
努
め
る
」
と
回
答
さ
れ

て
、
２
年
近
く
も
経
過
し
て

い
る
が
こ
の
間
に
議
論
し
て

き
た
具
体
的
な
内
容
を
伺
い

ま
す
。

②
令
和
10
年
度
か
ら
新
こ
ど

も
園
で
は
、
病
後
児
保
育
が

実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、

病
児
保
育
と
病
後
児
保
育
の

違
い
を
伺
い
ま
す
。

③
日
野
町
内
で
も
病
児
保
育

を
実
施
す
る
予
定
が
あ
る
か

伺
い
ま
す
。

④
日
野
町
で
は
都
市
計
画
に

よ
り
、
市
街
化
区
域
と
市
街

化
調
整
区
域
が
あ
り
、
調
整

区
域
で
家
を
建
て
ら
れ
な
い

か
ら
、
日
野
町
内
か
ら
町
外

に
家
を
建
て
る
と
い
う
話
を

聞
く
が
、
町
と
し
て
住
む
と

こ
ろ
の
確
保
を
す
る
と
い
う

こ
と
に
関
し
て
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。①

令
和
7
年
度
か
ら

の
取
組
み
は
、
L

 
I
 

N
E
を
活
用
し
た
子
育
て
情

報
の
発
信
・
雨
天
や
暑
い
日

の
公
民
館
や
図
書
館
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
の
開
放
事
業
、
８

年
度
か
ら
は
病
児
保
育
事
業

所
利
用
者
支
援
・
見
守
り
を

兼
ね
た
お
む
つ
の
配
布
・
遠

方
の
分
娩
取
扱
施
設
へ
の
交

通
費
お
よ
び
宿
泊
費
補
助
・

不
妊
治
療
費
助
成
な
ど
を
予

定
し
て
い
る
。

②
病
児
保
育
は
、
風
邪
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
発
熱
し
て

い
る
、
感
染
症
等
医
療
的
管

理
が
必
要
な
子
ど
も
さ
ん
が

対
象
で
す
。
病
後
児
保
育
は

病
気
の
回
復
期
に
あ
り
、
集

団
保
育
が
困
難
な
乳
幼
児
が

対
象
で
す
。

③
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業

計
画
の
中
に
も
、
病
児
保
育

の
実
施
を
計
画
と
し
て
上
げ

て
い
る
。

④
市
街
化
調
整
区
域
に
家
が

建
て
ら
れ
な
い
の
で
は
な
く
、

市
街
化
区
域
よ
り
市
街
化
調

整
区
域
の
方
が
家
な
ど
建
物

を
建
て
る
た
め
の
条
件
が
厳

し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
町

と
し
て
は
令
和
７
年
度
に
、

調
整
区
域
で
も
誰
も
が
家
を

建
て
ら
れ
る
よ
う
規
制
緩
和

を
知
事
に
要
望
し
て
い
る
。

慣行農業と有機農業との調和を大切にしながら持続可能な農業の実現

松
まつ

田
だ

 洋
よう

子
こ

 議員

取
り
組
ま
れ
て
い
る
生
産
者

が
少
な
い
の
で
、生
産
者
数
、

取
組
面
積
を
増
す
た
め
関
係

機
関
と
連
携
し
助
言
や
サ
ポ

ー
ト
な
ど
を
進
め
る
。
町
の

農
業
を
守
っ
て
い
く
に
は
従

来
か
ら
の
慣
行
農
業
、
環
境

こ
だ
わ
り
農
業
も
非
常
に
大

切
な
も
の
と
捉
え
て
お
り
、

有
機
農
業
と
の
調
和
を
大
切

に
し
て
持
続
可
能
な
農
業
の

実
現
を
し
て
い
く
。

②
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
推
進
交
付
金
を
活
用
し

て
令
和
７
年
度
よ
り
支
援
し
、

令
和
８
年
度
も
実
施
す
る
。

オーガニックビレッジ宣言をして何をするのか

オーガニックビレッジとは
有機農業の生産から消費まで一貫し、
農業者のみならず事業者や地域内外の
住民を巻き込んだ地域ぐるみの取り組
みを進める自治体のこと

一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
は
▼

13 12議会だより
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令
和
７
年
1
月
、

総
務
常
任
委
員
会
に

て
、二
十
歳
の
つ
ど
い
実
行

委
員
と
の
懇
談
会
で「
ぼ
く

ら
が
利
用
で
き
る
支
援
制
度

は
な
い
の
で
は
な
い
か
」と

疑
問
が
出
さ
れ
た
と
聞
き
ま

し
た
。「
奨
学
金
返
還
制
度
」

と
い
う
施
策
を
知
ら
せ
る
と
、

知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
方
が

数
名
お
ら
れ
ま
し
た
。

①
こ
れ
か
ら
日
野
町
内
に
就

職
し
よ
う
と
す
る
若
者
に
対

し
て
の
施
策
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

②
日
野
町
奨
学
金
返
還
制
度

を
他
の
市
町
よ
り
も
充
実
し

た
内
容
に
変
え
る
考
え
は
あ

る
か
伺
い
ま
す
。

①
国
及
び
県
と
連
携

し
て
、
町
内
に
定
住

し
、
県
内
の
中
小
企
業
に
就

業
す
る
東
京
圏
か
ら
の
移
住

者
に
対
し
て
、
移
住
支
援
金

を
交
付
し
て
い
る
。

②
奨
学
金
返
還
制
度
の
充
実

に
よ
り
若
者
の
人
材
確
保
に

一
定
の
効
果
が
見
込
め
る
と

考
え
る
。
人
口
減
少
対
策
と

し
て
の
効
果
を
見
込
ん
だ
取

大
き
す
ぎ
る
認
定
こ
ど
も
園 

見
直
し
が
必
要
で
は

基
本
構
想
は
住
民
の
声
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

▲表1　各年度の年齢別状況
（日野町認定こども園基本構想より推計値の出生数を基に想定した数）

　
「
日
野
町
認
定
こ

ど
も
園
整
備
基
本
構

想
」
に
よ
る
推
計
出
生
数
は

令
和
８
年
度
１
１
３
人
・
同

９
年
度
１
０
９
人
・
同
10
年

度
１
０
９
人
・
同
11
年
度
１

０
７
人
・
同
12
年
度
１
０
５

人
で
す
。
推
計
出
生
数
を
も

と
に
、
入
園
希
望
予
定
数
と

受
け
入
れ
可
能
園
児
数
の
差

を
計
算
し
て
み
ま
し
た
。
令

和
10
年
度
推
計
の
0
歳
児
対

象
児
は
1
0
9
名
で
す
。
入

所
希
望
率
が
50
％
で
入
園
希

望
予
定
数
は
55
名
と
な
り
ま

す
が
、
基
本
構
想
に
よ
る
受

け
入
れ
可
能
園
児
数
は
62
名

で
す
の
で
、
７
名
の
余
裕
が

出
ま
す
。
同
様
に
、
各
年
度

の
年
齢
別
状
況
を
算
出
し
ま

し
た
。（
表
1
）

　
ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
の

建
設
は
、
資
材
単
価
の
高
騰

や
人
件
費
の
見
直
し
で
建
設

費
用
や
維
持
管
理
費
の
増
大

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
建
設
予

定
地
は
一
級
河
川
出
雲
川
に

沿
っ
て
い
る
た
め
に
地
盤
改

良
や
基
礎
杭
の
設
置
な
ど
付

帯
工
事
も
発
生
す
る
こ
と
か

ら
、
更
に
建
設
工
事
費
の
増

大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

①
毎
年
10
名
以
上
の
出
生
数

を
増
や
す
た
め
の
町
の
施
策

を
伺
い
ま
す
。

②
施
設
建
設
費
用
は
い
く
ら

位
で
そ
の
捻
出
と
今
後
の
対

策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

③
認
定
こ
ど
も
園
建
設
に
反

対
で
は
な
い
が
、
今
の
計
画

が
財
政
負
担
や
利
用
者
に
配

慮
さ
れ
て
い
る
の
か
疑
問
を

持
つ
、
再
度
見
直
し
も
あ
る

の
か
。

①
日
野
町
く
ら
し
安

心
ひ
と
づ
く
り
総
合

戦
略
に
お
い
て
子
育
て
し
や

す
い
環
境
を
つ
く
り
、
人
口

流
出
の
抑
制
に
取
り
組
む
と

と
も
に
移
住
者
を
増
や
す
こ

と
で
、
住
み
よ
い
町
、
住
み

続
け
た
い
町
に
な
る
よ
う
取

町独自に上乗せしての助成は考えていない　

2歳までの子のおむつ代への助成を求めます
若者の人材確保に効果のある制度にしていく

奨学金返還制度の充実で若者を日野町に

松
まつ

田
だ

 洋
よう

子
こ

 議員

り
組
み
と
し
て
、
企
画
振
興

課
や
商
工
観
光
課
と
協
議
を

し
て
い
く
。

り
組
む
。
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
る
。

②
設
計
委
託
業
務
の
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
に
お
い
て
、
概
算
工

事
費
を
提
示
し
た
。
建
設
費

用
は
就
学
前
教
育
・
保
育
施

設
整
備
交
付
金
や
公
共
施
設

等
適
正
管
理
推
進
事
業
債
な

ど
の
活
用
予
定
。

③
認
定
こ
ど
も
園
整
備
基
本

構
想
は
、
策
定
委
員
会
の
意

見
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
よ
る
住
民
の
声
を
反
映
し

取
り
ま
と
め
た
も
の
で
、
基

本
構
想
に
掲
げ
る
新
こ
ど
も

園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
国

の
交
付
金
や
有
利
な
起
債
を

活
用
し
、
幼
児
教
育
・
保
育

環
境
の
整
備
に
取
り
組
む
。

令
和
10
年
度

５歳児

４歳児

３歳児

２歳児

１歳児

０歳児

受け入れ可能園児数 入園希望予定数

令和11年度
134

106
134

105
128

102
102

91
79

71
62

55

令
和
11
年
度

令和10年度
134

134
117

106
128

102
105

82
79

62
74

55

受け入れ可能園児数 入園希望予定数

５歳児

４歳児

３歳児

２歳児

１歳児

０歳児

５歳児

４歳児

３歳児

２歳児

１歳児

０歳児

受け入れ可能園児数 入園希望予定数

令和12年度
134

105
134

128
102

113
102

88
79

71
62

52

令
和
12
年
度

５歳児

４歳児

３歳児

２歳児

１歳児

０歳児

受け入れ可能園児数 入園希望予定数

令和13年度
134

102
134

128
113

109
102

88
79

70
62

53

令
和
13
年
度

一 質般 問

　
昨
年
の
猛
暑
を
受

け
、登
下
校
や
学
校

生
活
に
お
け
る
子
ど
も
の
安

全
確
保
や
学
校
で
の
対
策
な

ど
、町
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

①
登
下
校
や
学
校
生
活
で
の

子
ど
も
た
ち
の
体
調
不
良
の

状
況
と
熱
中
症
対
策
は
。

②
徒
歩
通
学
児
童
の
安
全
性

の
確
保
は
。

③
夏
季
に
限
定
し
た
学
童
輸

送
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

④
令
和
8
年
度
に
各
小
学
校

へ
導
入
予
定
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

サ
ー
バ
ー
の
設
置
・
運
用
に

つ
い
て
。

①
各
小
学
校
で
は
、

水
分
補
給
な
ど
の
対

策
を
徹
底
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
重
篤
な
症
状
と
な
っ
た

児
童
は
出
て
い
な
い
。

②
暑
さ
が
厳
し
い
場
合
は
下

校
時
間
を
遅
ら
せ
る
こ
と
や

保
護
者
の
方
々
に
お
迎
え
を

お
願
い
す
る
な
ど
で
対
応
し

て
い
く
。

③
交
通
資
源
の
不
足
か
ら
現

時
点
で
の
実
施
は
難
し
く
、

今
後
、
学
校
や
保
護
者
と
協

議
し
て
い
く
。

④
令
和
8
年
度
に
各
小
学
校

へ
1
台
ず
つ
設
置
予
定
を
し

て
い
る
。
定
期
的
に
フ
ィ
ル

タ
ー
交
換
な
ど
を
行
い
、
適

切
な
衛
生
管
理
に
努
め
、
台

数
に
不
足
が
生
じ
た
場
合
は

追
加
も
検
討
す
る
。

公
民
館
開
放
事
業「
ひ
の
っ
こ
ル
ー
ム
」に
つ
い
て

　
令
和
7
年
6
月
か

ら
土
・
日
曜
日
の
9

～
16
時
に
各
公
民
館
の
空
き

部
屋
を
開
放
し
、天
候
や
気

候
の
悪
い
日
の
子
育
て
世
代

が
親
子
で
過
ご
せ
る
居
場
所

と
し
て
実
施
し
て
い
る
事
業

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
利
用
ニ
ー
ズ
は
適
切
に
把

握
し
て
い
る
か
。

②
周
知
方
法
は
十
分
だ
と
い

え
る
の
か
。

③
開
放
し
て
い
る
各
公
民
館

の
設
備
内
容
は
。

④
課
題
と
今
後
の
運
用
は
。

①
子
育
て
世
代
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

雨
の
日
に
遊
び
場
が
な
い
と

の
回
答
が
77
・
３
％
あ
り
、屋

内
の
居
場
所
へ
の
ニ
ー
ズ
が

高
い
一
方
、利
用
は
少
数
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

②
子
育
て
公
式
L
I
N
E
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、チ
ラ
シ
等

で
周
知
し
て
い
る
が
、十
分

に
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が

課
題
で
あ
る
。

③
日
野
町
産
ヒ
ノ
キ
間
伐
材

で
作
ら
れ
た
積
み
木
を
用
意

し
、冷
暖
房
設
備
を
整
え
て

い
る
。

④
周
知
不
足
や
利
用
の
し
づ

ら
さ
に
加
え
、時
間
や
対
象

の
ニ
ー
ズ
と
の
ず
れ
が
あ
り
、

開
催
時
間
や
運
用
の
見
直
し

を
検
討
す
る
。

現場対応を行いながら今後も対策を進める

子どもの熱中症対策について

利
用
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
運
用
の
見
直
し
を
検
討

錦
にしき

戸
ど

 由
ゆ

佳
か

 議員

◇
要
望
と
し
て

　
子
ど
も
が
自
分
で
身
を

守
る
力
を
育
て
る
こ
と
は

大
切
で
す
が
、そ
れ
を
支
え

る
環
境
整
備
も
同
じ
く
ら

い
重
要
で
す
。

　
子
ど
も
の
命
を
守
る
た

め
、引
き
続
き
対
策
の
充
実

を
求
め
ま
す
。

◇
要
望
と
し
て

　
今
後
は
制
度
や
事
業
が

あ
る
だ
け
で
な
く
、ニ
ー
ズ

を
し
っ
か
り
把
握
し
、対
象

者
と
な
る
子
育
て
世
代
の

方
々
に「
使
わ
れ
る
居
場

所
」で
あ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
引
き
続
き
、利
用
し
や
す

さ
の
向
上
に
向
け
て
、案
内

表
示
や
情
報
発
信
の
見
直

し
も
含
め
て
初
め
て
利
用

す
る
方
に
も
分
か
り
や
す

い
居
場
所
と
な
る
よ
う
今

後
も
利
用
者
目
線
で
の
改

善
を
求
め
ま
す
。

↓
夏
の
登
校
の
様
子

大谷公園のプール跡地

↓
開
催
日
お
知
ら
せ
の
チ
ラ
シ

よ
く
な
い
ば
か
り
か
危
険
で

あ
り
、
条
例
に
も
違
反
し
て

い
ま
す
。
所
有
者
を
調
べ
て

区
か
ら
区
長
名
で
草
刈
り
の

依
頼
を
出
し
て
も
何
の
音
沙

汰
も
な
い
の
が
現
状
で
す
。

役
場
か
ら
も
雑
草
除
去
の
通

知
を
出
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
こ
の
場
合
ど
う
い

う
対
策
が
考
え
ら
れ
る
で
し

ょ
う
か
。
町
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　
日
野
町
環
境
美
化

に
関
す
る
条
例
に
て

「
所
有
者
ま
た
は
管
理
者
が

空
き
地
を
適
正
か
つ
良
好
に

管
理
し
、
不
良
状
態
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
定
め
て
お
り
、

住
民
よ
り
相
談
が
あ
れ
ば
所

有
者
等
を
調
査
し
、
条
例
に

も
と
づ
き
空
き
地
を
適
正
に

管
理
す
る
よ
う
通
知
を
出
し

て
い
ま
す
。
今
回
自
治
会
で

対
応
さ
れ
て
い
る
が
、
改
善

が
図
ら
れ
な
い
場
合
は
町
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
大
谷
公
園
の
一
角

に
あ
っ
た
町
民
プ
ー

ル
が
廃
止
さ
れ
、
そ
の
後
解

体
と
な
り
、
今
で
は
一
面
に

砕
石
が
敷
か
れ
公
園
利
用
者

の
臨
時
駐
車
場
に
な
っ
て
い

ま
す
【
写
真
参
照
】。

　
し
か
し
、
私
は
こ
う
し
た

状
態
は
非
効
率
で
勿
体
な
い

こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
限
ら

れ
た
公
園
面
積
で
す
か
ら
有

効
利
用
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
こ
こ
を
町
民
の
体

力
作
り
の
場
と
し
て
有
効
活

用
で
き
な
い
か
と
思
う
訳
で

す
。
大
谷
公
園
は
大
人
の
利

用
は
多
い
の
で
す
が
、
家
族

連
れ
や
小
さ
な
子
ど
も
た
ち

の
遊
び
場
所
も
必
要
で
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
い
ま
町
民

に
一
番
必
要
な
の
は
体
力
づ

く
り
を
す
る
た
め
の
広
場
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
の
場
を
町

集
落
内
の
住
宅
空
き
地
に
繁
茂
し
た
雑
草
の
除
去
に
つ
い
て

改
善
が
図
ら
れ
な
い
よ
う
な
ら
町
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　
日
野
町
に
は
「
日

野
町
環
境
美
化
に
関

す
る
条
例
」
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
第
２
章
第
７
条
に
は

空
き
地
の
所
有
者
ま
た
は
管

理
者
は
、
当
該
空
き
地
を
適

正
か
つ
良
好
に
管
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
の
条
例
に
基
づ
き
、

雑
草
が
繁
茂
し
た
土
地
の
所

大谷公園のプール跡地を体力作りの場として活用できないか

髙
たか

橋
はし

 源
げん

三
ざぶ

郎
ろう

 議員

民
が
楽
し
み
な
が
ら
体
力
作

り
が
で
き
る
場
と
し
て
、
何

か
考
え
ら
れ
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
町
民
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募

る
の
も
一
つ
の
方
法
か
と
思

い
ま
す
が
、例
え
ば
子
ど
も

が
喜
ぶ「
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
」や

「
ロ
ン
グ
す
べ
り
台
」、「
タ
ー

ザ
ン
ロ
ー
プ
」等
、ま
た
大
人

で
も「
ア
ー
チ
ェ
リ
ー（
弓

道
）」や「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
ゴ
ー
ル
の
練
習
場
」等
、

こ
う
し
た
遊
具
の
候
補
は

色
々
考
え
ら
れ
ま
す
。そ
し

て
、い
ま
町
民
が
い
ち
ば
ん

何
を
望
ん
で
い
る
の
か
を
知

る
必
要
も
あ
り
ま
す
。建
設

計
画
課
で
は
住
民
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
さ
れ
ま
し
た
が
、

私
は
小
学
生
や
中
学
生
の
意

見
を
聞
く
こ
と
も
大
事
か
と

思
い
ま
す
。こ
の
プ
ー
ル
跡

地
の
利
用
計
画
が
あ
り
ま
し

た
ら
伺
い
ま
す
。

　
大
谷
公
園
に
つ
い

て
は
、 

こ
ど
も
ま
ん

な
か
公
園
づ
く
り
支
援
事
業

を
活
用
し
、
来
年
度
か
ら
公

園
の
一
部
を
改
修
す
る
予
定

で
す
。
改
修
の
内
容
に
つ
い

有
者
ま
た
は
管
理
者
は
、
そ

の
土
地
に
雑
草
が
繁
茂
し
た

場
合
定
期
的
に
除
去
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
訳
で
す
。
例

え
ば
日
野
町
で
は
昭
和
40
年

代
か
ら
50
年
代
に
か
け
て
宅

地
造
成
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
宅
造
地
の
中
を
見

て
も
、
場
所
（
区
画
）
に
よ

っ
て
は
雑
草
ど
こ
ろ
か
背
の

高
い
松
や
雑
木
が
生
い
茂
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
宅
造
地
で
な
く
て

も
町
内
集
落
の
中
に
も
、
そ

う
し
た
雑
草
が
生
い
茂
っ
た

空
き
地
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
実
は
蓮
花
寺
に
あ
る
空
き

地
も
全
く
管
理
さ
れ
て
お
ら

ず
雑
草
が
繁
茂
し
、
今
で
は

背
丈
が
２
ｍ
～
３
ｍ
に
も
な

る
雑
木
が
繁
っ
て
い
ま
す
。

空
き
地
と
い
う
の
は
管
理
を

し
な
い
と
数
年
で
こ
う
い
う

状
態
に
な
り
、
更
に
は
ネ
ズ

ミ
や
イ
タ
チ
等
の
小
動
物
の

住
処
に
も
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
は
景
観
上

て
は
、
今
年
度
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
基

に
、ま
ず
は
築
山
を
利
用
し
、

小
さ
な
子
ど
も
が
遊
べ
る
空

間
を
作
る
予
定
を
し
て
お

り
、
体
力
づ
く
り
の
場
と
な

る
計
画
と
し
て
は
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ー
ス
の
明
示
等
の
整

備
を
検
討
し
て
い
る
。

　
大
谷
公
園
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
施
設
の
長
寿
命
化

対
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

こ
ど
も
ま
ん
な
か
公
園
づ
く

り
支
援
事
業
と
あ
わ
せ
て
、

利
用
し
や
す
い
公
園
と
な
る

よ
う
整
備
を
進
め
て
い
く
。

ランニングコースの明示等の整備を検討している

一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
は
▼
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一 質般 問

　
日
野
町
周
辺
で
ク

マ
の
話
は
聞
か
な
い

も
の
の
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
が

家
の
近
く
ま
で
下
り
て
き
て

い
ま
す
。今
回
は
イ
ノ
シ
シ

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　
獣
害
対
策
は
過
去
の
議
会

で
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
感
じ
る
と
こ
ろ

地
元
ま
か
せ
に
な
っ
て
い
る

よ
う
に
も
思
う
と
こ
ろ
で

す
。

　
町
も
農
林
課
や
関
係
の
職

員
さ
ん
が
専
門
的
に
対
応
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
家
か
ら

離
れ
た
田
畑
に
は
メ
ッ
シ
ュ

金
網
や
青
色
の
防
風
ネ
ッ
ト

を
設
置
し
何
年
間
か
効
果
が

あ
り
ま
す
が
、
ス
キ
マ
を
狙

っ
て
通
り
抜
け
生
活
圏
に
侵

入
し
て
き
ま
し
た
。
道
路
や

河
川
か
ら
の
侵
入
は
容
易
で

最
近
で
は
夜
間
に
道
路
を
並

ん
で
歩
行
す
る
イ
ノ
シ
シ
を

見
か
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

①
町
か
ら
は
毎
年
捕
獲
数
を

報
告
さ
れ
て
い
る
が
、生
息

数
は
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
個
体
数
管
理
は
可
能
か
、

ま
た
大
学
や
各
種
研
究
機
関

と
の
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。

③
農
地
を
守
る「
囲
い
わ
な
」

は
狩
猟
免
許
を
持
た
な
く
て

も
設
置
で
き
る
が
、購
入
に

町
の
協
力
は
得
ら
れ
る
か
。

④
特
に
猟
銃
免
許
は
定
期
的

な
射
撃
訓
練
や
、銃
弾
の
購

入
、複
数
の
許
可
や
届
出
が

い
る
た
め
必
要
経
費
が
多
く

か
か
る
。免
許
所
持
者
の
維

持
拡
大
を
図
る
対
策
や
報
酬

の
増
加
の
施
策
は
行
え
な
い

か
。

①
イ
ノ
シ
シ
の
生
息

数
は
群
れ
単
位
の
管

理
や
調
査
が
容
易
で
な
く
正

確
な
把
握
は
難
し
い
が
、
集

落
か
ら
の
被
害
報
告
等
で
お

お
よ
そ
の
範
囲
を
把
握
し
て

い
る
。

②
県
や
地
域
の
管
理
計
画
で

狩
猟
と
有
害
鳥
獣
捕
獲
計
画

に
よ
り
管
理
し
て
い
る
。
大

学
や
研
究
機
関
の
助
言
も
得

て
各
対
策
を
は
可
能
で
す
。

窓
口
で
相
談
下
さ
い
。

④
免
許
取
得
前
の
講
習
会
の

受
講
費
の
一
部
を
助
成
し
て

い
る
。駆
除
に
対
す
る
報
酬

は
今
後
他
市
町
の
状
況
等
を

研
究
し
た
い
。

日
野
町
南
部
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
考
え
る

①
今
年
甲
賀
市
土
山

町
か
ら
鎌
掛
地
区
を

経
由
し
て
近
江
八
幡
に
至
る

県
道
土
山
蒲
生
近
江
八
幡
線

が
測
量
工
事
に
入
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。工
事
の
完
成

に
は
ま
だ
何
年
も
か
か
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
完
成
後
の
交

通
の
流
れ
を
考
え
て
み
ま
し

た
。

　
日
野
町
に
入
っ
て
く
る
車

は
、
国
道
3
0
7
号
グ
リ
ー

ン
バ
イ
パ
ス
の
木
津
交
差
点

に
向
か
い
ま
す
。
そ
し
て
南

下
す
る
よ
り
日
田
交
差
点
に

向
か
う
は
ず
で
す
。
3
0
7

号
の
複
線
化
が
な
い
と
渋
滞

が
さ
ら
に
悪
化
し
ま
す
。
私

は
木
津
交
差
点
よ
り
西
側
に

進
む
新
道
の
提
案
を
考
え
ま

し
た
。
県
道
日
野
徳
原
線
に

つ
な
が
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
に
対
す
る
町
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

②
県
の
道
路
整
備
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
挙
が
っ

て
い
る
内
池
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ

ウ
ト
交
差
点
か
ら
別
所
の
Ｊ

Ａ
倉
庫
前
の
交
差
点
に
つ
な

が
る
バ
イ
パ
ス
整
備
計
画
で

す
。

　
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
交
差

点
か
ら
先
は
右
に
進
む
も
、

左
に
進
む
も
交
差
点
、
一
旦

停
止
ま
た
は
踏
切
が
あ
り
県

道
日
野
徳
原
線
や
甲
賀
市
水

口
町
方
面
へ
の
連
続
性
が
途

切
れ
て
い
ま
す
。
日
野
川
と

近
江
鉄
道
を
横
断
す
る
こ
と

が
計
画
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

い
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
知

恵
を
絞
っ
て
バ
イ
パ
ス
整
備

計
画
が
進
む
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。
県
の
道
路
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
の
優
先
度
ア
ッ
プ
に
向

け
町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
一
点
目
の
新
道
と
こ
の

バ
イ
パ
ス
整
備
が
県
道
と
し

て
結
び
つ
く
こ
と
を
地
元
議

員
と
し
て
要
望
し
ま
す
。

①
道
路
整
備
に
つ
い

て
は
、
提
案
い
た
だ

い
た
ル
ー
ト
で
新
道
が
で
き

る
と
国
道
3
0
7
号
の
渋
滞

解
消
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
現
時
点
で
は
県

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
上
が
っ
て
い
な
い
ル
ー
ト

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
道
土

山
蒲
生
近
江
八
幡
線
の
完
成

後
に
整
備
が
必
要
な
道
路
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

②
バ
イ
パ
ス
整
備
に
つ
い
て

は
県
よ
り
名
神
名
阪
連
絡
道

路
の
計
画
と
整
合
を
図
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
う
少

し
検
討
に
時
間
を
要
す
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
町
と
し
て

早
期
着
手
に
向
け
、
優
先
度

が
上
が
る
よ
う
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

東近江被害防止計画により狩猟と有害捕獲で対応する

人家近くまで下りてきたイノシシへの獣害対策は

県
道
日
野
徳
原
線（
内
池
）バ
イ
パ
ス
整
備
は
早
期
着
手

に
向
け
、優
先
度
が
上
が
る
よ
う
要
望
す
る

⑳県道日野徳原線⑳県道日野徳原線

錦
にしき

戸
ど

 由
ゆ

佳
か

 議員
一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一 質般 問

　
昨
年
の
猛
暑
を
受

け
、登
下
校
や
学
校

生
活
に
お
け
る
子
ど
も
の
安

全
確
保
や
学
校
で
の
対
策
な

ど
、町
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

①
登
下
校
や
学
校
生
活
で
の

子
ど
も
た
ち
の
体
調
不
良
の

状
況
と
熱
中
症
対
策
は
。

②
徒
歩
通
学
児
童
の
安
全
性

の
確
保
は
。

③
夏
季
に
限
定
し
た
学
童
輸

送
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

④
令
和
8
年
度
に
各
小
学
校

へ
導
入
予
定
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

サ
ー
バ
ー
の
設
置
・
運
用
に

つ
い
て
。

①
各
小
学
校
で
は
、

水
分
補
給
な
ど
の
対

策
を
徹
底
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
重
篤
な
症
状
と
な
っ
た

児
童
は
出
て
い
な
い
。

②
暑
さ
が
厳
し
い
場
合
は
下

校
時
間
を
遅
ら
せ
る
こ
と
や

保
護
者
の
方
々
に
お
迎
え
を

お
願
い
す
る
な
ど
で
対
応
し

て
い
く
。

③
交
通
資
源
の
不
足
か
ら
現

時
点
で
の
実
施
は
難
し
く
、

今
後
、
学
校
や
保
護
者
と
協

議
し
て
い
く
。

④
令
和
8
年
度
に
各
小
学
校

へ
1
台
ず
つ
設
置
予
定
を
し

て
い
る
。
定
期
的
に
フ
ィ
ル

タ
ー
交
換
な
ど
を
行
い
、
適

切
な
衛
生
管
理
に
努
め
、
台

数
に
不
足
が
生
じ
た
場
合
は

追
加
も
検
討
す
る
。

公
民
館
開
放
事
業「
ひ
の
っ
こ
ル
ー
ム
」に
つ
い
て

　
令
和
7
年
6
月
か

ら
土
・
日
曜
日
の
9

～
16
時
に
各
公
民
館
の
空
き

部
屋
を
開
放
し
、天
候
や
気

候
の
悪
い
日
の
子
育
て
世
代

が
親
子
で
過
ご
せ
る
居
場
所

と
し
て
実
施
し
て
い
る
事
業

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
利
用
ニ
ー
ズ
は
適
切
に
把

握
し
て
い
る
か
。

②
周
知
方
法
は
十
分
だ
と
い

え
る
の
か
。

③
開
放
し
て
い
る
各
公
民
館

の
設
備
内
容
は
。

④
課
題
と
今
後
の
運
用
は
。

①
子
育
て
世
代
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

雨
の
日
に
遊
び
場
が
な
い
と

の
回
答
が
77
・
３
％
あ
り
、屋

内
の
居
場
所
へ
の
ニ
ー
ズ
が

高
い
一
方
、利
用
は
少
数
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

②
子
育
て
公
式
L
I
N
E
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、チ
ラ
シ
等

で
周
知
し
て
い
る
が
、十
分

に
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が

課
題
で
あ
る
。

③
日
野
町
産
ヒ
ノ
キ
間
伐
材

で
作
ら
れ
た
積
み
木
を
用
意

し
、冷
暖
房
設
備
を
整
え
て

い
る
。

④
周
知
不
足
や
利
用
の
し
づ

ら
さ
に
加
え
、時
間
や
対
象

の
ニ
ー
ズ
と
の
ず
れ
が
あ
り
、

開
催
時
間
や
運
用
の
見
直
し

を
検
討
す
る
。

現場対応を行いながら今後も対策を進める

子どもの熱中症対策について

利
用
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
運
用
の
見
直
し
を
検
討

錦
にしき

戸
ど

 由
ゆ

佳
か

 議員

◇
要
望
と
し
て

　
子
ど
も
が
自
分
で
身
を

守
る
力
を
育
て
る
こ
と
は

大
切
で
す
が
、そ
れ
を
支
え

る
環
境
整
備
も
同
じ
く
ら

い
重
要
で
す
。

　
子
ど
も
の
命
を
守
る
た

め
、引
き
続
き
対
策
の
充
実

を
求
め
ま
す
。

◇
要
望
と
し
て

　
今
後
は
制
度
や
事
業
が

あ
る
だ
け
で
な
く
、ニ
ー
ズ

を
し
っ
か
り
把
握
し
、対
象

者
と
な
る
子
育
て
世
代
の

方
々
に「
使
わ
れ
る
居
場

所
」で
あ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
引
き
続
き
、利
用
し
や
す

さ
の
向
上
に
向
け
て
、案
内

表
示
や
情
報
発
信
の
見
直

し
も
含
め
て
初
め
て
利
用

す
る
方
に
も
分
か
り
や
す

い
居
場
所
と
な
る
よ
う
今

後
も
利
用
者
目
線
で
の
改

善
を
求
め
ま
す
。

↓
夏
の
登
校
の
様
子

大谷公園のプール跡地

↓
開
催
日
お
知
ら
せ
の
チ
ラ
シ

よ
く
な
い
ば
か
り
か
危
険
で

あ
り
、
条
例
に
も
違
反
し
て

い
ま
す
。
所
有
者
を
調
べ
て

区
か
ら
区
長
名
で
草
刈
り
の

依
頼
を
出
し
て
も
何
の
音
沙

汰
も
な
い
の
が
現
状
で
す
。

役
場
か
ら
も
雑
草
除
去
の
通

知
を
出
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
こ
の
場
合
ど
う
い

う
対
策
が
考
え
ら
れ
る
で
し

ょ
う
か
。
町
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　
日
野
町
環
境
美
化

に
関
す
る
条
例
に
て

「
所
有
者
ま
た
は
管
理
者
が

空
き
地
を
適
正
か
つ
良
好
に

管
理
し
、
不
良
状
態
に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
定
め
て
お
り
、

住
民
よ
り
相
談
が
あ
れ
ば
所

有
者
等
を
調
査
し
、
条
例
に

も
と
づ
き
空
き
地
を
適
正
に

管
理
す
る
よ
う
通
知
を
出
し

て
い
ま
す
。
今
回
自
治
会
で

対
応
さ
れ
て
い
る
が
、
改
善

が
図
ら
れ
な
い
場
合
は
町
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
大
谷
公
園
の
一
角

に
あ
っ
た
町
民
プ
ー

ル
が
廃
止
さ
れ
、
そ
の
後
解

体
と
な
り
、
今
で
は
一
面
に

砕
石
が
敷
か
れ
公
園
利
用
者

の
臨
時
駐
車
場
に
な
っ
て
い

ま
す
【
写
真
参
照
】。

　
し
か
し
、
私
は
こ
う
し
た

状
態
は
非
効
率
で
勿
体
な
い

こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
限
ら

れ
た
公
園
面
積
で
す
か
ら
有

効
利
用
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
こ
こ
を
町
民
の
体

力
作
り
の
場
と
し
て
有
効
活

用
で
き
な
い
か
と
思
う
訳
で

す
。
大
谷
公
園
は
大
人
の
利

用
は
多
い
の
で
す
が
、
家
族

連
れ
や
小
さ
な
子
ど
も
た
ち

の
遊
び
場
所
も
必
要
で
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
い
ま
町
民

に
一
番
必
要
な
の
は
体
力
づ

く
り
を
す
る
た
め
の
広
場
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
の
場
を
町

集
落
内
の
住
宅
空
き
地
に
繁
茂
し
た
雑
草
の
除
去
に
つ
い
て

改
善
が
図
ら
れ
な
い
よ
う
な
ら
町
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　
日
野
町
に
は
「
日

野
町
環
境
美
化
に
関

す
る
条
例
」
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
第
２
章
第
７
条
に
は

空
き
地
の
所
有
者
ま
た
は
管

理
者
は
、
当
該
空
き
地
を
適

正
か
つ
良
好
に
管
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
の
条
例
に
基
づ
き
、

雑
草
が
繁
茂
し
た
土
地
の
所

大谷公園のプール跡地を体力作りの場として活用できないか

髙
たか
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民
が
楽
し
み
な
が
ら
体
力
作

り
が
で
き
る
場
と
し
て
、
何

か
考
え
ら
れ
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
町
民
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募

る
の
も
一
つ
の
方
法
か
と
思

い
ま
す
が
、例
え
ば
子
ど
も

が
喜
ぶ「
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
」や

「
ロ
ン
グ
す
べ
り
台
」、「
タ
ー

ザ
ン
ロ
ー
プ
」等
、ま
た
大
人

で
も「
ア
ー
チ
ェ
リ
ー（
弓

道
）」や「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
ゴ
ー
ル
の
練
習
場
」等
、

こ
う
し
た
遊
具
の
候
補
は

色
々
考
え
ら
れ
ま
す
。そ
し

て
、い
ま
町
民
が
い
ち
ば
ん

何
を
望
ん
で
い
る
の
か
を
知

る
必
要
も
あ
り
ま
す
。建
設

計
画
課
で
は
住
民
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
さ
れ
ま
し
た
が
、

私
は
小
学
生
や
中
学
生
の
意

見
を
聞
く
こ
と
も
大
事
か
と

思
い
ま
す
。こ
の
プ
ー
ル
跡

地
の
利
用
計
画
が
あ
り
ま
し

た
ら
伺
い
ま
す
。

　
大
谷
公
園
に
つ
い

て
は
、 

こ
ど
も
ま
ん

な
か
公
園
づ
く
り
支
援
事
業

を
活
用
し
、
来
年
度
か
ら
公

園
の
一
部
を
改
修
す
る
予
定

で
す
。
改
修
の
内
容
に
つ
い

有
者
ま
た
は
管
理
者
は
、
そ

の
土
地
に
雑
草
が
繁
茂
し
た

場
合
定
期
的
に
除
去
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
訳
で
す
。
例

え
ば
日
野
町
で
は
昭
和
40
年

代
か
ら
50
年
代
に
か
け
て
宅

地
造
成
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
宅
造
地
の
中
を
見

て
も
、
場
所
（
区
画
）
に
よ

っ
て
は
雑
草
ど
こ
ろ
か
背
の

高
い
松
や
雑
木
が
生
い
茂
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
宅
造
地
で
な
く
て

も
町
内
集
落
の
中
に
も
、
そ

う
し
た
雑
草
が
生
い
茂
っ
た

空
き
地
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
実
は
蓮
花
寺
に
あ
る
空
き

地
も
全
く
管
理
さ
れ
て
お
ら

ず
雑
草
が
繁
茂
し
、
今
で
は

背
丈
が
２
ｍ
～
３
ｍ
に
も
な

る
雑
木
が
繁
っ
て
い
ま
す
。

空
き
地
と
い
う
の
は
管
理
を

し
な
い
と
数
年
で
こ
う
い
う

状
態
に
な
り
、
更
に
は
ネ
ズ

ミ
や
イ
タ
チ
等
の
小
動
物
の

住
処
に
も
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
は
景
観
上

て
は
、
今
年
度
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
基

に
、ま
ず
は
築
山
を
利
用
し
、

小
さ
な
子
ど
も
が
遊
べ
る
空

間
を
作
る
予
定
を
し
て
お

り
、
体
力
づ
く
り
の
場
と
な

る
計
画
と
し
て
は
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ー
ス
の
明
示
等
の
整

備
を
検
討
し
て
い
る
。

　
大
谷
公
園
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
施
設
の
長
寿
命
化

対
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

こ
ど
も
ま
ん
な
か
公
園
づ
く

り
支
援
事
業
と
あ
わ
せ
て
、

利
用
し
や
す
い
公
園
と
な
る

よ
う
整
備
を
進
め
て
い
く
。

ランニングコースの明示等の整備を検討している

一
般
質
問
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し
た
。
中
山
間
地
の
農
業
が

厳
し
さ
を
増
す
中
に
お
い
て

交
付
金
の
使
途
の
自
由
度
が

高
く
、
国
・
県
の
負
担
割
合

が
３
分
の
２
以
上
あ
る
「
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付

金
」
の
取
り
組
み
が
、
条
件

が
不
利
な
地
域
の
格
差
を
是

正
し
、
農
業
の
継
続
・
振
興

に
有
効
で
あ
る
と
判
断
し
た

た
め
導
入
し
ま
し
た
。
ま
た

法
律
が
時
限
法
な
の
は
、
一

定
期
間
に
集
中
し
て
事
業
を

実
施
し
、
効
果
を
発
揮
さ
せ

る
こ
と
が
大
き
な
理
由
で

す
。

　

10
月
26
日
（
日
）

日
野
町
林
業
セ
ン
タ

ー
に
て
、
名
神
名
阪
連
絡
道

路
に
関
し
て
町
民
向
け
に

「
み
な
さ
ま
の
声
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
」
と
い
う
こ
と

で
県
の
説
明
会
が
あ
り
、
私

も
聞
き
に
行
き
ま
し
た
。
こ

の
道
路
は
名
神
高
速
道
路
八

日
市
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付

近
か
ら
名
阪
国
道
上
柘
植
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
を
結

ぶ
、
延
長
約
30
km
の
計
画
中

の
道
路
で
す
。

　
こ
の
計
画
道
路
の
周
辺
は
、

滋
賀
県
東
近
江
市
か
ら
三
重

県
伊
賀
市
ま
で
と
い
う
こ
と

で
、
関
西
圏
と
中
京
圏
の
中

間
に
位
置
し
、
多
く
の
企
業

が
集
積
し
て
い
る
地
域
に
あ

た
る
と
の
説
明
で
し
た
。
そ

し
て
建
設
に
つ
い
て
の
概
要

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
説
明
会
で
、
こ
の
道

路
が
日
野
町
を
通
る
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
な
道
路
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
連
絡
道
と
い
う
の

は
、
そ
の
目
的
か
ら
し
て
な

る
べ
く
最
短
距
離
を
計
画
す

る
も
の
で
す
。
そ
う
す
る
と

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業
に
つ
い
て

耕
作
条
件
が
不
利
な
地
域
の
格
差
を
是
正
す
る
も
の

　
こ
の
事
業
の
目
的

は
、
農
業
生
産
活
動

を
す
る
に
あ
た
っ
て
生
産
条

件
が
不
利
な
中
山
間
地
域
に

あ
る
農
地
を
支
援
す
る
た
め

の
国
の
交
付
金
制
度
で
あ

り
、
日
野
町
で
は
令
和
３
年

度
か
ら
取
り
組
み
が
始
ま
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
令
和
６

年
度
ま
で
は
対
象
農
用
地
の

勾
配
が
20
分
の
１
以
上
の

「
急
傾
斜
農
地
」
が
対
象
で

し
た
が
、
令
和
７
年
度
か
ら

は
対
象
農
用
地
の
勾
配
が
50

分
の
１
以
上
、
20
分
の
１
未

満
の
「
緩
傾
斜
農
地
」
ま
で

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

急
傾
斜
地
の
交
付
金
単
価
は

反
（
10
a
）
あ
た
り

２
万
１
千
円
、
緩
傾
斜
地
の

そ
れ
は
８
千
円
と
さ
れ
て
い

名神名阪連絡道路の日野町内のルートについて

髙
たか
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日
野
町
に
は
工
場
用
地
や
宅

造
地
が
あ
る
た
め
こ
れ
を
避

け
て
通
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

す
る
と
そ
の
東
側
か
西
側
の

い
ず
れ
か
を
通
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
日
野
町
と
し
て
、
何
十
年

も
先
の
将
来
の
発
展
を
考
え

た
場
合
、
こ
の
連
絡
道
路
の

ル
ー
ト
は
町
に
と
っ
て
ど
ち

ら
が
良
い
と
考
え
ら
れ
る
の

か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

名
神
名
阪
連
絡
道

路
が
で
き
る
こ
と

で
、
町
内
に
立
地
す
る
多
く

の
企
業
・
事
業
所
の
経
済
活

動
・
生
産
活
動
を
支
え
る
物

流
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

形
成
さ
れ
、
地
域
に
お
け
る

生
産
性
が
大
き
く
向
上
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま

た
、
慢
性
的
に
発
生
す
る
国

道
３
０
７
号
の
渋
滞
解
消
や

物
流
道
路
と
生
活
道
路
の
明

確
化
に
よ
り
、
住
民
の
安
全

と
安
心
を
守
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
ル
ー

ト
が
町
の
ど
こ
を
通
る
か
に

つ
い
て
は
、
町
も
大
変
関
心

が
深
く
、
情
報
が
あ
れ
ば
早

ま
す
。

　
そ
こ
で
質
問
で
す
が
、
日

野
町
で
は
こ
の
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
集
落
は
何
集
落

あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
過
去

に
は
こ
う
し
た
交
付
金
制
度

は
無
か
っ
た
の
で
す
が
、
令

和
に
な
っ
て
こ
う
し
た
事
業

に
取
り
組
み
始
め
ら
れ
た
理

由
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。

ま
た
、
こ
の
事
業
が
期
間
限

定
で
行
わ
れ
る
の
は
な
ぜ
で

す
か
。
町
と
し
て
の
受
け
止

め
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
事
業
へ
の
取

り
組
み
集
落
は
、
令
和
３
年

度
か
ら
は
８
集
落
、
令
和

７
年
度
か
ら
は
17
集
落
で

す
。
ま
た
令
和
に
な
っ
て
か

ら
こ
の
事
業
を
開
始
し
た
理

由
は
、
令
和
元
年
に
棚
田
地

域
振
興
法
が
施
行
さ
れ
、
町

内
全
域
で
要
件
を
満
た
せ
ば

指
定
棚
田
地
域
の
指
定
を
受

け
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

期
に
入
手
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
地
元

の
意
見
を
慎
重
で
す
。

地元の意見を慎重に聞き入れた形でルートが示されるよう要望している

一 質般 問

　
町
の
中
山
間
地
の

農
業
を
ど
う
守
っ
て

い
く
の
か
。平
場
の
圃
場
で

は
生
産
性
が
向
上
し
、中
山

間
地
で
は
人
手
、コ
ス
ト
も

か
か
る「
農
業
労
働
力
の
高

齢
化
＋
農
地
荒
廃
の
進
行
＋

中
山
間
地
の
支
援
お
い
て
け

ぼ
り
＝
農
業
集
落
の
存
続
危

う
い
」と
な
り
得
る
わ
け
で

す
。こ
の
よ
う
な
状
況
を
見

過
ご
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
危
機
的
な
状
況

を
脱
し
て
い
く
に
は
、中
山

間
地
に
お
い
て
も
儲
か
る
農

業
、作
り
や
す
い
農
地
に
し

て
い
く
こ
と
、多
様
な
担
い

手
の
確
保
が
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。そ
こ
で
町
の
農
業

の
①
現
状
認
識
②
広
域
的
に

修
繕
が
進
め
ら
れ
る
支
援
施

策
③
作
り
や
す
い
農
地
に
し

て
い
く
た
め
の
施
策
④
新
た

中山間地の農業を持続可能にしていくには

町
の
公
共
施
設
に「
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か

新
こ
ど
も
園
で「
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」に
取
り
組
ん
で
い
く

な
担
い
手
確
保
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。①

中
山
間
地
域
は
、

農
家
数
の
減
少
や
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
等
が
顕

著
で
あ
り
、早
急
な
対
応
が

必
要
で
す
。

②
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

の
資
源
向
上
支
払
交
付
金

（
施
設
の
長
寿
命
化
）ま
た
は

農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防

災
減
災
事
業
の
活
用
が
あ
り

ま
す
。

③
国
の
予
算
に
よ
り「
大
区

画
化
等
加
速
化
支
援
事
業
」

が
あ
り
、活
用
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

④
新
規
就
農
者
へ
の
補
助
金

交
付
、認
定
農
業
者
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
、集
落
営
農
組

織
等
へ
の
経
営
支
援
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
町
の
公
共
施
設
の

多
く
は
、既
に
30
年

以
上
経
過
し
て
い
る
建
築
物

が
全
体
の
約
60
％
を
占
め
て

お
り
、こ
れ
ら
施
設
の
老
朽

化
対
策（
長
期
的
な
視
点
で
、

更
新・統
廃
合・長
寿
命
化
等

を
計
画
的
に
行
う
こ
と
）を

進
め
て
い
く
た
め
に「
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」が

あ
り
ま
す
。

　
今
後
、人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、保

有
す
る
全
て
の
施
設
を
更
新

し
て
い
く
こ
と
は
財
政
的
に

困
難
で
あ
り
、利
用
者
が
少

な
く
な
る
こ
と
で
見
直
し
も

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。そ

こ
で
、集
約
化
や
複
合
化
な

ど
も
考
え
な
が
ら
、施
設
の

更
新
経
費
を
抑
制
す
る「
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」を
取
り

入
れ
、持
続
可
能
な
行
政
運

営
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。老
朽
化
が
進
む
①

子
育
て
支
援
施
設
②
学
校
施

設
③
公
営
住
宅
施
設
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

①
子
育
て
支
援
施
設

は
、幼
稚
園
や
保
育

所
の
再
編
に
よ
り「
認
定
こ

ど
も
園
化
」を
進
め
、幼
児
教

育
・
保
育
の
一
体
化
に
よ
る

整
備
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。今
後
、新
こ
ど
も
園
の

実
施
設
計
等
で「
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」に
も
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

②
必
佐
小
学
校
は
、築
40
年

以
上
経
過
し
老
朽
化
が
著
し

い
こ
と
か
ら
、改
修
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、長
寿
命
化

改
修
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

学
校
施
設
の「
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」は
、学
校
の
児
童
・

生
徒
数
が
減
少
し
続
け
て
い

る
状
況
に
加
え
、施
設
の
老

朽
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、教
育
環
境
の
向
上
と

財
政
負
担
の
軽
減
を
同
時
に

達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

重
大
な
課
題
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

③
公
営
住
宅
施
設
は
、令
和

８
年
度
に
第
２
内
池
団
地
か

ら
長
寿
命
化
に
向
け
た
設
計

業
務
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

「大区画化等加速化支援事業」の活用を検討していく

山
やま

本
もと

 秀
ひで

喜
き

 議員

◇
要
望
と
し
て

　
国
が
進
め
る「
大
区

画
化
等
加
速
化
支
援

事
業
」が
日
野
の
中
山

間
地
で
使
え
る
所
が

少
な
い
こ
と
を
指
摘
、

も
っ
と
中
山
間
地
に

見
合
う
制
度
の
改
善

を
要
望
し
ま
し
た
。

施設名 建築年度 経過年数
延床面積

（ｍ²）

有形固定資産

減価償却率

（％）

整備方針 形態

⻄⼤路幼稚園 Ｈ2 35 531 99.0 ⼦育て⽀援施設
学童保育所等

転⽤

こばと園 Ｈ26 11 810 27.0 幼保連携型認定こども園 こども園

あおぞら園鎌掛分園 Ｈ3 34 408 96.0 みらいしゃくなげ保育園
が運営

⺠営

南⽐都佐幼稚園 Ｓ59 41 676 100.0 ⼩規模保育施設 ⺠営化

あおぞら園 Ｓ63 37 706 100.0

⽇野幼稚園 Ｓ60 40 1043 100.0

必佐幼稚園 Ｓ58 42 1160 100.0

桜⾕こども園
第1園舎（旧幼稚園）

Ｈ2 35 371 99.0

桜⾕こども園
第2園舎（旧保育所）

Ｈ2 35 515 99.0 幼保連携型認定こども園 こども園

※有形固定資産減価償却率とは、有形固定資産のうち、⼟地以外の償却資産（建物や⼯作物等）
 の 取得価格に対する減価償却の割合です。 
 この⽐率が⾼いほど、法定耐⽤年数に近い資産が多いことを⽰し、施設等の⽼朽化が進んで
 いる と判断できます。
※⽇野町認定こども園整備基本構想（令和７年８⽉）より作成

新幼保連携型認定こども園
こども園

町⽴幼児教育保育施設の再編整備計画と有形固定資産減価償却率

令和１０年４⽉開園
新こども園建設予定

右の二次元コードから
読み取れます。

町には老朽化している施設が多くあります。
その一部、子育て支援施設の
調査をした表です。

　
去
る
令
和
７
年
７

月
９
日
に
会
津
若
松

市
が
中
心
と
な
っ
た
同
市
ゆ

か
り
の
12
の
自
治
体
が
災
害

時
相
互
支
援
に
関
す
る
協
定

に
我
が
町
も
参
加
し
協
定
を

締
結
し
た
と
聞
き
ま
し
た
が
、

①
そ
の
趣
旨
や
内
容
ね
ら
い
、

ま
た
発
災
時
に
当
町
役
場
の

動
き
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

②
協
定
を
締
結
さ
れ
た
12
市

町
の
う
ち
、長
野
県
伊
那
市
、

神
奈
川
県
横
須
賀
市
、徳
島

県
鳴
門
市
の
３
市
に
お
い
て

は
今
ま
で
当
町
と
交
流
実
績

が
な
い
と
思
い
ま
す
が
、も

し
も
の
際
は
車
両
だ
と
道
路

事
情
が
許
せ
ば
６
時
間
以
内

に
応
援
に
来
て
も
ら
え
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。日
野
町

で
の
発
災
の
と
き
応
援
体
制

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
か

ど
う
か
尋
ね
ま
す
。

③
令
和
６
年
１
月
の
能
登
半

島
地
震
は
年
始
に
も
か
か
わ

ら
ず
担
当
課
の
職
員
が
現
地

で
奮
闘
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、

繁
忙
期
に
依
頼
が
あ
っ
た
場

合
は
ど
う
し
ま
す
か
。

④
三
重
県
松
阪
市
と
は「
蒲

生
氏
郷
公
ゆ
か
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
共
同
宣
言
」を
３
市
町

で
交
わ
し
て
い
る
が
、防
災

面
へ
の
発
展
を
検
討
で
き
ま

せ
ん
か
。

⑤
さ
ら
に
昨
年
12
月
に
大
阪

府
泉
大
津
市
と「
農
業
を
通

じ
た
連
携
に
よ
る
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
」に
関
す
る

協
定
を
締
結
さ
れ
た
が
、こ

ち
ら
と
も
災
害
時
支
援
の
協

定
に
発
展
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。

①
本
協
定
は
地
震
、

風
水
害
、原
子
力
発

電
所
事
故
等
の
災
害
発
生
時

に
友
愛
の
精
神
に
基
づ
き
相

互
に
支
援
を
行
い
被
災
自
治

体
の
住
民
生
活
の
早
期
回
復

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。食
料
、飲
料
水
、生

活
必
需
物
資
の
提
供
、資
機

材
の
貸
与
、応
急
復
旧
に
必

要
な
職
員
の
派
遣
を
想
定
し

て
い
ま
す
。

②
当
初
は
避
難
所
運
営
の
補

助
や
物
資
輸
送
を
優
先
し
つ

つ
段
階
的
に
給
水
活
動
や
罹

災
証
明
書
発
行
業
務
も
割
り

振
り
も
想
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
協
定
市
町
間
で
調
整
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

③
繁
忙
期
で
あ
っ
て
も
可
能

な
限
り
の
派
遣
に
努
め
る
つ

も
り
で
す
が
本
人
の
家
庭
事

情
や
職
場
の
理
解
に
改
め
て

配
慮
し
ま
す
。

④
松
阪
市
と
は
支
援
を
相
互

に
行
う
こ
と
を
担
当
者
間
で

確
認
し
て
い
ま
す
が
、明
文

さ
れ
た
協
定
の
締
結
に
向
け

当
町
と
し
て
前
向
き
に
検
討

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

⑤
令
和
８
年
産
米
か
ら
泉
大

津
市
の
学
校
給
食
等
に
日
野

町
産
の「
み
ず
か
が
み
」を
導
入

す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
が
、

今
後
は
こ
の
関
係
を
防
災
分

野
へ
も
発
展
さ
せ
る
べ
く
、

関
係
各
課
、相
手
先
と
の
調

整
を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

甲
賀
市
か
ら
供
給
を
受
け
る
南
比
都
佐
地
区
の
上
水
道
の

区
域
外
供
給
に
つ
い
て（
そ
の
2
）

　
こ
の
質
問
は
昨
年

の
９
月
議
会
で
も
取

り
上
げ
ま
し
た
が
改
め
て
伺

い
ま
す
。

①
令
和
７
年
10
月
に
、甲
賀

市
役
所
と
日
野
町
役
場
の
関

係
者
で
こ
の
こ
と
を
含
め
た

協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
結
果
が
ど
う
で
あ
っ
た

か
報
告
を
求
め
ま
す
。

②
町
長
や
私
も
出
席
し
た
あ

る
自
治
会
の
新
年
行
事
で
も

不
具
合
解
消
に
向
け
た
い
ろ

い
ろ
具
体
的
な
要
望
や
提
案

が
出
さ
れ
ま
し
た
。今
年
の

１
月
30
日
に
行
わ
れ
た
関
係

区
長
と
日
野
町
役
場
上
下
水

道
課
と
の
懇
談
会
で
も
従
来

の
枠
を
超
え
た
提
案
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。具
体
的
な
現

状
打
開
の
第
一
歩
を
地
区
内

の
住
民
も
求
め
て
い
ま
す
。

今
後
の
対
応
方
針
に
つ
い
て

町
の
考
え
を
尋
ね
ま
す
。

③
あ
わ
せ
て
日
野
町
南
部
や

西
部
エ
リ
ア
で
諸
々
の
情
勢

の
変
化
で
大
型
の
住
宅
団
地

や
、工
業
団
地
、郊
外
型
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
計
画
が

上
が
っ
て
き
た
と
き
、水
道

需
要
に
対
す
る
供
給
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
る
か
伺
い
ま

す
。

①「
南
比
都
佐
地
区

（
下
駒
月
）に
お
け
る

上
水
道
の
適
切
な
維
持
管
理

に
つ
い
て
」の
要
望
書
を
提

出
し
水
道
事
業
者
の
責
務
と

し
て
早
期
着
工
す
る
よ
う
要

請
し
ま
し
た
が
、管
内
に
多

く
の
老
朽
個
所
が
あ
り
市
内

か
ら
優
先
的
に
対
応
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

②
町
の
基
本
方
針
と
し
ま
し

て
は
、こ
れ
ま
で
と
同
様
、独

立
採
算
に
よ
る
地
方
公
営
企

業
で
あ
る
水
道
事
業
は
事
業

者
の
責
務
に
お
い
て
対
応
す

る
と
い
う
基
本
理
念
を
も
と

に
、関
係
地
区
の
皆
さ
ま
と

連
携
を
図
り
、早
期
着
工
さ

れ
る
よ
う
取
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

③
進
出
さ
れ
る
事
業
所
等
の

規
模
に
よ
り
水
道
需
要
は
大

き
く
異
な
る
た
め
、具
体
的

な
計
画
協
議
の
な
か
で
、対

応
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

発災時に友愛の精神で支援する 今後拡大していきたい

会津若松市交流市町災害時相互支援協定について

柚
ゆの

木
き

 記
き

久
く

雄
お

 議員

水
道
事
業
の
独
立
採
算
を
基
本
と
し
関
係
地
区
と
連
携
し
て
対
応
に
あ
た
る

今年の育苗作業の様子

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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一 質般 問

町のふるさと納税は順調に推移しているのか

町
の
財
政
運
営
、予
算
管
理
は
、財
政
基
盤
強
化
は
？

企
業
誘
致
を
進
め
、固
定
資
産
税
な
ど
の
確
保
を
図
る

　
ふ
る
さ
と
納
税
と

は
、
生
ま
れ
故
郷
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
応
援
し

た
い
地
域
に
寄
付
で
力
に
な

れ
る
制
度
で
す
。
寄
付
を
す

る
こ
と
で
、
そ
の
自
治
体
の

活
性
化
の
財
源
に
な
り
、
税

額
控
除
が
受
け
ら
れ
、
寄
付

を
し
た
地
域
の
返
礼
品
が
受

け
取
れ
ま
す
。

　
よ
い
こ
と
ず
く
め
の
よ
う

で
す
が
、
自
治
体
間
の
返
礼

品
過
剰
競
争
が
巻
き
起
こ

り
、
寄
付
し
た
人
の
住
所
地

の
自
治
体
で
は
、
税
収
が
落

ち
込
む
事
態
に
も
繋
が
っ
て

い
ま
す
。
令
和
６
年
度
決
算

か
ら
見
る
と
、
な
ん
と
か
黒

字
を
確
保
し
て
い
る
状
況
で

す
。（
左
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
移

な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
）

　
運
用
に
関
し
て
①
こ
の
制

度
の
ル
ー
ル
遵
守
は
②
特
産

品
振
興
は
進
ん
で
い
る
の
か

③
学
校
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付

金
の
創
設
は
④
令
和
７
年
度

の
進
捗
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

①
返
礼
品
の
価
格
が

寄
付
額
の
３
割
以

内
、
返
礼
品
を
含
む
募
集
経

費
は
５
割
以
内
を
遵
守
し
て

い
ま
す
。

②
町
の
特
産
品
で
あ
る
日
野

菜
や
北
山
茶
、
お
米
、
お
肉

の
他
、
町
内
で
製
造
さ
れ
た

地
場
産
品
も
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

③
寄
付
金
を
学
校
教
育
に
特

定
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
母

校
な
ど
に
ご
寄
付
を
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

今
後
研
究
し
て
ま
い
り
ま

す
。

④
４
月
に
中
間
事
業
者
が
変

わ
り
、
返
礼
品
の
新
規
発
掘

な
ど
に
力
を
入
れ
た
結
果
、

寄
付
額
は
、
11
月
末
現
在
、

対
前
年
同
期
比
約
２
倍
、
件

数
で
は
約
３
倍
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
町
の
財
政
の
特
徴

は
、歳
入
面
で
は
多

く
の
企
業
立
地
に
よ
る
法
人

町
民
税
、固
定
資
産
税
の
伸

び
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

歳
出
面
で
は
人
件
費
、社
会

保
障
経
費
等
を
含
む
義
務
的

経
費
の
伸
び
が
著
し
い
こ
と
、

依
然
と
し
て
、投
資
的
経
費

が
低
水
準
の
ま
ま
で
あ
る
こ

と
で
す
。財
政
規
律
を
堅
持

し
な
が
ら
も
、使
う
べ
き
所

に
は
し
っ
か
り
使
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
気
に
な
る
点
は「
実
質
収

支
額
」で（
歳
入
総
額
か
ら
歳

出
総
額
を
差
し
引
き
、翌
年

度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を

引
い
た
額
）そ
の
金
額
が
約

７
億
円
、多
く
の
お
金
を
残

し
て
い
る
こ
と
で
す
。（
左
の

表
）①
何
故
、使
え
て
い
な
い

の
か
②
基
金
へ
の
積
み
立
て

は
③
予
算
現
額
に
対
す
る
収

入
率
、執
行
率
が
低
下
し
て

い
ま
す
。予
算
管
理
は
④
ま

た
、財
政
基
盤
強
化
は
ど
の

よ
う
に
？
を
伺
い
ま
す
。

①
実
質
収
支
額
の
実

質
収
支
比
率
が
、
一

般
的
に
適
正
と
言
わ
れ
る
水

準
を
上
回
っ
て
お
り
、
３
月

補
正
予
算
編
成
時
に
、
見
込

み
額
の
精
度
を
高
め
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

②
基
金
積
み
立
て
は
、
不
用

額
が
見
込
め
る
場
合
、
積
み

立
て
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

③
収
入
率
、
執
行
率
は
繰
越

事
業
費
の
多
少
に
影
響
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
、
前
年
度
か

ら
比
較
し
て
約
４
億
円
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
要

因
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

理
由
な
く
予
算
と
の
乖
離
が

生
じ
な
い
よ
う
、
適
正
な
予

算
の
管
理
執
行
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

④
財
政
基
盤
の
強
化
は
、
企

業
誘
致
を
進
め
、
安
定
し
て

収
入
で
き
る
固
定
資
産
税
や

法
人
税
の
確
保
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て
も
、
制
度
の
趣
旨
を

理
解
し
た
上
で
一
層
取
り
組

み
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

寄付額は順調、募集経費は5割以内の運用をしている

山
やま

本
もと

 秀
ひで

喜
き

 議員

◇
再
質
問
で

　

税
の
流
出
と
黒
字
確
保

の
問
題
を
指
摘
。税
の
流
出

額
や
寄
付
額
の
累
計
を
分

析
し
、今
後
活
用
し
て
い
き

た
い
と
の
答
弁
で
し
た
。

▲二次元コード

二次元コード▶

5.8 7.5 8.1 7.1 11.1 13.1 9.9 11.1

84.6
89.6

81.7
90.8 93.5

12.212.2 11.211.2 12.412.4 13.313.3 12.312.3 11.811.8 11.011.0

100.0
90.0
80.0
70.0
60.0
50.0
40.0
30.0
20.0
10.0
0.0

平成29 平成30 令和2令和元 令和3 令和4 令和5 令和6決算
実質収支比率 経常収支比率 うち人件費部分 うち公債費部分

経常収支比率　高止まりしていますが参考値で良い

うち人件費部分　上昇してきている

単位　百万円
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４ 令和５ 令和 6 決算

実質収支額 334 435 483 449 714 824 624 714
予算現額に対する収入率 98.2 99.8 100.2 97.6 99.1 97.8 93.6 92.3
予算現額に対する執行率 93.4 94.4 95.0 93.1 92.4 89.4 87.9 85.8

単位　％
平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３ 令和４ 令和５ 令和 6 決算

実質収支比率 5.8 7.5 8.1 7.1 11.1 13.1 9.9 11.1
経常収支比率 94 84.6 89.6 93.3 81.7 90.8 94.2 93.5
うち人件費部分 25.9 23.4 23.8 32.0 28.1 30.6 31.7 33.1
うち公債費部分 12.2 11.2 12.4 13.3 12.0 12.3 11.8 11.0

町の実質収支額　実質収支比率　経常収支比率　年度別推移　

実質収支比率、経常収支比率をグラフ化　（町の決算資料から作成）

うち公債費部分　公債費を使って未来への投資を考える時
実質収支比率　令和３年度より上昇　注視

12.012.0

25.9 23.4
32.0

28.1 30.6 33.1

29.8
31.7

93.394.0 94.2

▲右の二次元コードから一般質
問で使用したデータ資料（4枚）
を見ることができます。
町の財政状況、基金（貯金）の状
況、実質収支等の状況をグラフ
にしています。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

一 質般 問

　
町
の
中
山
間
地
の

農
業
を
ど
う
守
っ
て

い
く
の
か
。平
場
の
圃
場
で

は
生
産
性
が
向
上
し
、中
山

間
地
で
は
人
手
、コ
ス
ト
も

か
か
る「
農
業
労
働
力
の
高

齢
化
＋
農
地
荒
廃
の
進
行
＋

中
山
間
地
の
支
援
お
い
て
け

ぼ
り
＝
農
業
集
落
の
存
続
危

う
い
」と
な
り
得
る
わ
け
で

す
。こ
の
よ
う
な
状
況
を
見

過
ご
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
危
機
的
な
状
況

を
脱
し
て
い
く
に
は
、中
山

間
地
に
お
い
て
も
儲
か
る
農

業
、作
り
や
す
い
農
地
に
し

て
い
く
こ
と
、多
様
な
担
い

手
の
確
保
が
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。そ
こ
で
町
の
農
業

の
①
現
状
認
識
②
広
域
的
に

修
繕
が
進
め
ら
れ
る
支
援
施

策
③
作
り
や
す
い
農
地
に
し

て
い
く
た
め
の
施
策
④
新
た

中山間地の農業を持続可能にしていくには

町
の
公
共
施
設
に「
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か

新
こ
ど
も
園
で「
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」に
取
り
組
ん
で
い
く

な
担
い
手
確
保
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。①

中
山
間
地
域
は
、

農
家
数
の
減
少
や
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
等
が
顕

著
で
あ
り
、早
急
な
対
応
が

必
要
で
す
。

②
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

の
資
源
向
上
支
払
交
付
金

（
施
設
の
長
寿
命
化
）ま
た
は

農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防

災
減
災
事
業
の
活
用
が
あ
り

ま
す
。

③
国
の
予
算
に
よ
り「
大
区

画
化
等
加
速
化
支
援
事
業
」

が
あ
り
、活
用
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

④
新
規
就
農
者
へ
の
補
助
金

交
付
、認
定
農
業
者
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
、集
落
営
農
組

織
等
へ
の
経
営
支
援
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
町
の
公
共
施
設
の

多
く
は
、既
に
30
年

以
上
経
過
し
て
い
る
建
築
物

が
全
体
の
約
60
％
を
占
め
て

お
り
、こ
れ
ら
施
設
の
老
朽

化
対
策（
長
期
的
な
視
点
で
、

更
新・統
廃
合・長
寿
命
化
等

を
計
画
的
に
行
う
こ
と
）を

進
め
て
い
く
た
め
に「
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」が

あ
り
ま
す
。

　
今
後
、人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、保

有
す
る
全
て
の
施
設
を
更
新

し
て
い
く
こ
と
は
財
政
的
に

困
難
で
あ
り
、利
用
者
が
少

な
く
な
る
こ
と
で
見
直
し
も

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。そ

こ
で
、集
約
化
や
複
合
化
な

ど
も
考
え
な
が
ら
、施
設
の

更
新
経
費
を
抑
制
す
る「
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」を
取
り

入
れ
、持
続
可
能
な
行
政
運

営
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。老
朽
化
が
進
む
①

子
育
て
支
援
施
設
②
学
校
施

設
③
公
営
住
宅
施
設
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

①
子
育
て
支
援
施
設

は
、幼
稚
園
や
保
育

所
の
再
編
に
よ
り「
認
定
こ

ど
も
園
化
」を
進
め
、幼
児
教

育
・
保
育
の
一
体
化
に
よ
る

整
備
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。今
後
、新
こ
ど
も
園
の

実
施
設
計
等
で「
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」に
も
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

②
必
佐
小
学
校
は
、築
40
年

以
上
経
過
し
老
朽
化
が
著
し

い
こ
と
か
ら
、改
修
検
討
委

員
会
を
設
置
し
、長
寿
命
化

改
修
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

学
校
施
設
の「
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」は
、学
校
の
児
童
・

生
徒
数
が
減
少
し
続
け
て
い

る
状
況
に
加
え
、施
設
の
老

朽
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、教
育
環
境
の
向
上
と

財
政
負
担
の
軽
減
を
同
時
に

達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

重
大
な
課
題
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

③
公
営
住
宅
施
設
は
、令
和

８
年
度
に
第
２
内
池
団
地
か

ら
長
寿
命
化
に
向
け
た
設
計

業
務
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

「大区画化等加速化支援事業」の活用を検討していく

山
やま

本
もと

 秀
ひで

喜
き

 議員

◇
要
望
と
し
て

　
国
が
進
め
る「
大
区

画
化
等
加
速
化
支
援

事
業
」が
日
野
の
中
山

間
地
で
使
え
る
所
が

少
な
い
こ
と
を
指
摘
、

も
っ
と
中
山
間
地
に

見
合
う
制
度
の
改
善

を
要
望
し
ま
し
た
。

施設名 建築年度 経過年数
延床面積

（ｍ²）

有形固定資産

減価償却率

（％）

整備方針 形態

⻄⼤路幼稚園 Ｈ2 35 531 99.0 ⼦育て⽀援施設
学童保育所等

転⽤

こばと園 Ｈ26 11 810 27.0 幼保連携型認定こども園 こども園

あおぞら園鎌掛分園 Ｈ3 34 408 96.0 みらいしゃくなげ保育園
が運営

⺠営

南⽐都佐幼稚園 Ｓ59 41 676 100.0 ⼩規模保育施設 ⺠営化

あおぞら園 Ｓ63 37 706 100.0

⽇野幼稚園 Ｓ60 40 1043 100.0

必佐幼稚園 Ｓ58 42 1160 100.0

桜⾕こども園
第1園舎（旧幼稚園）

Ｈ2 35 371 99.0

桜⾕こども園
第2園舎（旧保育所）

Ｈ2 35 515 99.0 幼保連携型認定こども園 こども園

※有形固定資産減価償却率とは、有形固定資産のうち、⼟地以外の償却資産（建物や⼯作物等）
 の 取得価格に対する減価償却の割合です。 
 この⽐率が⾼いほど、法定耐⽤年数に近い資産が多いことを⽰し、施設等の⽼朽化が進んで
 いる と判断できます。
※⽇野町認定こども園整備基本構想（令和７年８⽉）より作成

新幼保連携型認定こども園
こども園

町⽴幼児教育保育施設の再編整備計画と有形固定資産減価償却率

令和１０年４⽉開園
新こども園建設予定

右の二次元コードから
読み取れます。

町には老朽化している施設が多くあります。
その一部、子育て支援施設の
調査をした表です。

　
去
る
令
和
７
年
７

月
９
日
に
会
津
若
松

市
が
中
心
と
な
っ
た
同
市
ゆ

か
り
の
12
の
自
治
体
が
災
害

時
相
互
支
援
に
関
す
る
協
定

に
我
が
町
も
参
加
し
協
定
を

締
結
し
た
と
聞
き
ま
し
た
が
、

①
そ
の
趣
旨
や
内
容
ね
ら
い
、

ま
た
発
災
時
に
当
町
役
場
の

動
き
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

②
協
定
を
締
結
さ
れ
た
12
市

町
の
う
ち
、長
野
県
伊
那
市
、

神
奈
川
県
横
須
賀
市
、徳
島

県
鳴
門
市
の
３
市
に
お
い
て

は
今
ま
で
当
町
と
交
流
実
績

が
な
い
と
思
い
ま
す
が
、も

し
も
の
際
は
車
両
だ
と
道
路

事
情
が
許
せ
ば
６
時
間
以
内

に
応
援
に
来
て
も
ら
え
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。日
野
町

で
の
発
災
の
と
き
応
援
体
制

に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
か

ど
う
か
尋
ね
ま
す
。

③
令
和
６
年
１
月
の
能
登
半

島
地
震
は
年
始
に
も
か
か
わ

ら
ず
担
当
課
の
職
員
が
現
地

で
奮
闘
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、

繁
忙
期
に
依
頼
が
あ
っ
た
場

合
は
ど
う
し
ま
す
か
。

④
三
重
県
松
阪
市
と
は「
蒲

生
氏
郷
公
ゆ
か
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
共
同
宣
言
」を
３
市
町

で
交
わ
し
て
い
る
が
、防
災

面
へ
の
発
展
を
検
討
で
き
ま

せ
ん
か
。

⑤
さ
ら
に
昨
年
12
月
に
大
阪

府
泉
大
津
市
と「
農
業
を
通

じ
た
連
携
に
よ
る
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
」に
関
す
る

協
定
を
締
結
さ
れ
た
が
、こ

ち
ら
と
も
災
害
時
支
援
の
協

定
に
発
展
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。

①
本
協
定
は
地
震
、

風
水
害
、原
子
力
発

電
所
事
故
等
の
災
害
発
生
時

に
友
愛
の
精
神
に
基
づ
き
相

互
に
支
援
を
行
い
被
災
自
治

体
の
住
民
生
活
の
早
期
回
復

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。食
料
、飲
料
水
、生

活
必
需
物
資
の
提
供
、資
機

材
の
貸
与
、応
急
復
旧
に
必

要
な
職
員
の
派
遣
を
想
定
し

て
い
ま
す
。

②
当
初
は
避
難
所
運
営
の
補

助
や
物
資
輸
送
を
優
先
し
つ

つ
段
階
的
に
給
水
活
動
や
罹

災
証
明
書
発
行
業
務
も
割
り

振
り
も
想
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
協
定
市
町
間
で
調
整
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

③
繁
忙
期
で
あ
っ
て
も
可
能

な
限
り
の
派
遣
に
努
め
る
つ

も
り
で
す
が
本
人
の
家
庭
事

情
や
職
場
の
理
解
に
改
め
て

配
慮
し
ま
す
。

④
松
阪
市
と
は
支
援
を
相
互

に
行
う
こ
と
を
担
当
者
間
で

確
認
し
て
い
ま
す
が
、明
文

さ
れ
た
協
定
の
締
結
に
向
け

当
町
と
し
て
前
向
き
に
検
討

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

⑤
令
和
８
年
産
米
か
ら
泉
大

津
市
の
学
校
給
食
等
に
日
野

町
産
の「
み
ず
か
が
み
」を
導
入

す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
が
、

今
後
は
こ
の
関
係
を
防
災
分

野
へ
も
発
展
さ
せ
る
べ
く
、

関
係
各
課
、相
手
先
と
の
調

整
を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

甲
賀
市
か
ら
供
給
を
受
け
る
南
比
都
佐
地
区
の
上
水
道
の

区
域
外
供
給
に
つ
い
て（
そ
の
2
）

　
こ
の
質
問
は
昨
年

の
９
月
議
会
で
も
取

り
上
げ
ま
し
た
が
改
め
て
伺

い
ま
す
。

①
令
和
７
年
10
月
に
、甲
賀

市
役
所
と
日
野
町
役
場
の
関

係
者
で
こ
の
こ
と
を
含
め
た

協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
結
果
が
ど
う
で
あ
っ
た

か
報
告
を
求
め
ま
す
。

②
町
長
や
私
も
出
席
し
た
あ

る
自
治
会
の
新
年
行
事
で
も

不
具
合
解
消
に
向
け
た
い
ろ

い
ろ
具
体
的
な
要
望
や
提
案

が
出
さ
れ
ま
し
た
。今
年
の

１
月
30
日
に
行
わ
れ
た
関
係

区
長
と
日
野
町
役
場
上
下
水

道
課
と
の
懇
談
会
で
も
従
来

の
枠
を
超
え
た
提
案
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。具
体
的
な
現

状
打
開
の
第
一
歩
を
地
区
内

の
住
民
も
求
め
て
い
ま
す
。

今
後
の
対
応
方
針
に
つ
い
て

町
の
考
え
を
尋
ね
ま
す
。

③
あ
わ
せ
て
日
野
町
南
部
や

西
部
エ
リ
ア
で
諸
々
の
情
勢

の
変
化
で
大
型
の
住
宅
団
地

や
、工
業
団
地
、郊
外
型
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
計
画
が

上
が
っ
て
き
た
と
き
、水
道

需
要
に
対
す
る
供
給
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
る
か
伺
い
ま

す
。

①「
南
比
都
佐
地
区

（
下
駒
月
）に
お
け
る

上
水
道
の
適
切
な
維
持
管
理

に
つ
い
て
」の
要
望
書
を
提

出
し
水
道
事
業
者
の
責
務
と

し
て
早
期
着
工
す
る
よ
う
要

請
し
ま
し
た
が
、管
内
に
多

く
の
老
朽
個
所
が
あ
り
市
内

か
ら
優
先
的
に
対
応
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

②
町
の
基
本
方
針
と
し
ま
し

て
は
、こ
れ
ま
で
と
同
様
、独

立
採
算
に
よ
る
地
方
公
営
企

業
で
あ
る
水
道
事
業
は
事
業

者
の
責
務
に
お
い
て
対
応
す

る
と
い
う
基
本
理
念
を
も
と

に
、関
係
地
区
の
皆
さ
ま
と

連
携
を
図
り
、早
期
着
工
さ

れ
る
よ
う
取
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

③
進
出
さ
れ
る
事
業
所
等
の

規
模
に
よ
り
水
道
需
要
は
大

き
く
異
な
る
た
め
、具
体
的

な
計
画
協
議
の
な
か
で
、対

応
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

発災時に友愛の精神で支援する 今後拡大していきたい

会津若松市交流市町災害時相互支援協定について

柚
ゆの

木
き

 記
き

久
く

雄
お

 議員

水
道
事
業
の
独
立
採
算
を
基
本
と
し
関
係
地
区
と
連
携
し
て
対
応
に
あ
た
る

今年の育苗作業の様子

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

17 16議会だより
日野町議会

議会だより
日野町議会

2026.５.15 2026.５.1517 議会だより
日野町議会

2026.５.15



　
日
野
町
周
辺
で
ク

マ
の
話
は
聞
か
な
い

も
の
の
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
が

家
の
近
く
ま
で
下
り
て
き
て

い
ま
す
。
今
回
は
イ
ノ
シ
シ

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　
獣
害
対
策
は
過
去
の
議
会

で
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
感
じ
る
と
こ
ろ

地
元
ま
か
せ
に
な
っ
て
い
る

よ
う
に
も
思
う
と
こ
ろ
で

す
。

　
町
も
農
林
課
や
関
係
の
職

員
さ
ん
が
専
門
的
に
対
応
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
家
か
ら

離
れ
た
田
畑
に
は
メ
ッ
シ
ュ

金
網
や
青
色
の
防
風
ネ
ッ
ト

を
設
置
し
何
年
間
か
効
果
が

あ
り
ま
す
が
、
ス
キ
マ
を
狙

っ
て
通
り
抜
け
生
活
圏
に
侵

入
し
て
き
ま
し
た
。
道
路
や

河
川
か
ら
の
侵
入
は
容
易
で

最
近
で
は
夜
間
に
道
路
を
並

ん
で
歩
行
す
る
イ
ノ
シ
シ
を

見
か
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

①
町
か
ら
は
毎
年
捕
獲
数
を

報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
生
息

数
は
把
握
さ
れ
て
い
る
の

か
。

②
個
体
数
管
理
は
可
能
か
、

ま
た
大
学
や
各
種
研
究
機
関

と
の
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。

③
農
地
を
守
る
「
囲
い
わ

な
」
は
狩
猟
免
許
を
持
た
な

く
て
も
設
置
で
き
る
が
、
購

入
に
町
の
協
力
は
得
ら
れ
る

か
。

④
特
に
猟
銃
免
許
は
定
期
的

な
射
撃
訓
練
や
、
銃
弾
の
購

入
、
複
数
の
許
可
や
届
出
が

い
る
た
め
必
要
経
費
が
多
く

か
か
る
。
免
許
所
持
者
の
維

持
拡
大
を
図
る
対
策
や
報
酬

の
増
加
の
施
策
は
行
え
な
い

か
。

①
イ
ノ
シ
シ
の
生
息

数
は
群
れ
単
位
の
管

理
や
調
査
が
容
易
で
な
く
正

確
な
把
握
は
難
し
い
が
、
集

落
か
ら
の
被
害
報
告
等
で
お

お
よ
そ
の
範
囲
を
把
握
し
て

い
る
。

②
県
や
地
域
の
管
理
計
画
で

狩
猟
と
有
害
鳥
い
。

④
免
許
取
得
前
の
講
習
会
の

受
講
費
の
一
部
を
助
成
し
て

い
る
。駆
除
に
対
す
る
報
酬

は
今
後
他
市
町
の
状
況
等
を

研
究
し
た
い
。

日
野
町
南
部
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
考
え
る

①
今
年
甲
賀
市
土
山

町
か
ら
鎌
掛
地
区
を

経
由
し
て
近
江
八
幡
に
至
る

県
道
土
山
蒲
生
近
江
八
幡
線

が
測
量
工
事
に
入
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。
工
事
の
完
成

に
は
ま
だ
何
年
も
か
か
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
完
成
後
の
交

通
の
流
れ
を
考
え
て
み
ま
し

た
。

　
日
野
町
に
入
っ
て
く
る
車

は
、
国
道
3
0
7
号
グ
リ
ー

ン
バ
イ
パ
ス
の
木
津
交
差
点

に
向
か
い
ま
す
。
そ
し
て
南

下
す
る
よ
り
日
田
交
差
点
に

向
か
う
は
ず
で
す
。
3
0
7

号
の
複
線
化
が
な
い
と
渋
滞

が
さ
ら
に
悪
化
し
ま
す
。
私

は
木
津
交
差
点
よ
り
西
側
に

進
む
新
道
の
提
案
を
考
え
ま

し
た
。
県
道
日
野
徳
原
線
に

つ
な
が
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
に
対
す
る
町
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

②
県
の
道
路
整
備
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
挙
が
っ

て
い
る
内
池
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ

ウ
ト
交
差
点
か
ら
別
所
の
Ｊ

Ａ
倉
庫
前
の
交
差
点
に
つ
な

が
る
バ
イ
パ
ス
整
備
計
画
で

す
。

　
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
交
差

点
か
ら
先
は
右
に
進
む
も
、

左
に
進
む
も
交
差
点
、
一
旦

停
止
ま
た
は
踏
切
が
あ
り
県

道
日
野
徳
原
線
や
甲
賀
市
水

口
町
方
面
へ
の
連
続
性
が
途

切
れ
て
い
ま
す
。
日
野
川
と

近
江
鉄
道
を
横
断
す
る
こ
と

が
計
画
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

い
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
知

恵
を
絞
っ
て
バ
イ
パ
ス
整
備

計
画
が
進
む
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。
県
の
道
路
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
の
優
先
度
ア
ッ
プ
に
向

け
町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
一
点
目
の
新
道
と
こ
の

バ
イ
パ
ス
整
備
が
県
道
と
し

て
結
び
つ
く
こ
と
を
地
元
議

員
と
し
て
要
望
し
ま
す
。

①
道
路
整
備
に
つ
い

て
は
、
提
案
い
た
だ

い
た
ル
ー
ト
で
新
道
が
で
き

る
と
国
道
3
0
7
号
の
渋
滞

解
消
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
現
時
点
で
は
県

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
上
が
っ
て
い
な
い
ル
ー
ト

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
道
土

山
蒲
生
近
江
八
幡
線
の
完
成

後
に
整
備
が
必
要
な
道
路
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

②
バ
イ
パ
ス
整
備
に
つ
い
て

は
県
よ
り
名
神
名
阪
連
絡
道

路
の
計
画
と
整
合
を
図
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
う
少

し
検
討
に
時
間
を
要
す
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
町
と
し
て

早
期
着
手
に
向
け
、
優
先
度

が
上
が
る
よ
う
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

東近江被害防止計画により狩猟と有害捕獲で対応する

人家近くまで下りてきたイノシシへの獣害対策は

柚
ゆの

木
き
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き

久
く
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県
道
日
野
徳
原
線（
内
池
）バ
イ
パ
ス
整
備
は
早
期
着
手

に
向
け
、優
先
度
が
上
が
る
よ
う
要
望
す
る

⑳県道日野徳原線⑳県道日野徳原線

⑳⑳

一 質般 問

他
の
乗
車
証
は
費
用
対
効
果

を
含
め
研
究
を
進
め
て
い

く
。

③
県
内
市
町
の
制
度
等
の
研

究
と
と
も
に
、
日
野
町
か
ら

近
江
鉄
道
や
近
江
鉄
道
バ
ス

を
利
用
し
て
通
学
さ
れ
て
い

る
学
生
の
人
数
や
通
学
定
期

券
の
販
売
枚
数
を
確
認
し
、

公
共
交
通
の
利
用
促
進
も
踏

ま
え
た
補
助
支
援
制
度
を
研

究
し
て
い
る
。

④
乗
換
案
内
は
現
在
、
日
野

町
営
バ
ス
３
路
線
の
バ
ス
停

留
所
が
あ
る
役
場
で
案
内
し

て
い
る
。
ま
ち
な
か
交
通
拠

点
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
の
向

上
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
地

域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
再
編
と
あ
わ
せ
、
運
行
事

業
者
と
も
連
携
し
て
研
究
す

る
。

中
なか

西
にし

 佳
けい

子
こ

 議員

災
害
に
備
え
た
対
応
策
の
整
備
に
つ
い
て

公
共
施
設
で
は
、消
防
法
に
基
づ
く
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
る

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震

は
今
後
発
生
す
る
確

率
が
高
く
災
害
対
策
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
町
で
も

「
日
野
町
地
域
防
災
計
画
」

に
基
づ
き
防
災
減
災
対
策
が

進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
町
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
何
点
か
伺
う
。

①
公
共
施
設
の
避
難
訓
練
状

況
は
。

②
役
場
庁
舎
に
来
庁
さ
れ
て

い
る
方
の
安
全
の
た
め
、
特

に
１
階
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な

ど
配
備
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

ま
た
防
災
自
動
販
売
機
な
ど

も
有
効
だ
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

③
避
難
所
の
運
営
に
つ
い

て
、
住
民
が
主
体
的
に
参
画

で
き
る
よ
う
に
避
難
所
初
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
配
備
状
況

は
。

④
避
難
所
の
環
境
改
善
に
欠

か
せ
な
い
の
が
ト
イ
レ
問
題

で
す
。
自
動
ラ
ッ
プ
式
ト
イ

レ
や
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
へ

の
町
の
見
解
は
。

⑤
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
に

つ
い
て
、
町
は
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
設
置
促
進
事
業
補
助
金

交
付
事
業
を
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
事
業
の
経
緯
と
実

績
の
無
い
原
因
、
ま
た
今
後

の
取
り
組
み
を
伺
う
。

①
消
防
法
に
基
づ
く

火
災
訓
練
、
地
震
発

生
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を

定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
。

②
避
難
経
路
や
住
民
誘
導
の

動
線
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
等

に
よ
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
設

置
場
所
も
検
討
を
進
め
る
。

災
害
対
応
型
自
動
販
売
機
に

つ
い
て
は
、
設
置
済
み
の
機

器
の
更
新
時
期
や
、
飲
料
メ

ー
カ
ー
お
よ
び
管
理
業
者
へ

の
相
談
を
含
め
、
研
究
し
た

い
。

③
有
事
の
際
に
は
住
民
が
主

体
と
な
っ
た
、
円
滑
な
避
難

所
運
営
を
実
現
す
る
た
め
、

各
避
難
所
へ
の
事
前
配
備
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

④
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
は
建

設
費
用
や
発
災
時
の
管
路
破

損
リ
ス
ク
の
課
題
が
あ
り
導

入
に
至
っ
て
い
な
い
。
ラ
ッ

プ
式
ト
イ
レ
の
導
入
に
向
け

て
、
情
報
収
集
し
た
い
。

⑤
住
民
の
皆
様
の
生
命
と
財

産
を
電
気
火
災
か
ら
守
り
、

安
全
な
生
活
環
境
維
持
を
目

的
に
事
業
を
開
始
し
た
。
補

助
対
象
者
が
限
定
的
、
制
度

自
体
の
周
知
不
足
と
考
え
て

い
る
。
今
後
は
、
対
象
者
の

要
件
緩
和
の
検
討
と
制
度
の

周
知
徹
底
を
図
り
普
及
促
進

に
努
め
る
。

地域公共交通の活性化施策について
運賃の設定状況、方向性や見直し時期等検討中

　
町
で
は
「
日
野
町

地
域
公
共
交
通
計

画
」
を
策
定
さ
れ
、
活
性
化

施
策
と
し
て
19
事
業
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。
地
域
公
共
交

通
の
課
題
解
決
や
町
民
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
は
進
ん
で
い
る

の
か
。
何
点
か
伺
う
。

①
町
営
バ
ス
の
運
賃
体
系
の

見
直
し
状
況
は
ど
う
か
。

②
デ
ジ
タ
ル
乗
車
証
な
ど
支

払
い
方
法
の
利
便
性
向
上
は

進
ん
で
い
る
か
。

③
通
学
定
期
券
の
購
入
に
対

す
る
補
助
支
援
制
度
の
導
入

に
つ
い
て
研
究
状
況
は
。

④
ま
ち
な
か
交
通
拠
点
の
タ

ー
ミ
ナ
ル
機
能
の
向
上
や
乗

り
換
え
案
内
等
充
実
し
て
い

る
か
。

①
他
市
町
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
賃

の
設
定
状
況
や
関
係
課
、
運

行
事
業
者
と
方
向
性
や
見
直

し
時
期
等
の
検
討
を
進
め
て

い
る
。

②
カ
ー
フ
リ
ー
デ
ー
や
日
野

ひ
な
祭
り
紀
行
等
の
開
催
時

に
デ
ジ
タ
ル
無
料
乗
車
券
と

し
て
発
行
し
て
い
る
。
そ
の

会計年度任用職員にも人事院勧告の遡及を

除
雪･

除
草
に
見
る
高
齢
化
と
集
落
の
あ
り
方
は

継
続
で
き
る
方
法
を
考
え
課
題
解
決
に
向
け
た
伴
走
を
行
う

　
昨
年
12
月
定
例
会

議
で
「
会
計
年
度
任

用
職
員
の
給
与
お
よ
び
費
用

弁
償
に
か
か
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
が
可
決

さ
れ
た
。
こ
の
条
文
で
は
会

計
年
度
任
用
職
員
の
み
｢

（
人
事
院
勧
告
を
受
け
て
）

当
該
年
度
の
４
月
１
日
に
遡

っ
て
適
用
さ
れ
る
規
定
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
を
適
用
し
な

い
」
と
書
き
加
え
ら
れ
た
。

総
務
省
の
通
知
で
は
「
実
施

時
期
を
含
め
」「
常
勤
職
員

に
準
じ
て
改
定
す
る
こ
と
を

基
本
」
と
し
て
お
り
、
他
市

町
の
多
く
が
４
月
遡
及
と

し
、
当
町
で
も
昨
年
度
ま
で

遡
及
し
て
い
た
の
を
変
更
し

た
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

①
当
町
で
は
昨
年
度
ま
で
遡

及
し
て
お
り
、
他
市
町
の
多

く
が
遡
及
し
て
い
る
中
で
、

不
遡
及
の
理
由
は
何
か
。

②
施
行
期
日
等
は
「
付
則
」

の
記
述
が
多
い
が
、「
本
則
」

へ
の
記
述
で
恒
常
化
さ
れ
る
。

そ
う
し
た
理
由
を
伺
う
。

③
扶
養
控
除
と
の
関
係
で
不

遡
及
に
し
た
、
と
あ
っ
た
が

該
当
す
る
方
は
何
人
か
。
他

の
多
く
の
職
員
を
遡
及
さ
せ

ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。

④
来
年
度
以
降
の
職
員
確
保

に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
な
い

か
。

①
会
計
年
度
任
用
職

員
の
雇
用
は
一
会
計

年
度
が
単
位
で
、
年
度
当
初

に
雇
用
契
約
を
結
ぶ
。
雇
用

期
間
中
の
給
与
改
定
は
扶
養

認
定
か
ら
本
人
の
働
き
方
に

影
響
を
及
ぼ
し
、
勤
務
時
間

の
変
更
な
ど
職
場
に
も
影
響

が
及
ぶ
。

②
よ
り
安
定
的
な
給
与
体
系

と
な
る
よ
う
制
度
設
計
し
た

も
の
で
あ
る
。

③
令
和
６
年
度
の
場
合
、
３

０
５
名
中
21
名
で
あ
っ
た

が
、
個
別
対
応
は
難
し
い
。

④
影
響
は
計
り
か
ね
る
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
給
与
面
の

処
遇
を
理
由
に
退
職
さ
れ
る

方
は
聞
い
て
い
な
い
。

　「
昭
和
」
の
時
代
、

農
村
で
は
自
分
の
家

屋
敷
や
田
ん
ぼ
を
中
心
に
除

雪
や
除
草
を
行
い
、
働
き
手

の
な
い
家
の
周
り
は
、
近
所

の
住
人
が
援
助
し
、
役
員
や

消
防
･
自
警
、
若
者
が
カ
バ

ー
し
て
い
た
。
み
ん
な
で
除

雪
す
る
中
で
、
意
識
化
さ
れ

な
く
て
も
そ
こ
に
集
落
の
自

治
意
識
や
共
助
の
精
神
が
あ

っ
た
。

　
今
、
過
疎
化
･
高
齢
化
で

除
雪
や
除
草
は
行
政
懇
談
会

の
要
望
事
項
の
中
で
も
大
き

な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
。
近

年
の
一
般
質
問
か
ら
現
状
が

ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
伺

い
、
現
代
に
お
け
る
集
落
自

治
の
あ
り
方
を
町
長
に
伺
い

共
に
考
え
た
い
。

①
除
雪
機
購
入
補
助
は
ど
の

程
度
活
用
さ
れ
て
い
る
か
。

②
融
雪
剤
の
自
治
会
配
置
は

可
能
に
な
っ
た
の
か
。

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
除

雪
が
困
難
な
集
落
の
途
切
れ

た
と
こ
ろ
は
ど
う
な
る
か
。

④
美
化
活
動
へ
の
機
械
力
導

入
に
よ
る
事
故
防
止
等
の
危

険
対
策
は
。

⑤
除
雪
や
除
草
に
追
わ
れ
て

も
｢こ
の
町
が
好
き
」
｢こ

こ
で
暮
ら
そ
う
｣
と
言
え
る

住
民
が
育
つ
現
代
の
集
落
自

治
に
つ
い
て
町
長
に
伺
う
。

①
平
成
29
年
度
に
２

件
、
30
年
度
に
１
件

の
申
請
が
あ
っ
た
が
、
近
年

は
な
い
。

②
融
雪
剤
は
雪
寒
計
画
に
基

づ
き
、町
内
60
ヶ
所
に
設
置
。

集
落
の
町
道
が
凍
結
し
、
必

要
な
場
合
は
役
場
で
渡
し
て

い
る
。
使
用
期
限
は
な
い
。

③
集
落
の
途
切
れ
た
と
こ
ろ

の
対
策
は
で
き
て
い
な
い
。

④
除
草
で
あ
れ
ば
、
大
型
機

械
の
使
用
で
専
門
的
な
方
に

広
範
囲
を
作
業
い
た
だ
け
安

全
で
効
果
的
な
作
業
が
可

能
。
除
雪
は
草
刈
り
機
タ
イ

プ
の
除
雪
機
を
活
用
す
る
こ

と
で
簡
易
な
作
業
が
可
能
。

⑤
除
雪
や
除
草
な
ど
、
継
続

で
き
る
方
法
や
取
り
組
み
方

を
自
治
会
で
考
え
ら
れ
る
こ

と
で
、
な
ぜ
こ
の
事
業
を
す

る
か
、
な
ぜ
こ
の
範
囲
が
必

要
か
な
ど
本
質
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
、
整
理
が
で
き

る
の
で
は
と
考
え
る
。

　
町
に
も
ご
相
談
い
た
だ
け

れ
ば
、
課
題
解
決
に
向
け
伴

走
し
て
参
り
ま
す
。

当初契約で扶養認定や勤務の変更を避ける

加
か

藤
とう

 和
かず

幸
ゆき
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問
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一 質般 問

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
／
あ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
?!

　
近
年
日
本
で
は
、

S
N
S
の
技
術
も
合

わ
さ
っ
て
詐
欺
犯
罪
や
侵
入

犯
罪
等
が
多
く
発
生
し
て
い

る
。
町
で
も
町
民
に
防
犯
意

識
の
啓
発
と
防
犯
対
策
を
強

化
さ
れ
、
安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
が
進
む
よ
う
何
点

か
伺
う
。

①
電
話
や
S
N
S
な
ど
で
の

詐
欺
犯
罪
の
発
生
状
況
と
対

策
は
。

②
車
上
狙
い
が
発
生
し
た

が
、
注
意
喚
起
や
防
犯
対
策

へ
の
周
知
状
況
は
。

③
公
園
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
導

入
は
安
全
性
を
向
上
さ
せ
、

来
園
者
に
安
心
感
を
与
え
ら

れ
る
。
町
管
理
の
公
園
で
大

谷
公
園
し
か
防
犯
カ
メ
ラ
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い
が
、
他

の
公
園
は
必
要
な
い
の
か
。

④
住
民
の
防
犯
対
策
と
意
識

向
上
へ
の
町
の
取
り
組
み
は
。

①
特
殊
詐
欺
は
全

国
、
ま
た
滋
賀
県
で

も
増
加
し
て
い
る
。
町
で
も

１
月
か
ら
10
月
末
で
、
５
件

発
生
し
て
い
る
。
対
策
と
し

て
は
、
地
域
で
の
注
意
喚
起

の
呼
び
か
け
、
広
報
ひ
の
で

の
啓
発
や
日
野
め
～
る
で
注

意
喚
起
に
努
め
て
い
る
。

②
日
野
め
～
る
に
て
、
発
生

状
況
や
対
策
を
発
信
し
、
注

意
喚
起
を
行
っ
た
。

③
大
谷
公
園
で
夜
間
利
用
の

際
に
駐
車
場
で
車
上
荒
ら
し

が
連
続
発
生
し
、
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
し
た
。
他
の
公
園

は
夜
間
利
用
が
な
い
こ
と
か

ら
、
町
全
体
の
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
状
況
を
考
慮
し
、
予

算
や
緊
急
度
を
み
て
判
断
し

た
い
。

④
氏
郷
ま
つ
り
や
推
進
大
会

で
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
出

前
講
座
に
よ
り
、
防
犯
意
識

向
上
に
努
め
て
い
る
。
地
域

に
防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
で
防
犯
力
が
高
ま

り
、
安
心
・
安
全
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
設
置
に
関
す

る
補
助
制
度
の
活
用
を
、
自

治
会
に
案
内
し
て
い
る
。

中
なか

西
にし

 佳
けい

子
こ
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介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

事
業
の
評
価
や
改
善
案
の
検
討
を
行
う
予
定

　
日
野
町
で
は
高
齢

化
率
は
上
昇
し
、
高

齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
高
齢

者
の
方
の
み
の
世
帯
が
増
加

を
し
て
い
る
。
町
で
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
を

実
施
し
、
地
域
に
お
い
て
高

齢
者
の
社
会
参
加
の
機
会
を

増
や
し
、
介
護
予
防
を
推
進

す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
を
奨

励
・
支
援
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
何

点
か
伺
う
。

①
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

に
つ
い
て
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
が
、
住
民
へ
の
周
知

は
ど
う
さ
れ
た
の
か
。

②
事
業
の
利
点
や
問
題
点
は

ど
う
か
。

③
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

「
個
人
宅
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」
に
つ
い
て
の

計
画
や
進
捗
状
況
は
。

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
事
業
の
周
知

に
つ
い
て
は
、
現
在
は
町
の

介
護
予
防
事
業
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
「
お
た
っ

し
ゃ
教
室
サ
ポ
ー
タ
ー
連
絡

会
」
や
脳
い
き
い
き
ゲ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
の
「
ス
マ
イ
ル
ひ

の
」
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し

て
い
る
。
周
知
は
団
体
の
総

会
や
養
成
講
座
の
場
を
活
用

し
て
行
っ
て
い
る
。

②
利
点
と
し
て
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
る
方
に

と
っ
て
、
介
護
予
防
の
推
進

や
活
動
へ
の
意
欲
向
上
、
い

き
が
い
を
感
じ
る
場
の
提

供
、
更
に
は
社
会
的
孤
立
の

防
止
に
つ
な
が
る
。
町
の
保

険
者
と
し
て
も
、
介
護
給
付

費
の
増
加
抑
制
や
地
域
活
性

化
に
寄
与
す
る
効
果
が
期
待

で
き
る
。
問
題
点
は
現
在
一

部
の
団
体
を
対
象
と
し
て
い

る
た
め
、
地
域
全
体
で
の
参

加
を
促
進
す
る
仕
組
み
が
十

分
で
は
な
い
。
ま
た
対
象
を

広
げ
る
場
合
、
ポ
イ
ン
ト
付

与
や
ポ
イ
ン
ト
還
元
に
係
る

事
務
作
業
が
煩
雑
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
。

③
今
後
の
事
業
展
開
は
、
受

け
入
れ
先
を
拡
充
す
る
た

め
、
介
護
施
設
、
障
が
い
者

施
設
、
子
育
て
関
連
施
設
に

も
対
象
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う

検
討
す
る
。
事
業
参
加
者
の

増
加
の
た
め
「
広
報
ひ
の
」

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
３
月
に

情
報
掲
載
を
予
定
。「
個
人

宅
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
」
は
慎
重
に
検
討
を
進

め
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
事
業
評
価
や
改
善
案
の

検
討
を
行
う
予
定
。

安心・安全なまちづくりについて
広報ひの、日野め～るで注意喚起に努めている

一 質般 問

他
の
乗
車
証
は
費
用
対
効
果

を
含
め
研
究
を
進
め
て
い

く
。

③
県
内
市
町
の
制
度
等
の
研

究
と
と
も
に
、
日
野
町
か
ら

近
江
鉄
道
や
近
江
鉄
道
バ
ス

を
利
用
し
て
通
学
さ
れ
て
い

る
学
生
の
人
数
や
通
学
定
期

券
の
販
売
枚
数
を
確
認
し
、

公
共
交
通
の
利
用
促
進
も
踏

ま
え
た
補
助
支
援
制
度
を
研

究
し
て
い
る
。

④
乗
換
案
内
は
現
在
、
日
野

町
営
バ
ス
３
路
線
の
バ
ス
停

留
所
が
あ
る
役
場
で
案
内
し

て
い
る
。
ま
ち
な
か
交
通
拠

点
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
の
向

上
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
地

域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
再
編
と
あ
わ
せ
、
運
行
事

業
者
と
も
連
携
し
て
研
究
す

る
。

中
なか

西
にし

 佳
けい

子
こ
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災
害
に
備
え
た
対
応
策
の
整
備
に
つ
い
て

公
共
施
設
で
は
、消
防
法
に
基
づ
く
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
る

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震

は
今
後
発
生
す
る
確

率
が
高
く
災
害
対
策
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
町
で
も

「
日
野
町
地
域
防
災
計
画
」

に
基
づ
き
防
災
減
災
対
策
が

進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
町
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
何
点
か
伺
う
。

①
公
共
施
設
の
避
難
訓
練
状

況
は
。

②
役
場
庁
舎
に
来
庁
さ
れ
て

い
る
方
の
安
全
の
た
め
、
特

に
１
階
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な

ど
配
備
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

ま
た
防
災
自
動
販
売
機
な
ど

も
有
効
だ
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

③
避
難
所
の
運
営
に
つ
い

て
、
住
民
が
主
体
的
に
参
画

で
き
る
よ
う
に
避
難
所
初
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
配
備
状
況

は
。

④
避
難
所
の
環
境
改
善
に
欠

か
せ
な
い
の
が
ト
イ
レ
問
題

で
す
。
自
動
ラ
ッ
プ
式
ト
イ

レ
や
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
へ

の
町
の
見
解
は
。

⑤
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
に

つ
い
て
、
町
は
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
設
置
促
進
事
業
補
助
金

交
付
事
業
を
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
事
業
の
経
緯
と
実

績
の
無
い
原
因
、
ま
た
今
後

の
取
り
組
み
を
伺
う
。

①
消
防
法
に
基
づ
く

火
災
訓
練
、
地
震
発

生
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を

定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
。

②
避
難
経
路
や
住
民
誘
導
の

動
線
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
等

に
よ
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
設

置
場
所
も
検
討
を
進
め
る
。

災
害
対
応
型
自
動
販
売
機
に

つ
い
て
は
、
設
置
済
み
の
機

器
の
更
新
時
期
や
、
飲
料
メ

ー
カ
ー
お
よ
び
管
理
業
者
へ

の
相
談
を
含
め
、
研
究
し
た

い
。

③
有
事
の
際
に
は
住
民
が
主

体
と
な
っ
た
、
円
滑
な
避
難

所
運
営
を
実
現
す
る
た
め
、

各
避
難
所
へ
の
事
前
配
備
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

④
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
は
建

設
費
用
や
発
災
時
の
管
路
破

損
リ
ス
ク
の
課
題
が
あ
り
導

入
に
至
っ
て
い
な
い
。
ラ
ッ

プ
式
ト
イ
レ
の
導
入
に
向
け

て
、
情
報
収
集
し
た
い
。

⑤
住
民
の
皆
様
の
生
命
と
財

産
を
電
気
火
災
か
ら
守
り
、

安
全
な
生
活
環
境
維
持
を
目

的
に
事
業
を
開
始
し
た
。
補

助
対
象
者
が
限
定
的
、
制
度

自
体
の
周
知
不
足
と
考
え
て

い
る
。
今
後
は
、
対
象
者
の

要
件
緩
和
の
検
討
と
制
度
の

周
知
徹
底
を
図
り
普
及
促
進

に
努
め
る
。

地域公共交通の活性化施策について
運賃の設定状況、方向性や見直し時期等検討中

　
町
で
は
「
日
野
町

地
域
公
共
交
通
計

画
」
を
策
定
さ
れ
、
活
性
化

施
策
と
し
て
19
事
業
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。
地
域
公
共
交

通
の
課
題
解
決
や
町
民
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
は
進
ん
で
い
る

の
か
。
何
点
か
伺
う
。

①
町
営
バ
ス
の
運
賃
体
系
の

見
直
し
状
況
は
ど
う
か
。

②
デ
ジ
タ
ル
乗
車
証
な
ど
支

払
い
方
法
の
利
便
性
向
上
は

進
ん
で
い
る
か
。

③
通
学
定
期
券
の
購
入
に
対

す
る
補
助
支
援
制
度
の
導
入

に
つ
い
て
研
究
状
況
は
。

④
ま
ち
な
か
交
通
拠
点
の
タ

ー
ミ
ナ
ル
機
能
の
向
上
や
乗

り
換
え
案
内
等
充
実
し
て
い

る
か
。

①
他
市
町
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
賃

の
設
定
状
況
や
関
係
課
、
運

行
事
業
者
と
方
向
性
や
見
直

し
時
期
等
の
検
討
を
進
め
て

い
る
。

②
カ
ー
フ
リ
ー
デ
ー
や
日
野

ひ
な
祭
り
紀
行
等
の
開
催
時

に
デ
ジ
タ
ル
無
料
乗
車
券
と

し
て
発
行
し
て
い
る
。
そ
の

会計年度任用職員にも人事院勧告の遡及を

除
雪･

除
草
に
見
る
高
齢
化
と
集
落
の
あ
り
方
は

継
続
で
き
る
方
法
を
考
え
課
題
解
決
に
向
け
た
伴
走
を
行
う

　
昨
年
12
月
定
例
会

議
で
「
会
計
年
度
任

用
職
員
の
給
与
お
よ
び
費
用

弁
償
に
か
か
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
が
可
決

さ
れ
た
。
こ
の
条
文
で
は
会

計
年
度
任
用
職
員
の
み
｢

（
人
事
院
勧
告
を
受
け
て
）

当
該
年
度
の
４
月
１
日
に
遡

っ
て
適
用
さ
れ
る
規
定
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
を
適
用
し
な

い
」
と
書
き
加
え
ら
れ
た
。

総
務
省
の
通
知
で
は
「
実
施

時
期
を
含
め
」「
常
勤
職
員

に
準
じ
て
改
定
す
る
こ
と
を

基
本
」
と
し
て
お
り
、
他
市

町
の
多
く
が
４
月
遡
及
と

し
、
当
町
で
も
昨
年
度
ま
で

遡
及
し
て
い
た
の
を
変
更
し

た
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

①
当
町
で
は
昨
年
度
ま
で
遡

及
し
て
お
り
、
他
市
町
の
多

く
が
遡
及
し
て
い
る
中
で
、

不
遡
及
の
理
由
は
何
か
。

②
施
行
期
日
等
は
「
付
則
」

の
記
述
が
多
い
が
、「
本
則
」

へ
の
記
述
で
恒
常
化
さ
れ
る
。

そ
う
し
た
理
由
を
伺
う
。

③
扶
養
控
除
と
の
関
係
で
不

遡
及
に
し
た
、
と
あ
っ
た
が

該
当
す
る
方
は
何
人
か
。
他

の
多
く
の
職
員
を
遡
及
さ
せ

ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。

④
来
年
度
以
降
の
職
員
確
保

に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
な
い

か
。

①
会
計
年
度
任
用
職

員
の
雇
用
は
一
会
計

年
度
が
単
位
で
、
年
度
当
初

に
雇
用
契
約
を
結
ぶ
。
雇
用

期
間
中
の
給
与
改
定
は
扶
養

認
定
か
ら
本
人
の
働
き
方
に

影
響
を
及
ぼ
し
、
勤
務
時
間

の
変
更
な
ど
職
場
に
も
影
響

が
及
ぶ
。

②
よ
り
安
定
的
な
給
与
体
系

と
な
る
よ
う
制
度
設
計
し
た

も
の
で
あ
る
。

③
令
和
６
年
度
の
場
合
、
３

０
５
名
中
21
名
で
あ
っ
た

が
、
個
別
対
応
は
難
し
い
。

④
影
響
は
計
り
か
ね
る
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
給
与
面
の

処
遇
を
理
由
に
退
職
さ
れ
る

方
は
聞
い
て
い
な
い
。

　「
昭
和
」
の
時
代
、

農
村
で
は
自
分
の
家

屋
敷
や
田
ん
ぼ
を
中
心
に
除

雪
や
除
草
を
行
い
、
働
き
手

の
な
い
家
の
周
り
は
、
近
所

の
住
人
が
援
助
し
、
役
員
や

消
防
･
自
警
、
若
者
が
カ
バ

ー
し
て
い
た
。
み
ん
な
で
除

雪
す
る
中
で
、
意
識
化
さ
れ

な
く
て
も
そ
こ
に
集
落
の
自

治
意
識
や
共
助
の
精
神
が
あ

っ
た
。

　
今
、
過
疎
化
･
高
齢
化
で

除
雪
や
除
草
は
行
政
懇
談
会

の
要
望
事
項
の
中
で
も
大
き

な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
。
近

年
の
一
般
質
問
か
ら
現
状
が

ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
伺

い
、
現
代
に
お
け
る
集
落
自

治
の
あ
り
方
を
町
長
に
伺
い

共
に
考
え
た
い
。

①
除
雪
機
購
入
補
助
は
ど
の

程
度
活
用
さ
れ
て
い
る
か
。

②
融
雪
剤
の
自
治
会
配
置
は

可
能
に
な
っ
た
の
か
。

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
除

雪
が
困
難
な
集
落
の
途
切
れ

た
と
こ
ろ
は
ど
う
な
る
か
。

④
美
化
活
動
へ
の
機
械
力
導

入
に
よ
る
事
故
防
止
等
の
危

険
対
策
は
。

⑤
除
雪
や
除
草
に
追
わ
れ
て

も
｢こ
の
町
が
好
き
」
｢こ

こ
で
暮
ら
そ
う
｣
と
言
え
る

住
民
が
育
つ
現
代
の
集
落
自

治
に
つ
い
て
町
長
に
伺
う
。

①
平
成
29
年
度
に
２

件
、
30
年
度
に
１
件

の
申
請
が
あ
っ
た
が
、
近
年

は
な
い
。

②
融
雪
剤
は
雪
寒
計
画
に
基

づ
き
、町
内
60
ヶ
所
に
設
置
。

集
落
の
町
道
が
凍
結
し
、
必

要
な
場
合
は
役
場
で
渡
し
て

い
る
。
使
用
期
限
は
な
い
。

③
集
落
の
途
切
れ
た
と
こ
ろ

の
対
策
は
で
き
て
い
な
い
。

④
除
草
で
あ
れ
ば
、
大
型
機

械
の
使
用
で
専
門
的
な
方
に

広
範
囲
を
作
業
い
た
だ
け
安

全
で
効
果
的
な
作
業
が
可

能
。
除
雪
は
草
刈
り
機
タ
イ

プ
の
除
雪
機
を
活
用
す
る
こ

と
で
簡
易
な
作
業
が
可
能
。

⑤
除
雪
や
除
草
な
ど
、
継
続

で
き
る
方
法
や
取
り
組
み
方

を
自
治
会
で
考
え
ら
れ
る
こ

と
で
、
な
ぜ
こ
の
事
業
を
す

る
か
、
な
ぜ
こ
の
範
囲
が
必

要
か
な
ど
本
質
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
、
整
理
が
で
き

る
の
で
は
と
考
え
る
。

　
町
に
も
ご
相
談
い
た
だ
け

れ
ば
、
課
題
解
決
に
向
け
伴

走
し
て
参
り
ま
す
。

当初契約で扶養認定や勤務の変更を避ける

加
か

藤
とう

 和
かず

幸
ゆき

 議員
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学校給食無償化へのロードマップ

町
の
高
齢
者
の
健
康
と
介
護
保
険

基
金
繰
入
金
で
訪
問
介
護
事
業
者
へ
支
援
を
行
う

　
令
和
６
年
12
月
議

会
に
「
学
校
給
食
の

充
実
と
無
償
化
を
求
め
る
請

願
」
が
提
出
さ
れ
、
３
月
議

会
で
こ
れ
が
採
択
さ
れ
た
。

　
国
は
、
２
月
に
石
破
前
首

相
が
無
償
化
を
表
明
し
、
高

市
首
相
も
そ
の
方
向
性
を
明

確
に
し
、
無
償
化
は
具
体
的

な
政
治
日
程
に
上
っ
た
。

　
現
時
点
で
は
、
全
国
の
小

学
校
給
食
の
平
均
月
額
を
軸

に
一
律
補
助
の
よ
う
だ
が
、

詳
細
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
し
か
し
、
2
0
2
6
年
度

か
ら
実
施
な
ら
対
応
は
急
が

れ
る
も
の
で
あ
り
、
伺
う
。

①
教
育
委
員
会
は
「
お
い
し

く
安
全
な
給
食
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
「
現
行
の
方
式
や
質
を

落
と
さ
な
い
（
地
産
地
消
や

有
機
素
材
推
進
指
向
も
含

め
）」
を
繰
り
返
し
表
明
し

て
こ
ら
れ
た
が
、
メ
デ
ィ
ア

で
は
質
の
低
下
を
心
配
す
る

声
も
聞
く
。
町
の
基
本
姿
勢

に
変
わ
り
は
な
い
か
。

②
国
は
26
年
度
実
施
を
掲
げ

て
い
る
が
、
町
の
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
は
で
き
て
い
る
か
。

③
国
は
小
学
校
だ
け
の
よ
う

だ
が
、
中
学
校
は
ど
う
か
。

④
国
が
示
し
て
い
る
額
は
、

現
行
の
町
の
給
食
費
よ
り
高

い
よ
う
だ
が
、
ど
う
対
応
す

る
か
。

①
食
に
関
す
る
教
育

の
重
要
な
一
環
と
位

置
づ
け
、
自
校
･
直
営
方
式

の
良
さ
を
引
き
続
き
大
切
に

し
た
い
。

②
国
か
ら
の
通
知
が
届
い
て

い
な
い
の
で
、
現
在
は
、
具

体
的
な
動
き
は
し
て
い
な

い
。

③
中
学
校
給
食
の
無
償
化
に

つ
い
て
は
、
財
源
の
課
題
も

あ
り
、
町
単
独
で
の
実
施
は

考
え
て
い
な
い
。

④
全
国
の
平
均
額
を
一
律
補

助
さ
れ
れ
ば
現
在
の
給
食
費

よ
り
多
い
。
し
か
し
、
経
費

の
余
剰
が
あ
る
わ
け
で
な

く
、
町
と
し
て
大
切
に
し
て

き
た
も
の
を
今
後
も
し
っ
か

り進めたい
。

　
今
夏
、
町
内
で
ひ

と
り
の
「
孤
独
死
」

が
あ
っ
た
。
発
見
は
約
一
週

間
後
。

①
こ
の
よ
う
な
「
孤
独
死
」

は
町
内
で
年
間
何
人
く
ら
い

あ
る
の
か
。

②
認
知
症
の
方
や
疾
病
の
方

に
対
す
る
「
見
守
り
」
は
聞

く
が
、
比
較
的
健
康
な
方
に

対
す
る
施
策
は
あ
る
か
。

③
遺
品
や
家
財
･
家
屋
の
整

理
･
管
理
は
ど
う
な
る
か
。

④
滋
賀
県
の
平
均
寿
命
は
今

年
全
国
一
、「
健
康
寿
命
」

も
上
位
と
報
道
さ
れ
た
。
日

野
町
は
ど
う
か
。

⑤
要
介
護
認
定
は
16
・
５
％

で
、県
下
で
６
番
目
に
低
い
。

内
訳
も
「
要
支
援
」
や
「
要

介
護
１
～
３
」
な
ど
比
較
的

軽
度
の
方
が
多
い
。
こ
れ
を

ど
う
見
て
お
ら
れ
る
か
。

⑥
昨
年
の
訪
問
介
護
基
本
報

酬
の
引
き
下
げ
で
、
訪
問
介

護
事
業
所
の
休
廃
止
が
広
が

っ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
の
就
労
状
況
、
待
遇
、
利

用
者
の
声
な
ど
町
内
２
事
業

所
の
状
況
を
伺
う
。

⑦
町
は
第
９
期
へ
の

移
行
段
階
で
一
人
あ

た
り
５
７
，
０
０

０
円
と
い
う
県
下
最
高
額
の

介
護
給
付
費
準
備
基
金
を
た

め
込
ん
で
い
る
。
今
年
の

町
の
介
護
保
険
料
基
準
額

７
４
，
４
０
０
円
は
高
す
ぎ

る
。
基
金
の
取
り
崩
し
を
行

な
い
、
訪
問
介
護
事
業
所
の

支
援
等
の
充
実
も
可
能
で
は

な
い
か
。①

定
義
が
様
々
で
把

握
し
て
い
な
い
。
内

閣
府
の
令
和
６
年
推
計
デ
ー

タ
で
は
全
国
で
２
１
，
８
５

６
件
、
う
ち
約
７
割
が
高
齢

者
で
あ
る
。

②
民
生
委
員
な
ど
と
連
携
し

た
住
民
間
の
つ
な
が
り
、
地

域
づ
く
り
の
取
り
組
み
等
。

③
町
と
し
て
も
重
要
視
し
て

お
り
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
」
や
「
住
ま
い
の
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」の
活
用
を
。

④
日
野
町
の
平
均
寿
命
は
男

性
83
・
02
歳
（
市
区
町
村
別

で
全
国
39
位
･
県
３
位
）、

女
性
88
・
57
歳
（
同
37
位
･

２
位
）。「
健
康
寿
命
」
の
具

体
的
資
料
は
な
い
が
、
滋
賀

県
は
全
国
２
位
と
さ
れ
て
い

る
。

⑤
お
た
っ
し
ゃ
教
室
、
出
前

講
座
な
ど
で
健
康
意
識
が
高

く
、
専
門
職
に
よ
る
実
態
把

握
訪
問
な
ど
が
重
症
化
予
防

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

⑥
ヘ
ル
パ
ー
財
源
に
、
基
本

報
酬
の
減
額
改
定
に
対
す
る

支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。

自校･直営方式の良さを大切にしたい

加
か

藤
とう

 和
かず

幸
ゆき

 議員

一 質般 問

　
統
計
デ
ー
タ
で
は

日
野
町
か
ら
20
代
の

流
出
が
顕
著
で
、
人
口
減
少

の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
「
二
十
歳
の
つ
ど

い
」
実
行
委
員
か
ら
は
「
地

域
と
の
関
わ
り
方
が
わ
か
ら

な
い
」と
い
う
声
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
町
の
事
業
を
年
代

や
ジ
ャ
ン
ル
別
に
表
で
可
視

化
し
て
み
る
と
中
学
生
以
降

の
「
参
画
」や
「
自
己
実
現
」

の
場
が
手
薄
だ
。
中
学
生
以

降
、
地
域
と
継
続
的
に
関
わ

れ
る
仕
組
み
は
十
分
に
用
意

さ
れ
て
い
る
か
。

　
十
分
と
は
言
え
な

い
。
中
学
生
以
降
は

地
域
と
の
接
点
が
希
薄
に
な

り
や
す
い
。
現
在
は
公
民
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
中
学
生
の

職
場
体
験
、日
野
高
校
の「
日

野
チ
ャ
レ
」
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　
流
出
の
可
能
性
は

あ
る
。
令
和
８
年
度

は
「
ひ
の
若
者
会
議
」
の
継

続
支
援
や
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
関
係
人
口
創
出
の
た

め
の
制
度
設
計
を
進
め
る
。

若
者
が
緩
や
か
に
集
ま
れ
る

「
場
」
の
構
築
に
も
研
究
し

て
い
く
。
図
書
館
で
は
引
き

続
き
、
金
曜
午
後
の
「
若
者

プ
レ
イ
ス
」
や
中
高
生
が
企

画
す
る
「
図
書
館
ク
ラ
ブ
」

な
ど
を
通
じ
て
、
緩
や
か
な

つ
な
が
り
を
つ
く
っ
て
い
く
。

　「
日
野
め
～
る
」

は
メ
ー
ル
な
の
で
今

時
見
ら
れ
な
い
の
で
は
。

　
双
方
向
は
難
し
い

が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
を
お
こ
な
っ
て

い
く
予
定
だ
。

　
小
中
高
の
授
業
で

は
「
ま
ち
づ
く
り
」

の
プ
レ
ゼ
ン
を
つ
く
っ
て
い

る
。
プ
レ
ゼ
ン
で
終
わ
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
実
践

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
ま
ち
づ
く
り
に
参
画

し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い

か
。

　「
や
り
切
っ
て
い

く
」
と
こ
ろ
ま
で
す

る
こ
と
が
大
事
な
の
で
、
ア

ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教

育
（
社
会
課
題
解
決
へ
挑
戦

す
る
力
を
養
う
教
育
）
へ
発

展
さ
せ
て
い
き
た
い
。
氏
郷

ま
つ
り
に
も
「
関
わ
り
し

ろ
」
を
つ
く
っ
て
こ
ど
も
た

ち
を
巻
き
込
む
仕
掛
け
を
し

た
い
。

　「
地
域
と
の
関
わ

り
方
が
わ
か
ら
な

い
」
こ
と
が
人
口
流
出
を
強

め
て
い
る
可
能
性
は
な
い
か
。

若
者
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
に

令
和
８
年
度
予
算
に
反
映
さ

れ
て
い
る
具
体
的
な
施
策
は
。

野
の

矢
や

 貴
たか

之
ゆき

 議員

中高生以降に地域と関われる仕組みは十分にあるか
若者の「関わりしろ」を増やしＳＮＳ発信をしていく

▼【事例】年代別に事業を可視化する表（MECE）

※MECE（ミーシー）＝物事を重複や抜け漏れなく整
理・分類することで、問題を明確にするための論理的思
考法のこと
日野町行政では、予算編成時に話し合うことはあるが、
この表のような年代別テーマ別での横断的な事業の整
理・点検はできていない。

　
日
野
町
の
農
業
振

興
を
図
る
た
め
に
受

け
手
と
な
る
集
落
営
農
や
大

規
模
農
家
を
い
か
に
経
営
強

化
す
る
の
か
。
国
は
主
食
で

あ
る
米
生
産
の
持
続
的
な
発

展
を
構
築
す
る
た
め
に
農
地

の
大
区
画
や
ド
ロ
ー
ン
、
自

動
操
舵
式
農
業
機
械
の
導
入

な
ど
ス
マ
ー
ト
農
業
を
推
進

し
、
農
業
経
営
の
生
産
性
の

向
上
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
受
け
て
県
に
お
い
て
も

滋
賀
県
の
事
情
に
応
じ
た
農

業
振
興
対
策
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
を
そ
の
ま

ま
流
す
だ
け
な
の
か
、
そ
う

で
は
な
く
日
野
町
の
事
業
に

応
じ
た
施
策
と
し
て
工
夫
し

活
用
し
て
い
く
の
か
、
日
野

町
の
農
業
振
興
は
大
き
な
分

岐
点
を
迎
え
て
い
ま
す
。
私

は
、
日
野
町
に
お
け
る
地
理

的
、
人
的
な
課
題
や
条
件
に

応
じ
た
施
策
を
講
じ
る
べ
き

だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
日
野
町
の
５
年
後
、
10

年
後
の
農
地
の
姿
、
ま
た
そ

の
農
地
を
誰
が
ど
の
よ
う
に

担
っ
て
い
る
の
か
の
姿
を
目

標
と
す
る
日
野
町
の
水
田
農

業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、

国
・
県
の
支
援
に
不
足
す
る

と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
水
田
農
業

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
日
野

町
独
自
の
支
援
策
を
講
じ
る

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
日
野
町
の
農
地
を
守
り
、

農
地
を
引
き
受
け
る
担
い
手

を
い
か
に
育
成
し
、
担
い
手

の
農
業
経
営
を
持
続
可
能
な

も
の
と
す
る
た
め
の
経
営
強

化
を
い
か
に
推
進
さ
れ
て
い

く
の
か
を
伺
い
ま
す
。

　
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
が
進
み
、
今
後
、

農
地
を
守
り
農
業
振
興
を
進

め
て
い
く
た
め
に
は
集
団
営

農
組
織
の
よ
う
に
複
数
名
で

営
農
活
動
に
取
り
組
む
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
も
解
決
策

の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
農
村
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
は
小
規
模
農
家
や
兼
業

農
家
の
存
在
は
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
集
落
営
農
組
織
や

認
定
農
業
者
等
と
合
わ
せ
、

多
様
な
担
い
手
が
相
互
に
連

携
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
必

要
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
国
や
県
で
実
施
さ
れ
て
い

る
事
業
の
内
、
有
効
な
も
の

日野町の水田農業の担い手の育成強化について

西
にし

澤
ざわ

 正
まさ

治
はる

 議員

は
取
り
入
れ
、
そ
れ
と
は
別

に
町
が
個
別
に
支
援
す
べ
き

課
題
に
つ
い
て
は
、
支
援
に

よ
る
効
果
等
も
慎
重
に
検
討

し
な
が
ら
重
点
支
援
地
方
交

付
金
等
、
有
効
な
財
源
の
活

用
も
視
野
に
入
れ
、
独
自
の

支
援
施
策
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
日
野
町
の
水
田
農
業
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
水

田
農
業
に
焦
点
を
当
て
た
計

画
と
し
て
は
日
野
町
農
業
再

生
協
議
会
水
田
収
益
力
強
化

ビ
ジ
ョ
ン
が
挙
げ
ら
れ
ま
す

が
複
数
年
度
の
計
画
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

水
田
作
物
ご
と
の
取
組
方
針

等
、
日
野
町
に
応
じ
た
水
田

活
用
に
つ
い
て
の
計
画
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
参
考

に
今
後
、
研
究
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

町独自の支援を進め、多様な担い手の確保に務める

過
か

半
はん

数
すう

の原
げん

則
そく

 
いろいろ話し合っても決まらないときは、“多数決”によって物事を決
定します。この“多数決”のことを議会では「過半数の原則」と言われて
います。

過
か

半
はん

数
すう

の基
き

準
じゅん

その議案を賛成するかを決定するには、出席議員
数の過半数の賛成が必要です。この出席議員数に
は何らかの理由で欠席している議員は含まれませ
ん。また議長（委員会では委員長）もこの出席議員
数の中に算入することはできません。

過
か

半
はん

数
すう

とは
計算方法は、全体の人数を2で割ってそれより多い整数となります。
計算した数字が「9.5」なら「10」が過半数です。仮に計算してみますと
日野町議会の議員定数は14人ですが、もし３人が病気などの理由で
欠席があれば１４－３＝１１人となり議長の分も除くと　11−1＝10人
が出席議員数となります。　半数は「5」で過半数は「6」となります。

賛
さん

否
ぴ

同
どう

数
すう

の場
ば

合
あい

賛否が同数となれば、議長がどちらか決定する「裁
決」をおこないます。なお議案によっては過半数で
なく“3分の2”や“4分の3”の多数が必要な場合も
あります。　

議会の多数決もっと知りたいもっと知りたい
　　　知ってほしい　　　知ってほしい 日野町議会日野町議会のルールのルール
何年か前の小学生の議場見学での質問で、「いろいろ話し合いをしても全員一致とならないときはどうするのですか」という質問
をいただきました。今回はそのことについて説明します。

ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
通
じ
て
地

域
と
若
者
を
つ
な
ぐ
仕
組
み

を
模
索
し
て
い
る
。

　
令
和
７
年
度
で
、

日
野
町
子
ど
も
会
指

導
者
連
絡
協
議
会（
町
子
連
）

が
解
散
す
る
。
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、
こ
ど

も
の
体
験
の
機
会
と
、
中
高

生
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
機
会
を

失
う
こ
と
と
な
る
。
こ
の
ギ

ャ
ッ
プ
を
ど
う
埋
め
る
の

か
。

　
今
年
、
日
野
町
内

か
ら
日
野
高
校
に
進

学
す
る
の
は
26
％
で
、
4
分

の
3
は
他
の
進
路
に
な
る
。

つ
ま
り
中
学
卒
業
ま
で
に
地

域
に
参
画
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。「
あ
つ

ま
れ
ひ
の
っ
こ
わ
く
わ
く
探

検
隊
」
と
い
う
新
事
業
で
、

小
中
学
生
に
成
功
体
験
を
し

て
ほ
し
い
。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
員
の
う
ご
き
／
議
長
コ
ラ
ム
／
編
集
後
記
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一 質般 問

⑳⑳

　
か
つ
て
日
野
町
で

は
、
地
域
行
事
や
団

体
活
動
を
通
じ
て
、
世
代
を

超
え
た
関
わ
り
の
中
で
体
験

と
学
び
が
自
然
に
生
ま
れ
て

い
ま
し
た
。し
か
し
現
在
は
、

少
子
化
や
転
出
、
組
織
縮
小

に
よ
り
、
そ
の
循
環
を
支
え

て
き
た
社
会
構
造
が
失
わ
れ

て
い
ま
す
。
体
験
格
差
は
、

体
験
内
容
の
不
足
で
は
な

く
、
体
験
や
社
会
参
画
へ
の

入
口
そ
の
も
の
が
減
っ
て
い

る
こ
と
が
要
因
で
は
な
い

か
、町
の
認
識
を
伺
い
ま
す
。

　
地
域
活
動
の
縮
小

に
よ
り
体
験
の
機
会

が
減
少
し
、
体
験
格
差
が
生

じ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て

お
り
、「
体
験
か
ら
の
学
び
」

の
仕
組
み
は
重
要
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
青
少
年
の
社
会

参
画
に
つ
い
て
も
、
関
わ
り

の
入
口
が
十
分
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
来
年
度
は
体
験
格
差

解
消
と
人
材
育
成
を
目
的
と

し
た
新
た
な
事
業
を
検
討

し
、
体
験
の
場
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
考
え
で
す
。

　
体
験
を
提
供
す
る

だ
け
で
は
学
び
や
役

割
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

学
び
は
本
人
に
し
か
で
き

ず
、
体
験
か
ら
し
か
生
ま
れ

な
い
以
上
、
体
験
を
学
び
に

変
え
る
仕
掛
け
が
必
要
で

す
。
現
在
の
自
治
会
運
営
で

は
、
体
験
の
場
が
な
い
ま
ま

役
だ
け
が
回
り
、
負
担
感
が

先
に
立
つ
状
況
が
見
ら
れ
ま

す
。
行
政
と
し
て
自
治
に
直

接
介
入
で
き
な
く
て
も
、
役

割
が
生
ま
れ
に
く
く
な
っ
て

い
る
要
因
や
体
験
か
ら
の
学

び
の
条
件
に
つ
い
て
仮
説
を

持
つ
こ
と
は
で
き
ま
す
。
自

治
の
場
で
も
体
験
と
役
割
を

一
体
で
再
設
計
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
、
町
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
交
流
や
体
験
の
機

会
が
減
少
し
た
こ
と

で
、
世
代
間
の
つ
な
が
り
が

弱
ま
り
、
役
割
が
育
ち
に
く

く
な
っ
て
い
る
状
況
は
課
題

だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
自

治
会
の
主
体
性
を
尊
重
し
つ

つ
、
役
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
に
伴
走
し
、
世

代
に
応
じ
た
小
さ
な
役
割
か

ら
無
理
な
く
関
わ
れ
る
仕
組

み
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。
体
験
の
創
出
と
役
割

の
再
設
計
は
、
地
域
を
元
気

に
す
る
た
め
に
必
要
な
取
り

組
み
で
あ
り
、
今
後
は
両
者

を
一
体
的
に
進
め
て
い
く
考

え
で
す
。

野
の

矢
や

 貴
たか

之
ゆき

 議員

体験格差解消に向けた取り組みはどうする？
体験格差解消と人材育成の新事業を考えている

▲実行されない政策には仮説がない？

▲現在の社会構造では体験格差解消には政策が必要
以前は地域の中で体験と学びが連続的に生まれる社会構造が政
策に頼らなくても自然に形成されていた。

▲地域で役割は育っていかないが役は回ってくる。

＜行政が持つべきプロセス＞
1.	 現状認識
2.	 課題仮説（なぜ起きているか）
3.	 介入仮説（何をすれば変わるか）
4.	 施策

5.	 予算
6.	 成果指標
7.	 評価

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
員
の
う
ご
き
／
議
長
コ
ラ
ム
／
編
集
後
記

一 質般 問

　
統
計
デ
ー
タ
で
は

日
野
町
か
ら
20
代
の

流
出
が
顕
著
で
、
人
口
減
少

の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
「
二
十
歳
の
つ
ど

い
」
実
行
委
員
か
ら
は
「
地

域
と
の
関
わ
り
方
が
わ
か
ら

な
い
」と
い
う
声
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
町
の
事
業
を
年
代

や
ジ
ャ
ン
ル
別
に
表
で
可
視

化
し
て
み
る
と
中
学
生
以
降

の
「
参
画
」や
「
自
己
実
現
」

の
場
が
手
薄
だ
。
中
学
生
以

降
、
地
域
と
継
続
的
に
関
わ

れ
る
仕
組
み
は
十
分
に
用
意

さ
れ
て
い
る
か
。

　
十
分
と
は
言
え
な

い
。
中
学
生
以
降
は

地
域
と
の
接
点
が
希
薄
に
な

り
や
す
い
。
現
在
は
公
民
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
中
学
生
の

職
場
体
験
、日
野
高
校
の「
日

野
チ
ャ
レ
」
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　
流
出
の
可
能
性
は

あ
る
。
令
和
８
年
度

は
「
ひ
の
若
者
会
議
」
の
継

続
支
援
や
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
関
係
人
口
創
出
の
た

め
の
制
度
設
計
を
進
め
る
。

若
者
が
緩
や
か
に
集
ま
れ
る

「
場
」
の
構
築
に
も
研
究
し

て
い
く
。
図
書
館
で
は
引
き

続
き
、
金
曜
午
後
の
「
若
者

プ
レ
イ
ス
」
や
中
高
生
が
企

画
す
る
「
図
書
館
ク
ラ
ブ
」

な
ど
を
通
じ
て
、
緩
や
か
な

つ
な
が
り
を
つ
く
っ
て
い
く
。

　「
日
野
め
～
る
」

は
メ
ー
ル
な
の
で
今

時
見
ら
れ
な
い
の
で
は
。

　
双
方
向
は
難
し
い

が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
を
お
こ
な
っ
て

い
く
予
定
だ
。

　
小
中
高
の
授
業
で

は
「
ま
ち
づ
く
り
」

の
プ
レ
ゼ
ン
を
つ
く
っ
て
い

る
。
プ
レ
ゼ
ン
で
終
わ
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
実
践

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
ま
ち
づ
く
り
に
参
画

し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い

か
。

　「
や
り
切
っ
て
い

く
」
と
こ
ろ
ま
で
す

る
こ
と
が
大
事
な
の
で
、
ア

ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教

育
（
社
会
課
題
解
決
へ
挑
戦

す
る
力
を
養
う
教
育
）
へ
発

展
さ
せ
て
い
き
た
い
。
氏
郷

ま
つ
り
に
も
「
関
わ
り
し

ろ
」
を
つ
く
っ
て
こ
ど
も
た

ち
を
巻
き
込
む
仕
掛
け
を
し

た
い
。

　「
地
域
と
の
関
わ

り
方
が
わ
か
ら
な

い
」
こ
と
が
人
口
流
出
を
強

め
て
い
る
可
能
性
は
な
い
か
。

若
者
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
に

令
和
８
年
度
予
算
に
反
映
さ

れ
て
い
る
具
体
的
な
施
策
は
。

野
の

矢
や

 貴
たか

之
ゆき

 議員

中高生以降に地域と関われる仕組みは十分にあるか
若者の「関わりしろ」を増やしＳＮＳ発信をしていく

▼【事例】年代別に事業を可視化する表（MECE）

※MECE（ミーシー）＝物事を重複や抜け漏れなく整
理・分類することで、問題を明確にするための論理的思
考法のこと
日野町行政では、予算編成時に話し合うことはあるが、
この表のような年代別テーマ別での横断的な事業の整
理・点検はできていない。

　
日
野
町
の
農
業
振

興
を
図
る
た
め
に
受

け
手
と
な
る
集
落
営
農
や
大

規
模
農
家
を
い
か
に
経
営
強

化
す
る
の
か
。
国
は
主
食
で

あ
る
米
生
産
の
持
続
的
な
発

展
を
構
築
す
る
た
め
に
農
地

の
大
区
画
や
ド
ロ
ー
ン
、
自

動
操
舵
式
農
業
機
械
の
導
入

な
ど
ス
マ
ー
ト
農
業
を
推
進

し
、
農
業
経
営
の
生
産
性
の

向
上
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
受
け
て
県
に
お
い
て
も

滋
賀
県
の
事
情
に
応
じ
た
農

業
振
興
対
策
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
を
そ
の
ま

ま
流
す
だ
け
な
の
か
、
そ
う

で
は
な
く
日
野
町
の
事
業
に

応
じ
た
施
策
と
し
て
工
夫
し

活
用
し
て
い
く
の
か
、
日
野

町
の
農
業
振
興
は
大
き
な
分

岐
点
を
迎
え
て
い
ま
す
。
私

は
、
日
野
町
に
お
け
る
地
理

的
、
人
的
な
課
題
や
条
件
に

応
じ
た
施
策
を
講
じ
る
べ
き

だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
日
野
町
の
５
年
後
、
10

年
後
の
農
地
の
姿
、
ま
た
そ

の
農
地
を
誰
が
ど
の
よ
う
に

担
っ
て
い
る
の
か
の
姿
を
目

標
と
す
る
日
野
町
の
水
田
農

業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、

国
・
県
の
支
援
に
不
足
す
る

と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
水
田
農
業

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
日
野

町
独
自
の
支
援
策
を
講
じ
る

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　
日
野
町
の
農
地
を
守
り
、

農
地
を
引
き
受
け
る
担
い
手

を
い
か
に
育
成
し
、
担
い
手

の
農
業
経
営
を
持
続
可
能
な

も
の
と
す
る
た
め
の
経
営
強

化
を
い
か
に
推
進
さ
れ
て
い

く
の
か
を
伺
い
ま
す
。

　
農
業
従
事
者
の
高

齢
化
が
進
み
、
今
後
、

農
地
を
守
り
農
業
振
興
を
進

め
て
い
く
た
め
に
は
集
団
営

農
組
織
の
よ
う
に
複
数
名
で

営
農
活
動
に
取
り
組
む
体
制

を
構
築
す
る
こ
と
も
解
決
策

の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
農
村
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
は
小
規
模
農
家
や
兼
業

農
家
の
存
在
は
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
集
落
営
農
組
織
や

認
定
農
業
者
等
と
合
わ
せ
、

多
様
な
担
い
手
が
相
互
に
連

携
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
必

要
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
国
や
県
で
実
施
さ
れ
て
い

る
事
業
の
内
、
有
効
な
も
の

日野町の水田農業の担い手の育成強化について

西
にし

澤
ざわ

 正
まさ

治
はる

 議員

は
取
り
入
れ
、
そ
れ
と
は
別

に
町
が
個
別
に
支
援
す
べ
き

課
題
に
つ
い
て
は
、
支
援
に

よ
る
効
果
等
も
慎
重
に
検
討

し
な
が
ら
重
点
支
援
地
方
交

付
金
等
、
有
効
な
財
源
の
活

用
も
視
野
に
入
れ
、
独
自
の

支
援
施
策
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
日
野
町
の
水
田
農
業
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
水

田
農
業
に
焦
点
を
当
て
た
計

画
と
し
て
は
日
野
町
農
業
再

生
協
議
会
水
田
収
益
力
強
化

ビ
ジ
ョ
ン
が
挙
げ
ら
れ
ま
す

が
複
数
年
度
の
計
画
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

水
田
作
物
ご
と
の
取
組
方
針

等
、
日
野
町
に
応
じ
た
水
田

活
用
に
つ
い
て
の
計
画
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
参
考

に
今
後
、
研
究
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

町独自の支援を進め、多様な担い手の確保に務める

過
か

半
はん

数
すう

の原
げん

則
そく

 
いろいろ話し合っても決まらないときは、“多数決”によって物事を決
定します。この“多数決”のことを議会では「過半数の原則」と言われて
います。

過
か

半
はん

数
すう

の基
き

準
じゅん

その議案を賛成するかを決定するには、出席議員
数の過半数の賛成が必要です。この出席議員数に
は何らかの理由で欠席している議員は含まれませ
ん。また議長（委員会では委員長）もこの出席議員
数の中に算入することはできません。

過
か

半
はん

数
すう

とは
計算方法は、全体の人数を2で割ってそれより多い整数となります。
計算した数字が「9.5」なら「10」が過半数です。仮に計算してみますと
日野町議会の議員定数は14人ですが、もし３人が病気などの理由で
欠席があれば１４－３＝１１人となり議長の分も除くと　11−1＝10人
が出席議員数となります。　半数は「5」で過半数は「6」となります。

賛
さん

否
ぴ

同
どう

数
すう

の場
ば

合
あい

賛否が同数となれば、議長がどちらか決定する「裁
決」をおこないます。なお議案によっては過半数で
なく“3分の2”や“4分の3”の多数が必要な場合も
あります。　

議会の多数決もっと知りたいもっと知りたい
　　　知ってほしい　　　知ってほしい 日野町議会日野町議会のルールのルール
何年か前の小学生の議場見学での質問で、「いろいろ話し合いをしても全員一致とならないときはどうするのですか」という質問
をいただきました。今回はそのことについて説明します。

ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
通
じ
て
地

域
と
若
者
を
つ
な
ぐ
仕
組
み

を
模
索
し
て
い
る
。

　
令
和
７
年
度
で
、

日
野
町
子
ど
も
会
指

導
者
連
絡
協
議
会（
町
子
連
）

が
解
散
す
る
。
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、
こ
ど

も
の
体
験
の
機
会
と
、
中
高

生
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
機
会
を

失
う
こ
と
と
な
る
。
こ
の
ギ

ャ
ッ
プ
を
ど
う
埋
め
る
の

か
。

　
今
年
、
日
野
町
内

か
ら
日
野
高
校
に
進

学
す
る
の
は
26
％
で
、
4
分

の
3
は
他
の
進
路
に
な
る
。

つ
ま
り
中
学
卒
業
ま
で
に
地

域
に
参
画
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。「
あ
つ

ま
れ
ひ
の
っ
こ
わ
く
わ
く
探

検
隊
」
と
い
う
新
事
業
で
、

小
中
学
生
に
成
功
体
験
を
し

て
ほ
し
い
。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
員
の
う
ご
き
／
議
長
コ
ラ
ム
／
編
集
後
記
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５日	 新年あいさつ会　議員全員
５日	 日野町議会議員OB会新春懇談会　議員全員
11日	 滋賀県消防協会日野支部消防出初式　
	 議長、副議長、総務常任委員長
19日～20日　市町村議会議員特別セミナー　錦戸、谷口、野矢、中西
27日	 日野小学校6年生の学習成果の発表会 　議員全員
27日	 日野町農業委員会との懇談会 　議員全員

１月

１日	 進取のまちづくりフォーラム　議員全員
２日	 正明寺修繕にかかる知事要望　議長、後藤
４日	 必佐小学校６年生議場見学　議長、総務常任委員、錦戸
６日	 二十歳のつどい実行委員会との意見交換会　総務常任委員
８日	 日野町議会70周年記念事業「ギカイへ行こう!!」　議員全員
10日	 2026「北方領土の日」県民のつどい 
	 副議長、総務常任委員長、産業建設常任委員長、議会広報常任委員長
12日	 各地区公民館長・運営委員長との意見交換会　総務常任委員
15日	 日野町連合青年会70周年記念式典　副議長
小学校6年生の学習成果の発表会　議員全員 
　12日  南比都佐小学校　 �
　25日  必佐小学校　 �
　26日  西大路小学校

２月

１日	 日野町消防団分団別火災防御訓練
	 錦戸、福永、谷口、松田、川東、髙橋、加藤、西澤、杉浦
４日	 政策立案・政策提言研修会　議長、議会力向上特別委員
13日	 駐ジョージア国大使応対　議長、副議長
17日	 日野町都市計画審議会　福永、野矢、後藤
19日	 町立小学校卒業式　議員全員
25日	 第77回滋賀県町村議会議長会定期総会、町議会議長・副議長研修会 　議長、副議長
30日	 日野町議会と兵庫県養父市議会との合同研修会　議長、議会力向上特別委員

３月

議長公務　日野町議会議長、滋賀県町村議会議長会会長、全国町村議会議長会副会長公務として　17件
その他　通常公務として日野町議会定例会議／臨時会議
一部事務組合（東近江行政組合議会／八日市布引ライフ組合議会／中部清掃組合議会）などがあります。

議員議員のうごき

議員議員のうごき
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６
月
定
例
会
議（
本
会
議
）の
お
知
ら
せ【
予
定
】

６
月
１
日（
提
案
説
明
）　　
11
日（
質
疑
・
一
般
質
問
）

　
　
12
日
・
15
日
（
一
般
質
問
）　

　
　
24
日
（
委
員
長
報
告
・
採
決
）

　
２
月
８
日
に
開
催
し
た
日
野
町
議
会
70
周
年
記
念
事

業
「
ギ
カ
イ
ヘ
行
こ
う
!!
」
で
は
雪
降
る
、
特
に
寒
い

日
に
も
か
か
わ
ら
ず
町
内
外
か
ら
多
く
の
方
に
お
越
し

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
展
示
や
ク
イ

ズ
、
ツ
ア
ー
を
通
し
て
普
段
は
見
え
な
い
部
分
の
議
会

を
少
し
で
も
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
議
会
広
報
は
情
報
を
伝
え
る
だ

け
で
な
く
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
議
会
を
つ
な
ぐ
大
切
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
議
会
だ
よ
り
を
通
じ
て
、
議
会
の
こ
と
、
そ

し
て
町
の
こ
と
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。�

谷
口　
智
哉

　
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

反
映
し
、分
か
り
や
す
く・読
ま
れ
る
議

会
だ
よ
り
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
入
力
し

て
く
だ
さ
い
。ま
た
、メ
ー
ル
や
手
紙
、

ハ
ガ
キ
等
で
も
ご
意
見
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
宛
先
は
、裏
表
紙
の
下
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

「
議
会
だ
よ
り
」へ
の
ご
意
見
を

�

お
寄
せ
く
だ
さ
い

議
長 

杉
浦 

和
人

　
議
員
に
と
っ
て
本
会
議
場
で
の
一
般
質
問
は
、
住

民
の
期
待
を
背
負
っ
た
極
め
て
意
義
深
い
発
言
の
場

で
す
。
日
野
町
議
会
で
は
、
年
四
回
の
定
例
会
議
で

議
長
を
除
く
ほ
ぼ
全
員
が
登
壇
し
、
そ
の
内
容
は
議

会
だ
よ
り
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
を
通
じ
て
広
く

公
開
し
て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
様
に
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
、
今
お
読
み
い
た
だ
い
て
い
る
こ
の
『
議

会
だ
よ
り
』
の
充
実
や
映
像
配
信
の
実
施
な
ど
、
議

事
の
公
開
と
情
報
発
信
に
長
年
こ
だ
わ
っ
て
取
り
組

ん
で
参
り
ま
し
た
。

　
本
来
、
一
般
質
問
は
町
政
全
般
を
問
い
、
政
策
提

案
や
住
民
の
声
を
反
映
す
る
べ
き
重
要
な
機
会
で
す
。

私
は
議
長
と
し
て
、
常
々
「
質
問
の
趣
旨
を
精
査
し
、

何
を
求
め
る
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
」「
議
員
の

能
力
で
あ
る
質
問
力
を
高
め
る
こ
と
」
を
求
め
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
先
般
の
団
体
と
の
意
見
交
換
の

席
上
で
「
議
場
と
い
う
公
の
場
で
議
論
す
べ
き
、
政

策
提
案
や
将
来
の
方
針
に
踏
み
込
ん
だ
内
容
と
な
っ

て
い
る
か
」
と
一
般
質
問
の
質
に
つ
い
て
厳
し
い
ご

指
摘
を
頂
き
ま
し
た
。
ご
指
摘
を
真
摯
に
受
け
止
め

「
見
せ
る
議
会
」
に
満
足
せ
ず
、
内
容
の
伴
っ
た
議

論
を
展
開
す
る
こ
と
、
そ
し
て
議
員
一
人
ひ
と
り
が

「
質
問
力
」
を
磨
き
直
し
、
住
民
の
付
託
に
応
え
る

町
政
を
前
進
さ
せ
る
実
効
性
の
あ
る
議
会
改
革
に
今

以
上
に
邁
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

議
員
一
人
ひ
と
り
が

�

質
問
力
向
上
を

日野町議会と兵庫県日野町議会と兵庫県養養
やや

父父
ぶぶ

市議会との合同研修会市議会との合同研修会
　研修会では、①議員のなり手不足改善に向けて②
広報広聴の取組③議会の政策提言・評価・事業評価
の取組④基本条例とこれからの地方議会の４つの
テーマに添ってグループワークを行いました。
　第２グループの広報広聴では、お互いの広報誌の
強みを確認して、住民生活に馴染み、意識してもら
える議会だよりにすることが大切と確認しました。
第４グループでは、これからの地方議会は住民と対
話できる関係性を保ち、地域課題を認識し答えを住
民と一緒に考え導き出す。そして、政策・施策提言し、
結果・成果を出すことが求められる。その為に議員
の発言力・質問力が必要であると学びました。
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議員公務の一部を
　　　紹介するにゃん
議員公務の一部を
　　　紹介するにゃん
自分が主役になれる町づくりとは・・・

　総務常任委員会では、２月６日に二十歳のつどい実行委員と意見
交換会を開催しました。
　「自分が主役になれる町づくり」をテーマに町の課題を皆が認識
し、多様な意見をいただきました。
　若者が町づくりに参画しやすいよう情報発信し、若者の意見を反
映させる施策が必要だと認識しました。
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懇談会

日野町議会70周年記念事業

日野町議会は、昭和30年の町村合併とともに歩み続け、70周年を迎えました。

　この節目を記念し、町民の皆さんに議会をより身近に感じ、
理解を深めていただく機会として、

令和８年２月８日に体験型イベントを開催しました。

当日は雪の中、子どもから大人まで87名にご参加いただきました。

議場で議席に座る体験を通して議会の説明を行い、
正副議長室では議長・副議長との懇談を実施しました。

　また、議員控室や委員会室では展示やクイズを通じて、参加者の皆さんと
議員との交流の場となりました。

ギカイへ行こう！！

新しい行政の発見や
学習ができました。
傍聴にも伺おう
かと思います。

70代以上

普段入れない場所に
子どもと一緒に入ることが

出来て良かった

40代

議員のことばが
優しくてわかりやすく、
覚えやすかった

10代未満

日野町議会初体験型イベント開催

参加者の皆さんの
声

「議会だより」に関するご意見募集中！書式は問いません。郵送・メールまたは議会事務局までご持参願います。
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